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常務サマ。この恋、業務違反です










ミッション―１ 潜入せよ！




　いつも明るい同期の加か瀬せ君を、この世のどん底に突き落とす非情な電話は、四半期ごとに無情に響く。

「ちょっと待ってくださいよ～っ……」

　週末の午後八時を過ぎて、フロアに残るのは全社員の三分の一程度。それなりに閑散としたオフィスで、加瀬君は半泣き状態に顔を歪ゆがめて遠慮の欠かけ片らもなく叫び、「あ」と短い声を発した後、手にしたＰＨＳを呆ほうけたように見つめた。

　かわいそうに。きっと、ろくな説明もしてもらえないまま電話を切られたんだろう。

　加瀬君は、「はあああっ」と深く長い溜ため息をついた。そして、うなだれながら電話を切って、デスクに突っ伏したっきり這はい上がれずにいる。

　哀れだなあと思いながら、私は向かい側のデスクからその様子の一部始終を眺めていた。

　私がこの会社に入社してもうすぐ五年。加瀬君と同じグループに異動してちょうど二年。こんなに打ちひしがれる加瀬君を見るのは、これで実に八回目。申し訳ないけど、加瀬君のこの姿はまさに予想通りだった。

「……でも、がんばったよ、加瀬君は」

　毎回一緒の慰めじゃ芸がないと思いながら、口を突くのはいつもと同じ。当たりさわりのない白々しい短い言葉しか出てこない。

　加瀬君もそれをわかっているから、突然ガバッと身体を起こすと、ノートパソコンをパタンと閉じてキッと私を睨にらみつけた。

　強気な文句でも言ってくるのかと思いきや……。

「だよなっ。葛かつら城ぎ、俺は今回いつも以上にがんばってたよなっ!?」

　もう取り繕う気力もないらしい。自分でそんな言葉を用意しているあたり、加瀬君もこの結末を読み切っていたんだろう。

　一週間前から食事も喉を通らないくらい緊張して、怯おびえていた小心者の加瀬君。そんな姿ももう八回目だけど、私も鬼じゃないから、うんうんと頷うなずいて笑ってみせる。

「でも報告書を提出したら、今回も課長に怒られて、その後部長に呼び出されるんだろうけど……」

「それを言うなああああっ!!」

　辺りを気にする余裕もないらしい。加瀬君は、ハゲができるんじゃないかとこっちが心配になるくらいすごい勢いで髪を掻きむしって、ビブラートのかかった美声をオフィスにもう一度お見舞いした。

　オフィスに残った、事情を知らない他部署の社員が、迷惑そうにこっちをチラ見している。

　ああ、ダメだ。これじゃあ、せっかくの週末を潰して残業している社員の仕事の妨げになる。

「……飲みに行こっか？」

　四半期ごとに同じセリフを加瀬君に向けるときの私は、自分でもお釈しゃ迦か様さまのようだと思う。

　そして加瀬君は本当にうるうるした瞳を私に向けて、私の肩越しに後光でも見えているんじゃないかと思うくらい魂が抜けた様子で「うん」と頷く。

　最初にこんな加瀬君を見たときは、驚きも手伝ってけっこう必死に慰めようとしたものだけど……。これまで八回も同じことを繰り返していると、もうほとんど義務みたいなものだと諦めてしまった。

　それに、加瀬君が完全に匙さじを投げてしまって、その結果このクライアントの担当がこっちに振りかかってきたりしたら……と思うと、加瀬君には今後もぜひがんばってもらわなきゃいけない。




　週末の宴会もちょうど一次会と二次会の境目の時間のせいか、オフィス近くで評判のいい居酒屋にそう待つこともなく入ることができた。

　通された個室席で、私は加瀬君と向かい合って座る。

　生のジョッキを片手に乾杯した後、どんどん酔っていく加瀬君の聞き役に回った。そうして、ほんの数刻……。彼の声は私の耳から徐々に上滑りしていく。

「今回はさ、俺もちょっとは自信あったんだよっ！　長期……とはいかなくても、せめて半年くらいはもってくれれば、ってさ」

　ビール二杯と日本酒一合でクダを巻いて、加瀬君は額をテーブルに擦りつけた。

「年四回の悲劇が二回になるだけでも、大きな一歩だしねえ」

「だろっ!?　それに、今回の彼女だって見学のときはやる気満々だったんだ。『こんな立派なオフィスで希望した仕事ができるなんて』って」

「うんうん」

「なのに、なんでまたっ!?　クライアントとスタッフ、双方から契約更新せずの通知が来るなんて思ってもいなかった。せめて片方だけだったら、俺の苦労も少しは報われるのに……」

「……そうだよねえ」

　加瀬君の呂ろ律れつが少し怪しくなってきて、そろそろ引き時か？とも思う。ここまで酔っ払われると面倒くさいな、とつい腕時計で時間を確認したけど、同業者として聞き流せない苦労話であることは確かだ。

　私、葛城希望のぞみ、二十七歳。今勤務している大手人材派遣会社『スタッフパワー』で営業担当になって、もうすぐ丸五年になる。入社してすぐのころは、メーカーグループの担当をしていた。

　加瀬君と同じ金融グループに異動したのは二年前のこと。仕事はいろいろあるけれど、大きく分ければ派遣先、つまりクライアントの新規開拓と、既存のクライアントと派遣社員のフォローが大部分だ。

　ウチから派遣したスタッフが安定して長期就業している場合は、こっちも胃が痛くなる思いはしない。定期的に巡りくる契約更新も、単なる書類仕事でしかない。

　実際、私の担当先はそういうクライアントばっかりで、逆に派遣社員のほうから『時給を上げてくれ』なんて愚痴が入って交渉したりしなきゃいけないんだけど……。

　同期の加瀬君――加瀬公きみ明あきの担当先も、それほど問題のあるところが多いわけじゃない。ただ一社、二年ほど前から取引の始まったクライアントが、飛び抜けて〝いわくつき〟なのだ。

　丸まるの内うちの超高級オフィスビルの三十階に入居している外資系証券会社『ウェイカーズ証券』。それが加瀬君を年に四回泣かせるクライアントだ。

　募集職種は『エグゼクティブ秘書』。この手の優良企業の秘書業務として時給千九百円は破格だし、平均残業時間も月に十五時間ほどと一般的。

　待遇的には申し分ない好条件だというのに、派遣社員が長続きしない。初回は三カ月契約で始まるこの会社で、誰ひとりとして次の更新をできずに入れ替わっていく。一度や二度ならば、どこのクライアントでもありえることだけど、こうも毎回となると事態はちょっと深刻だ。

「実はすごいブラックなんじゃないの。パワハラ・セクハラが横行してるとか、実は残業時間が半端ないとか。ほら、外資系金融って、プライベートもないくらい激務だって聞くし」

　テーブルに肘をついて、組み合わせた指に顎を乗せながら呟つぶやくと、突っ伏していた加瀬君がムクッと顔を上げた。

「そんなのとっくに調べてるよ。提出されたタイムシート上、むしろ残業時間は少ないほうだし、これまでの派遣スタッフに聴取しても〝サービス残業〟の実態は判明しなかった。忙しいのは当のエグゼクティブだけで、彼女たちは当たり前に定時退社できる環境だった」

「そんなの、本当かわからないじゃない」

「いくら派遣とはいえ、当たり前にコンプラ研修受ける時代だよ。非正規社員でも訴える権利はあるんだから、もしそういう実態があるなら、ひと言俺に言ってくれればいいだけじゃないか」

　まあ、そうかもしれない。もちろん、言いづらいという意識が働くことも考えられるけど、これまで八人が同じように辞めているからといって、クライアントばかりを責められない。きっとスタッフにもなにかしらの問題があったんだろう。

　ひと言で派遣社員といっても、全員が完璧な仕事能力を持っているわけじゃない。就活戦争に負けて就業経験ゼロのまま登録する人もいるし、正直なところ、お仕事以前に社会常識レベルで難ありのスタッフだっているわけで……。

「でも……。去年の段階で、ウチから紹介するスタッフのグレードは上げたよね。それに伴って、クライアントの申し出で時給も大幅アップしたんだし」

　目線を無駄に宙にさまよわせながら首を傾げると、「そう」と頷いて加瀬君が大きく肩を落とした。

「むしろ先方は、少しぐらい能力が落ちても長期就労してくれる人を、って言ってくれてるんだ。それなのに、人件費を割いてくれてる」

「それほどに、秘書を雇いたいって切実に思ってるってことだよね……」

　クライアントはそこまで譲歩しているんだから、むしろ多少の難点はのみ込んででも契約更改を申し入れてくるはずだ。それでも契約を終了するってことは、やっぱりスタッフに問題があったということなんだろうか。

「もしかしたら、さ……。実際に上司になるエグゼクティブが問題なのかもしれない」

　難しい顔で考え込んだ私に、加瀬君がシレッと言った。

「上司……どんな人なの？」

　私が訊たずねると、加瀬君は少し決まりが悪そうな顔をして、「知らない」とボソッと言った。

　それを聞いた私は一瞬キョトンとして、そしてすぐに「はああ？」と目を剥いた。

「し、知らないって、なに!?」

「文字通り。俺も会ったことないんだ」

「だって、スタッフはそのエグゼクティブの秘書業務に就くんだよね。直属の指揮司令官なのに、なんで加瀬君が知らないの!?」

「いつも忙しい人で、スタッフの職場見学のときにも同席したことがないんだ」

　問題はそこじゃないか!?と突っ込みたくなるのを辛うじて我慢した。

「二年も担当してて、会ったことないなんておかしいじゃない！」

　必死に気持ちを抑えて言うと、さすがに加瀬君も唇をへの字に曲げて、「わかってるよ」とふて腐れた。

「俺だって何度も面会を申し入れてるよ。でも、どうしてもダメなんだ。まあ、俺の交渉相手は人事部長だし、スタッフにも、同席していないエグゼクティブ就きだってことは説明されている。だから、始まりとしては問題ないわけで……」

「そのエグゼクティブが一般的レベルで超難ありの人間だとしたら、下手したら騙だまされたって思うスタッフもいる。そりゃ、続かないのも当たり前だって話なんじゃないの!?」

　同情して損した。こんなの、加瀬君の業務怠慢と言っても過言じゃない。

　私は呆あきれ果てた姿を見せつけるように思いっきり大きく溜め息をついて、かぶりを振りながらカクテルグラスを口に運んだ。

　そんな私をジッと見つめて、加瀬君までハアッと息をつく。そして酔いが醒めたような表情で眉間に皺しわを寄せた。

「俺だって週に二度も三度も面会のアポイントを取るために電話したし、直接出向きもした。それでも会ってくれないんだから、仕方ないだろ。相手は一流企業の重鎮なんだから、そりゃ忙しいだろうし。過去のスタッフからも聞き出したけど、みんな『いい人ですよ』って言うだけで、それ以上はなにも話してくれない」

「なに、それ」

「つまりね。俺は会社ぐるみで隠匿してるんじゃないかって思ってるんだよ。もちろんスタッフも巻き込んで。なかなか面会できないのは、人事部長が出し惜しみしてるとか……」

「でも、スタッフはそのエグゼクティブに就くんでしょ!?　深窓のエグゼクティブってわけでもあるまいし、出し惜しみって……。いったいなんの意味があって……」

　真剣な顔でそんなことを言う加瀬君がわからなくなって、私はイライラしながらグラスを煽あおった。しかし、さっきから立て続けに飲んだせいか、いつの間にかグラスは空になっていた。

　そんなことにさらにイライラして、すだれの向こうを店員が通ったのを見つけて、顔を出してお代わりを頼む。

「そんなの知るか。でも俺は営業担当として、そのエグゼクティブがどんな人間なのか知らなきゃいけないって思ってるよ。だから、これまで以上に努力するつもり」

　緘かん口こう令れいが敷かれたオフィスを相手にどうやって、と思ったけれど、加瀬君の瞳はさっきよりずっとキラキラしている。だから私もそれ以上は責めることもけなすこともせずに、ただ黙って頷いた。

「……まあ、がんばって。私もできることは協力するから」

　つい気まぐれに親切心を顕わにして、そんなことを言ったのが運の尽きだったかもしれない。加瀬君は私の言葉をしっかりと最後まで聞いた後、見たこともない人の悪い笑い方をして、ググッと身体を前にせり出してきた。

「言ったね？　その言葉、待ってた」

「……は？」

　思わず背を仰け反らせて加瀬君から逃げると、背筋にスーッと寒気が走った。

　なんだろう、この嫌な汗が伝う感覚は。

「実はもう案は練ってあるんだ。きっと今回もこうなるってわかってたし、昼のうちに課長に上申してあって、決裁ももらってる」

「……あの、加瀬君？」

「協力してくれるんだよな？　葛城」

　いつも明るく屈託のない表情が、悪魔のような笑みに変わった。

　それをはっきり視覚で認識したとき……。

　嵌はめられた？

　私は初めて、彼が仕掛けた罠わなにどっぷりはまり込んでいたことに気づいたのだった。





＊　＊　＊






　黒いスーツを着崩さずにきっちり着込んで、私は人事部長とふたり、応接室で向かい合っていた。

「いやあ、助かりましたよ。もう誰も紹介いただけないと思っていましたから……」

　人のよさそうな人事部長は、暑くもないのにしきりに額にハンカチを押し当てながら、愛想よく私にへりくだってみせた。

　本当にそう思ってるの!?　だったら大人しく契約更新すればいいだけじゃない！

　そう心の中では罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べたてながらも、心の声が漏れないように、私は無理やり笑顔で抑え込んだ。

「いえ、私のほうこそ。今日のこの初日を楽しみにしてました」

　なんで私がこんなところに……とは思う。

　――あの日。加瀬君の〝案〟を聞いた私は、まずはとにかく驚きで声も出せず、その後、なんの冗談だと笑い飛ばした。なのに週明け、出勤した私を待っていたのは、常識じゃ到底考えられない非情な〝業務命令〟だった。

『葛城君、三カ月間、派遣スタッフとしてウェイカーズ証券のエグゼクティブを探ってきてくれ』

　額の生え際がかなり後退した、いかめしい顔の部長が、真面目くさって口にした言葉だとは思えなかった。エイプリルフールでもないのに、ずいぶん大がかりな嫌がらせを仕掛けてきたもんだ、と笑い飛ばしたかった。

　しかしそれが正真正銘、本気のミッションだと自覚するまでに、それほど時間は必要なかった。

　加瀬君に、無情の契約非更新の通知が来てから二週間。私を完全に置いてけぼりの状態で、お膳立てだけは立派に整った――。

　そして折しも四月一日。厳しい就職戦線を生き抜いた新社会人たちが、期待と不安に心を揺らしながら巣立っていく記念すべき日。

　私は例のいわくつきのクライアントのオフィス――ウェイカーズ証券の応接室に、ちょこんと座っていた。

　一流企業の本社・本店が軒を連ねるオフィス街のど真ん中。ウチとは一段も二段も格が違うインテリジェントビルの高層階の窓に、ソファに座ったまま平行に視線を流すと、遠い街を覆いつくす空しか見えない。

〝産業スパイ〟。そんなミステリアスな言葉が、人事部長の声そっちのけで頭の中にひらめいた。

　そう、今の状況を完全に受け入れるにはいろいろと理不尽な部分もあるけれど、私はハリウッドの映画に出てきそうな女スパイなんだ。ハゲ頭の部長から直々にミッションを受けて、私は今こうしてひとりで敵陣に潜入したところ。ちょっとばかりオフィスが豪華だからって、気遅れしている場合じゃない。

　こうも下手から揉もみ手しながら私を持ち上げてくる人事部長と向かい合っていると緊張感も薄れそうになるけれど、大げさではなく、私は本当にスパイとしてここに送り出されているのだ。もちろん、表向きはエグゼクティブ就きの新任派遣秘書として。

　今日この日を迎えるまで、できる限りの異議を唱えた。それでも理詰めで諭されて反論する気持ちを失ったのは、私がしょせん雇われＯＬだから。

『厄介なクライアントではあるが、ウチに利益をもたらすお客様であることは変わらないんだよ』

　部長からミッションを受けたとき、妙に現実的なその言葉に丸め込まれた。

　ウェイカーズ証券単体では、ウチとはこの取引しかない。問題はそのバックボーンだ。関連会社、グループ会社ぐるみで委託を受けていて、ウチからもたくさんのスタッフが就労している。

　つまり、どんなにいわくつきでも、この職をひとつ無にしたら他の何十もの契約にも影響が出る。当然、ウチの利益にも相当水を差す結果になる。末端社員の私たちには、ボーナス削減という世知辛い切実な形で影響する。

　それでも〝問題先〟であることは上も報告を受けている。だからこそ正式に委託を断るためにも、正当な理由や証拠が必要になるというわけで……。

　私はその矢面に立たされたということだ。

「今日はあいにく、担当していただく高たか遠とおは海外出張で不在なんですが……。午後に帰国し、夕刻に一度社に顔を出すと連絡を受けていますので、退社時間までにはご紹介できるかと思います」

　私はこの状況に押し潰されないよう、かなり気を張っているというのに、さっきから人事部長は、私がどこぞの重要取引先の人間であるかのように、胡う散さんくさいほど丁寧だ。その上、派遣社員とはいえ、今日から彼の指揮管理の下で就業する私に対して、インスタントじゃないコーヒーを出させるこの待遇。

　コーヒーカップに口を付けて、妙に優雅な気分になってフウッと息をついた。芳しいコーヒーの香りと人事部長の揉み手に騙されて、課せられたミッションを軽く考えそうになる。

　そんな自分に慌てて、私はカップをソーサーに戻した。そうして気を引きしめるために、はめ殺しの巨大な一枚ガラスに目を向けた。

　ダメダメ。なにを和んでるの。この柔らかい空気も、敵の策略かもしれない。過分なもてなしで私を油断させておいて、あわよくば、どこかのあかずの間に私を監禁しようとしているのかもしれない。

　隙を見せてはダメ。一時たりとも油断せず、少しでも不審な点を見つけたら、本社で私の報告を待つ加瀬君に連絡しないと。

　身の危険を感じたときも同じ。そのときにはきっと、あの虚空の巨大な窓ガラスを打ち砕いて、私を救出するためにヘリが突入してくるはず。

　リアルで進行する人事部長とのやり取りを加瀬君にも聞かせてやろうと、私は気づかれないように装備したインカムのマイクを指で操作しようとして……。

　耳元に置いた指は、ただ髪を耳にかける仕草をするだけ。当たり前だけど、インカムなんてしているわけがない。リアルタイムでの状況報告なんて必要ない。

　私に課せられた任務といえば、一週間に一度〝業務報告〟と称して加瀬君にメールするだけだ。もちろん、どんな事態が起きたとしても、ヘリがあの窓を突き破って突入してくるなんて、百パーセントありえない。

　スパイって言葉で、映画を連想しすぎた。

　とはいえ、そんな妄想に思考の大部分を割ける程度に、私にも余裕が残っていたんだろう、と思うことにする。

「担当させていただく高遠さん……が出社されるまで、私はなにをしたらいいんでしょう？」

　ミッションという言葉に浸りすぎの自分がちょっと恥ずかしくなって、私は肩にかかった髪を軽く手で払いながら、人事部長をまっすぐ見つめた。

　いつまでもこうしてのんびりとコーヒーを飲んでいていいわけがない。この時間にも時給が発生してるんだから、人事部長だって私になにか仕事をさせたいと思っているはずだ。

　束の間の妄想を頭の片隅から追いやって、私はできる限り愛想よく笑みを浮かべた。

　人事部長はどこかホッとしたように、額を拭う手を止めた。

「秘書の方にお願いするのは申し訳ないのですが……。まずは、高遠の執務室の掃除を……」

「掃除ですね。かしこまりました。それで、それが終わったら私は……？」

　メモをするまでもない業務だけど、一応〝秘書〟らしく手帳を開いて、【掃除】と書き殴ってみる。もちろん心の中では、掃除!?　家政婦じゃないんだけど!?と叫んでいた。

　それでも感情を殺して質問を畳みかけると、人事部長はニッコリ笑って「それだけでけっこうです」と付け加えた。

「……は？」

　一瞬素に戻って、私は目を丸くして聞き返す。

　しかし人事部長は笑顔を崩さずに、「掃除です」とさらに繰り返して言った。

「今日一日じゃ終わらないと思いますから。前任の方の最終日から一週間なんですが、それはもう荒れ放題なんです」

「荒れ……放題……？」

「ええ。高遠はとにかく整理整頓、片づけ、掃除……といったことが殺人的に不得手な男でして。あ、合間にこれを見て高遠という人間を知っていただければ、明日からの本業もスムーズかと思います」

「はあ……」

　掃除で勤務時間の七時間半が過ぎてしまうほど散らかった執務室って!?

　大いに突っ込みどころはあったけど、私は人事部長から差し出された書類を受け取った。書類の見出しには【身上書】、左上に【社外秘】という文字が躍っている。

　これぞ私が手に入れるべき極秘シークレットじゃない！と、心臓が一度ドクンと音を立てた。

　課せられたミッションのひとつはこれで完了したも同然。

　これを持ったまま出しゅっ奔ぽんしたい気分に駆られたけれど、まだ初日の一時間も終えていないのに、帰るわけにもいかない。

　それに、このエグゼクティブ本人に対面して、ウチが派遣したスタッフがどういう業務に就いていたかを確認しないことには……。

「わかりました」

　今ここで身上書を熟読しなくても、時間はたっぷりある。

　頷きながら短い承諾の返事をした私に、人事部長はまたしてもホッとしたように胸を撫なで下ろした。

「それでは、早速高遠の執務室に……」

　いそいそと立ち上がって私に背を向ける人事部長について、私も立ち上がった。

　私は秘書ではなく、スパイなんだから！

　そんなふうに意味もなく自分を鼓舞して、両頬を小さくパンと叩たたいた。どことなく尻すぼみになった人事部長の声が、ちょっと気になりはしたけれど……。




　高遠さんの執務室は、応接室と同じフロアの南側の片隅にあった。

　小さな個室がいくつか並ぶ廊下の一番端の角部屋。これらの個室は、全部エグゼクティブという肩書きを持つ重鎮たちの執務室なのだろう。

「さ、ここです」

　人事部長はなんだか妙に強ばった表情でドアを開けた。そして、意を決したように振り返って、私を中に誘いざなう。

　たとえ期間限定でも、私の職場は今日からここなんだ。

　そう気を引きしめて足を踏み出したつもりが……。

「……!?」

　絶句して立ちすくんだ。

「じゃ、すみません。私はこれから新人研修で挨拶する予定がありますので……」

　私の反応を確かに見ていたはずなのに、人事部長は手の平を返したようにさっさと背を向ける。

「ちょ、ちょっと待って……」

　慌てて振り返ったときには、人事部長は私を執務室に置き去りにして、バタンと音を立ててドアを閉めていた。

　ひとり取り残された私は、たったひとりのための執務室だと思えば十分な広さの室内で、呆あっ気けに取られて途方に暮れた。

　確かに説明は受けたけど。『今日一日じゃ終わらない』とも言われたけれど。まさか、これほどとは！

　向かって右側の壁一面に据えつけられた書棚には、たくさんの書籍やファイルが詰め込まれていた。中央には、大きな窓ガラスを背に立派なデスクが鎮座している。そしてその横に、直角に置かれた小さめのデスク。それが秘書としての私のデスクになるんだ、と理解した。

　だけど、そのデスク上にはけっこうな高さの書類が何列もの山を作っていて、仕事で使うはずのパソコンは完全に埋もれてしまっている。

　そんな状況は、私のデスク（？）だけじゃない。この執務室の主、高遠さんの物らしい立派なデスクの上も同じ状況だった。付け加えれば、デスクの上だけじゃなく、周りを覆い囲うように床にも小さな山ができている。

　山になっていればまだマシ。雪崩を起こした書類がデスク前の簡易応接セットまで広がっているし、応接セットには分厚い書籍がデンと積み上げられている。

　唯一、デスクの脇にちょこんと置かれたダストボックスだけは空だった。きっとオフィスビルが委託している掃除業者が入っているのだろうけど、さすがにこの執務室を片づけるまでの委託はされていないのだろう。

　そして、今日私に託された業務は、この執務室の掃除。

　あまりに予想外の惨状に、一瞬めまいがした。

　こりゃ、確かに一日かかるわ……と納得する。それどろか、一日じゃ足りないかもしれない。

　応接セットの上の書籍を書棚に戻すだけでも、英語、日本語、その他言語に分かれていて、どこに戻すのかすらわからない。きっとこの膨大に散らかった書類も、日本語だけじゃないことだろう。

　なにをどうまとめて所定の場所に戻すべきか。それ以前に、所定の場所はどこなのか。

　妙な敗北感を感じながら、私は山を崩さないように慎重に足を踏み出して、とりあえずスーツの上着を脱いだ。バッグと一緒に隅の床に直置きして、袖のボタンを外して腕まくりする。

　この惨状を見ただけでも、スタッフが定着しない理由になるんじゃないの？と思う。

　いや、これも業務の許容範囲内なのか……？

　頭の中で〝？〟がいくつも飛んでいたけど、私は深く考えないように、今自分に与えられた仕事だけを進めようとした。




　応接セットの書籍の山をなんとか片づけたのは、取りかかってから一時間後のことだった。時計はもう十一時を指している。

　このタイミングで次の書類を片づけ始めたらランチの時間を忘れそうだと感じて、私はようやく本来の姿を見せたソファに腰を下ろした。そして、人事部長から手渡された身上書に手を伸ばして、目を走らせた。

　高遠航こう平へい、三十二歳。

　まず、最初の項目を見ただけで私は目を見開いた。

　三十二歳っ!?　私よりたった五歳年上なだけなのに、エグゼクティブって!!

　その言葉のイメージだけで、見た目は洗練されているけれど、実は疲労を色濃く滲にじませる中年上司を想像していた私は、度肝を抜かれた。

　よく考えたら、そういうこともあるのかもしれない。外資系は一般的にも実力主義だと知られているし、よほどの能力があれば、一般企業でいう下げ剋こく上じょう的な人事もありうるのだろう。

　そう、高遠さんが相当の実力者ってことならば……と身上書を読み進めて、私はいやでも納得していた。

　父親も外資系の証券マン。そのせいか、幼少期から海外で生活し、小・中・高……と学歴はすべて海外のもの。大学だけは日本の有名私大で、その後ニューヨークの名門大学院でＭＢＡを取得している。

　卒業後はウェイカーズ証券に入社し、東京支社に配属されて帰国。日本語、英語、ドイツ語を操り、即戦力として社の期待を一身に背負った。そして、確実かつ、やや強引な仕事ぶりは、その期待に十二分に応えてきた。

　東京支社、ニューヨーク支社、フランクフルト支社での勤務を経て、二年前に日本に帰国。同時にエグゼクティブ――日本の一般企業でいうと〝常務取締役〟の階級を与えられて、現在に至る。

　Ａ４用紙一枚でわかる情報だけでも、私はなんとも言えない深い息を吐くだけだった。

　そりゃ、競争の激しい外資系金融でものし上がれるわ……。非の打ちどころもない立派すぎる経歴。生まれながらの血筋と彼自身の努力による能力。これらすべてが結集して、三十二歳の若さで今の地位を確立したんだろう。

　こんな恵まれた人間がこの世に存在するんだ、と完全に他人事でページをめくった私は、今度こそ本気で言葉を失った。

　目の前には、Ａ４用紙一枚にプリントされた写真。その高級エグゼクティブが凛りんとした眼差しを私に向けていた。

　きっちりネクタイを締めたスーツ姿で、少し茶色い髪は前髪がギリギリの長さで目元にかかっている。さらに、一筆でスッと描いたような眉に、キリッと力の籠った強い瞳。ただの証明写真なのに、まるでファッション誌を飾るモデルのような顔立ち。

　こんな非の打ちどころのないイケメンだなんて……。

「ありえない!!」

　私は身上書を裏返して膝の上に置いた。

　こんな……なにもかも完璧な人間が、この世に存在するなんて信じられない。神の申し子のような人間が上司になる？　秘書として、業務時間のほとんどすべてを一緒に過ごすことになる？

　想像するだけで、仕事以上の緊張を強いられそうだ。とはいえ、これがスタッフが続かない真相と考えるにはちょっと弱い。

　これまで派遣したスタッフは、秘書として一流の経歴を持つ人ばかりだった。私以上に、この仕事に対するスタンスは立派なものだったはず。

　だったらやっぱり、この人に問題があるとしか思えない。書類上は完璧な人間だからこそ、文字に現れない欠点があると考えたほうが自然だろう。

　というか……むしろ欠点がなければ、同じ人間としてその存在すら信じがたい。きっと実物には、絶対にどこか落とし穴があるはずだ。

　どうしようもなく意地の悪い先入観を自ら植えつけて、私は身上書をテーブルに置いた。




　一時間のランチを終えて戻ってきても、ひとりで執務室に籠る状況は変わらない。

　デスクの上に山と積まれた書類は、しまえばいいのかファイリングすべきなのかもわからない。その中で明らかにファイルから抜き取ってきたことがわかる、左端に穴の開いた書類だけは、キレイに貼られたラベルシールとファイルの背表紙から判断して、なんとかファイリングしてみた。

　自分のオフィスではファイリングは、手が空いたときのために取っておく暇仕事でしかないと思っていた。いきなり大量にやれと言われて、やった経験はないけど、こうしてみるとけっこう難しい。

　書類の内容がわかっていなければ、新たなファイルを作ることもできない。後で見るときにどんな意図で必要になるか見当もつかないため、どういう基準で分けていいのかわからない。しかも、使う上司はまだ直接お目にかかったことのない人間離れしたエリートとくれば……。

　ようやく私のデスク（？）上の書類だけ片づけて腕時計を見ると、もう午後三時半になろうとしていた。

　ここの終業時間は午後五時半だから、気づけば今日もあと二時間で終わりだ。

　一日中まともに座ることもなく片づけをしていたせいで、いつもとはまったく別の疲労を感じていた。

　時間も時間だし少しならいいか、と執務室を出て、私は長い廊下を突っ切って給湯室を探しながら歩く。突き当たりの角をひょいっと覗のぞくと、それらしい狭いスペースを見つけた。

　無料で使える給茶器でもないかな、と入ってみると、中にはふたりの先客がいた。ふたりともスタイルのいい女性で、楽しそうに話しながらコーヒーを淹いれている。

　インスタントだけど、芳しいいい匂いがした。

　いいなあ、コーヒー……と思いながら軽く見渡すと、熱湯と冷水の出る蛇口しかない。

　やっぱりマグカップと粉末コーヒーくらい持ってこないとダメか、と諦めてＵターンしようとしたとき、彼女たちが会話を打ち切って私に視線を向けた。

「あれ。……お疲れ様です。もしかして、高遠さんの新しい秘書の方……？」

「え」

　突然声をかけられて、戸惑いながら足を止めた。ちゃんと彼女たちと向き合ってから、私はペコッと頭を下げる。

「は、はい。今日着任しました。葛城といいます」

「よろしく～。なんか今までの方と雰囲気違いますね」

「は、はあ……。私、実は秘書経験はまったくなくて……」

　雰囲気が違うというのはどういう意味なのかと考えながらも挨拶をすると、もうひとりのほうがクスクス笑った。

「違う違う。なんかギラギラしてないっていうか」

「ギラギラ……？」

「これまでの人は最初こそ知的で控え目な感じだったけど、一週間もしたら服装もメイクも派手になって……」

「そう、まさに華が開花した……って感じで」

『華が開花』って、なに!?　なんだかすごく意味深に聞こえる。

　ふたりが次々と繰り出す話題に、思わず身を乗り出してしまう。

　私が話題に食いついたのを感じたのか、ふたりは少し意地悪げに目を細めた。

「実際に開花させられたのかもね。なんせ相手は高遠さんだし……」

　開花……させられた？

　その言葉のニュアンスを私は首を傾げながら考えて、次の瞬間、彼女たちが匂わす意味にハッとして顔を上げた。

「あのっ……、それって……!!」

　一般的な読解力で読み取れば、完全にセクハラ寄りの言葉だと思う。

　たった一週間で!?と焦る私をよそに、ふたりはさらに盛り上がり始めた。

「でも、高遠さんならたとえ遊ばれても全然ＯＫ！　だって、なにもかもハイスペックだし」

「むしろ、あわよくば……って狙ってたのは、秘書さんたちのほうかも」

「あ、高遠さんって、忙しすぎて暇がないからって、特定の彼女作らないって噂うわさなんだけどね」

　秘書初日の私に対して精一杯のフォローなのかもしれないけれど、まったくフォローに聞こえないくらい、ふたりはとても楽しそうだ。

　それってつまり……。本当の本当に、超ヤバいレベルでセクハラなんじゃないですかっ!?




　彼女たちは国際部の社員さんで、新しん庄じょうさんと山やま田ださんという名前の同年代の女性だった。

「なんかあったら声かけてね～」

　そう言って明るく立ち去る彼女たちをその場で捕まえて、もっと詳しい話を聞きたいところだったけど、業務時間内ではそうもいかない。

　結局、飲み物をなにも持ってこられないまま、誰もいない散らかり放題の執務室に戻って、私はさっきの話をずっと考えていた。

　相手があれだけハイスペックな男だもの、セクハラ疑惑が濃厚かもしれない。特定の彼女は作らなくても、遊びの彼女ならありって男なら、むしろコロコロ代わる派遣社員の秘書はうってつけなのかも。

　……そんな男、最低!!

　そのせいで加瀬君が年に四回泣かされて、私がそれを慰めるという事態に陥っていたかと思うと、とんでもなく憎き男だと思えてくる。

　きっとこれが答えだ。それなら、これから三カ月も敵陣でひとりスパイ活動を続ける意味もない。派遣会社の社員としては、スタッフにたった一日で辞められるのは困るし、それを私がするのもどうかと思うけど、さっさと業務命令を解除してもらって、本来の仕事に戻ったほうが絶対に利口だ。それに、よく考えれば今の私も相当危険な状況なんじゃ……。

　書類をめくって片づけながらそう思ったとき……。

　これまで一度も開かなかったドアが開く音がして、私はビクッと身体を強ばらせた。そして恐る恐る振り返る。

「あれ……」

　そんな声が聞こえると同時に、私は本当に動けなくなった。

「あっ……、あのっ……」

「……あんた、誰？」

　大きく開いたドアから一歩踏み入って、腕組みしながら小首を傾げた超イケメン。この執務室の主である高遠航平が、立ちすくむ私に怪け訝げんな瞳を向けていた。

　身上書の証明写真で見知っていたけれど、実物ははるかに極上だった……というのが第一印象。

　写真より少し長い茶色い髪は、無造作だけど品よく整えられている。スッとした鼻筋に、キュッと引きしめた薄い唇。キリッとした眉に、切れ長の瞳は凛としていて、まっすぐ見つめられたら射抜かれそうだった。そして、写真では感じとれないリアルな色気、フェロモン……。

　キレイに整った顔を思いっきり不審そうに歪めていても、滅多にお目にかかれない〝超イケメン〟を目の当たりにした私は、動けないどころかまともに声を発することもできず、書類を手にしたまま呆ぼう然ぜんと彼を見つめてしまった。

　私の不ぶ躾しつけな視線に鬱陶しそうに眉を寄せて、彼は黙ってさらに執務室に踏み込んでくる。

「誰？って聞いてるんだけど。ここは俺のオフィスだ」

「あ、あの……」

　動揺する私に鋭い視線を投げながら、高遠さんはズカズカと私との距離を無遠慮に縮めてくる。

「ひっ……」

　もう一歩踏み出してこられたら正面衝突する、そんな至近距離に身の危険を感じて、思わず引きつった声が漏れた。次に、凍りついていた思考が私の中に蘇よみがえってくる。

　イケメンだけど、これまで何人もの秘書にセクハラを続けてきた最低な男。

　実物が本当に極上だったから、そんな意識が私の中でどんどん大きくなり、やがて勝手な確信に変わっていく。

「おい、聞こえてるなら名前くらい……」

「きゃ、……きゃああああっ!!」

　一向に質問に答えようとしない私に焦れた高遠さんがスッと手を伸ばしてくるのとほぼ同時に、私は今までに出したこともない大きな悲鳴を上げていた。

　突然の大声に驚いた高遠さんが一瞬、素で目を丸くして一歩後退した。

「なっ……！　バカ、どっから声出してるんだっ……」

　それでもすぐに不機嫌な顔になって、彼は私の腕をグイッと掴つかんで引き寄せると、後ろから囲い込んだ大きな右手で私の口をなんなく塞いだ。

「んんんっ……！　むうううっ～!!」

　いろんな意味で危機感がＭＡＸになって、私は高遠さんに羽交い締めにされたまま、無我夢中でジタバタと手足を動かす。

「ちょっ……！　暴れるなっ……」

　渾こん身しんの力を込めて抵抗する私に、高遠さんは攻撃を避けるように身体を逸らして、私から手を離した。

　思いがけず支えを失った私の身体は、そのまま後ろに思いっきり傾いて……。

「あ、おいっ」

　倒れる私に咄とっ嗟さに伸びた腕に、反射的に掴まってしまった。そして……。

「葛城さんっ!?　どうしました!?　……って、常務!?」

　私の声がオフィスまで聞こえたのか、開けっ放しだったドアから駆け込んできたのは、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな人事部長。彼が目を丸くしてドア口に立ちつくしたとき、私と高遠さんは一緒にソファに倒れ込んでいた。

　見た目だけは、高遠さんが私を押し倒したようにしか見えない状況。

「ち、違うんです！　これは私が……!!」

　反射的に高遠さんを押しのけると、私は急いで身体を起こした。

　この人が今までのスタッフにしてきたことは最低だけど、この状況に関して非はない。人事部長が見たままを信じてしまったら、いくらエグゼクティブでも減給や降格の処分じゃすまないだろう。

　セクハラは立派な犯罪だからこそ、〝冤えん罪ざい〟でこの人を貶おとしめてはいけない。それなら今、高遠さんの身の潔白を証言できるのは私しかいない!!

　正義感というより自分のせいにされたくない一心で、私はスカートの裾を直しながら立ち上がった。

　高遠さんも私から顔を背けて、両手をポケットに突っ込みながら窓のほうに歩いていく。言い訳するつもりはないようだ。

　無言で背を向けるその姿は、達観しているみたいに堂々としていて、ほんの少しだけ私は高遠さんに好感を抱いてしまった。その一方で……。

「常務、大丈夫ですかっ!?」

　必死に弁解しようとした私など目もくれずに、人事部長は大股で高遠さんに歩み寄った。あ然とする私をよそに、人事部長は呆気に取られるほど真剣な顔で高遠さんの腕を掴むと、顔を覗き込んでいる。

　しかし高遠さんは、背を向けたまま鬱陶しそうに人事部長の手を軽く払った。

「あ。申し訳ありません。つい慌てて……失礼いたしました」

　いくらエグゼクティブとはいえ、自分より年下の高遠さんに手を振り払われたというのに、人事部長はそんな態度にホッとしたようにペコッと丁寧に頭を下げた。そして、ただ立ちつくしている私にキッと視線を向けると、今朝の慇懃さが嘘うそみたいに思えるほど、きつい言葉を放ってきた。

「君。いくらなんでも初日から盛りすぎなんじゃないかね？　度を過ぎた行動が続くようなら、三カ月と言わず明日にでも辞めてもらいますよ」

「……は？」

　一瞬、本気で目が点になりそうだった。

「いいですね。あなたに任せたのは秘書の役割であって、常務の障害になるようでは困るんですよ」

　少しずり落ちた眼鏡を人差し指でクッと上げながら刺々しく言われて、私にはまったく意味がわからない。それでも、どうしようもなく屈辱を感じた。

「障害って……！　私はっ――」

「いいですね。二度目はないですよ」

『聞く耳はもたない』とでも言うようにピシャリと言い捨てて、人事部長は私の目の前に人差し指をビシッと突き立ててきた。

　妙な迫力に、私も思わず言葉をのんでしまう。

　人事部長は凄みを保ったままキビキビと歩を進めてドア口に立つと、キリッとした表情でもう一度室内に目を向ける。そして丁寧すぎるお辞儀をしながら、窓際に佇たたずんだまま黙っている自身の上司に声をかけた。

「もしなにかありましたら、遠慮なく呼んでください。すぐに飛んでまいりますから」

「……サンキュ」

　ようやく声を放った高遠さんに気を取られて視線を向けている間に、人事部長はしっかりとドアを閉めて執務室から出ていってしまった。

　執務室には私と高遠さんだけになって、状況が把握できていない私は無意識に首を傾げた。

　なんかおかしくない？　状況的には、高遠さんが私を押し倒しているように見えたはずなのに。

　全面的に私が悪者にされて決着がついてしまったこの現状には、大いに異議がある。

　明日クビにされるのは全然問題ないにしても、それって一方的に私に非があるということだよね……？

　そう思ったら、どうにも腑ふに落ちない。

　意味のわからなさにさらに大きく首を傾げたとき、忍ばせた笑い声がクックッと聞こえてきた。顔を上げて高遠さんを見やると……。

　ポケットに手を突っ込んだ格好のまま私にゆっくりと顔を向ける高遠さんの姿が、私の目に飛び込んできた。窓から射し込む夕陽のオレンジに輪郭を縁どられている。

　その姿は、いろんな疑問も全部のみ込んでしまえるくらい神秘的で美しかった。

「なるほど。何者かと思ったけど、あんたは懲りずに派遣されてきた新しい秘書ってことか」

　短い笑い声に肩を揺らしながら、高遠さんは軽く一歩踏み出して私に身体の正面を向けた。

　そのゆったりした動きが妙に妖艶で、私は自分でもわかるくらいゴクッと音を立てて息をのむ。

「仕事を続けたいなら、必要以上に俺に近づくな。わかったか」

「は、はい……」

　雰囲気にのまれて思わず素直に返事をしてしまったけれど……。

　どう考えても、おかしくない!?




　定時を待って時間ぴったりに仕事を切り上げてオフィスを出た私は、駅に向かうまでの短い時間で加瀬君に報告のメールを送った。

　加瀬君が電話をしてきたのは、その夜、私がお風呂から上がって缶ビール片手にくつろいでいるときだった。

《お疲れ～》と呑のん気きな第一声が耳に届いて、私の中でなにかがブチッと切れた。

「なんでそんなに呑気なのよ！」といきなり文句を口にすると、加瀬君の悪びれない声が続く。

《いや、ごめん。『もうやだ、辞める!!』って言われたらどうしようかと思ってたんだけどさ。やっぱり根性あるよな～。さっすが葛城！　俺の同期だけある》

「それ、喜んでいいのかな」

　思わず溜め息をつきながら呟くと、耳元の携帯からはクスクス笑う声が聞こえてくる。

《喜べって。無事帰還したあかつきには、三ツ星レストランで豪勢にごちそうしてやるから》

　それだけじゃ割に合わない。

　そう言いたい気持ちをグッと抑えて、私は短く「ん」と頷いた。

《でも、意外だったなあ。俺もエグゼクティブってウチの部長くらいのオヤジだと思ってたからさ》

　加瀬君への短いメールでは、高遠さんがまだ三十二歳で極上のエリートだということだけを伝えていた。これまでのセクハラ疑惑の噂については、まだ確認できていないことだし、加瀬君には報告していない。

　まあ、言ったところで『お前なら全然問題ないな』って笑い飛ばされるだけだし。それに私自身も、つい数時間前の出来事を思い起こすと、やっぱり疑問しか浮かばなかったから。

　だって、もしあれがアクシデントじゃなくて本当の本当に〝セクハラ現場〟だったとしたら。私が半泣きになって『高遠さんがいきなり！』とか言ったら、人事部長はどういう態度に出たんだろうか。

　社内の女子社員の間でも流れる〝噂〟。エグゼクティブに関わるデリケートな話題とはいえ、人事部長が知らないはずがない。

　セクハラを黙認しているとまでは言わない。ただ、高遠さんがそんなことをするわけがないと信じ切っているように見えて、そう思わせる根拠がどこにあるのかが気になった。

　それもこれも、落ち着いてくつろいでいる今だから思えるのかもしれないけど。

《とにかく、無事に潜入は成功したみたいだな。よかった》

　ホッとしたような加瀬君の声に、言いたいことはいろいろあった。それでも、言い返す前に浮かんできたのは、あんなことがあった後でも涼しい顔をして書類が山積みのデスクに座り、仕事を進めようとしていた高遠さんの横顔。

　結局、定時を迎えるまでひと言も話さなかったな、と思いながら、私が加瀬君に向けた言葉は……。

「潜入成功の後、次の指令はなんですか？　ボス」

　そんな芝居がかったひと言だった。










ミッション―２ 探査せよ！




　マンションを出て大通りに出ると、川沿いの桜が満開だった。

　つい見み惚とれて、キレイだなあ……なんてボーッとしたせいで、いつもと同じ満員電車に乗っていつもと同じ駅に降り立って、自動改札に思いっきり阻まれたところで、私はやっと向かうべき方向が違うことに気がついた。

　そうだ。これから三カ月間勤務先が違うのに、新しい定期を買ってなかった……。

　慌てて逆方向の電車に飛び乗り、丸の内に向かう。

　電車の中でひとりジタバタしながら腕時計を見ると、余裕を持って部屋を出たのが幸いして、始業時間にはギリギリ間に合う時間だった。

　それでも、〝派遣〟二日目。始業時間スレスレに出社したら、なにを言われるかわからない。昨日のあの一件で、私はなぜか人事部長に目を付けられたっぽいし、この上いきなり遅刻なんかしたら、派遣元のウチの会社の印象を悪くしてしまう。

　いや、社としては穏便に委託契約解除を考えているから今私がこんなスパイ活動をしているわけで、印象なんかどうでもいいのかもしれない。

　とはいえ、相手は超大手外資系企業。ここでの評判がどこから外に漏れるかもわからないし、現段階でウェイカーズ証券がウチのクライアントであることに変わりはない。

　駅の改札を抜けて、地下通路をとにかくひた走った。

　桜も満開のこの時期、それほど長い距離じゃなくてもヒールで猛ダッシュすれば、それなりに汗も滲む。高級オフィスビルの総合エントランスに辿たどり着いたときには、白いブラウスがペタッと肌にくっついていてかなり不快だったけど、それと引き換えに遅刻という事態は免がれた。

　オフィスフロア専用の高層階エレベーターに飛び乗って、ほんの数十秒後、三十階でドアが開いた。

　昨日とは違って、私はまっすぐ高遠さんの執務室に向かう。

　勤務二日目にして、一応〝秘書〟の私がこんなギリギリで出勤したら、あの人事部長に嫌味を言われそうだ。

　廊下を急ぐ短い時間でとりあえずの言い訳を考えようとする。

　それに、高遠さんのほうが先に来ていたら……？　昨日のあの様子じゃ問答無用かもしれない。いや、それも違うな。どちらかと言うと……無関心？

　ドアの前に立って一度首を傾げてから、私は大きく息を吸ってドアを二度ノックした。返事は待たずに、勢いよくドアを開ける。その時点で、言い訳なんてなにも考えていなかった。

「お早うございますっ!!」

　元気に挨拶しながら一歩踏み出すも、部屋の中からは嫌味どころか挨拶すら返ってこない。

　なんだ。エグゼクティブだけに重役出勤か。

　少しだけホッとしてさらに足を踏み入れてから、私はビクッと立ちすくむ。ドアに背を向けて鎮座しているソファの端から、二本の足が飛び出しているのが目に飛び込んできたからだ。

　驚いて駆け寄ってみると、ふたり掛けのソファの肘掛けに足を投げ出した格好で、高遠さんが横たわっていた。

「た、かとおさん……？」

　恐る恐る近づいて、彼の足元に立った。視線でなぞるように目を動かして、うたた寝中のその姿に、不覚にもドキッとしてしまう。

　ネクタイを緩めてシャツの第二ボタンまで外し、お腹の上でお行儀よく両手を組み合わせた格好で、高遠さんは無防備に眠っていた。

　割と長い時間この格好でいたのか、頭のてっぺんの髪がフワフワと乱れている。そして、キュッと閉じた瞳とほんの少し開いた唇。昨日はずっと眉間に皺を寄せていたのに、どこにも力が籠っていないとても穏やかな寝顔はまるで子供みたいだった。

　うわ～、なんてキレイな寝顔……。

　そんな感想を抱いて、無意識に一歩近づいてしまった。

　彼氏じゃない男の人の寝顔をこんなじっくり見るのは初めてだった。しかも、その相手が超エリートでハイスペックな極上の男となったら、つい近寄ってしまいたくなるのも乙女心ってもの。

　窓のブラインドの隙間から射す朝の光で、少し乱れた長めの髪がキラキラ金色に見える。

　男のくせに、睫まつ毛げ長～。しかもお肌キレイ……。いったいどんな遺伝子がかけ合わさったら、こんな美しい人間が生まれてくるんだろう。

　そんな素朴な疑問を抱きながら、さらに一歩近寄ったとき……。

　ドアをノックする無機質な音が耳に届いて、私はビクッと背筋を伸ばした。

「失礼いたします。お早うございます、常務……」

「お、お早うございますっ……!!」

　聞こえた声に、声が引っくり返りそうになりながら私は挨拶を返した。

　意味不明な後ろ暗さを隠すように背筋を伸ばした私に、一瞬胡散くさそうな瞳を向けたのは、やっぱり人事部長だった。妙にぎくしゃくした笑みを浮かべる私を見て、彼は眉を寄せた。

　そんな視線から逃げるように、私はクルッと背を向けて、まだ散らかったままのデスクに向かっていく。

「お早うございます、葛城さん。常務は……ああ、またここで眠ってしまったんですね」

　一歩足を踏み出しながら私に聞いてきた人事部長は、ソファに寝そべる高遠さんにすぐに気づいて、わずかに声のボリュームを落とした。

「あっ、お、起こさないといけませんね」

　もともと遅刻ギリギリで執務室に飛び込んだのだから、時計など確認しなくても始業時間を過ぎていることはわかる。私は書類の山を軽くどかして荷物を置いてから、すやすやと眠る眠り姫のような高遠さんに目を向けた。

　それを人事部長が軽く手で制する。

「ああ、このままでけっこうです。あと三十分は寝かしてやってください」

「え？」

　その言葉に驚いて、私は足を止める。

　すると人事部長は微妙に足を忍ばせて、書類の山ができている高遠さんのデスクの前に立った。

　側面に【未決裁】と書かれた黒いボックスを引っぱり出して、そこに自分が持ってきた書類を入れると、妙に優しい視線を高遠さんに向けてからスッと目を細めて私を見やった。

「部長は昼はもちろん、夜も半端なくお忙しい方ですから。まとまった睡眠がとれる時間は、邪魔しないでやってください」

「よ……」

『夜も半端なく』って!?

　そう聞き返そうとした私に軽く一礼して、人事部長は足音を忍ばせたままドアに向かう。そして、静かにドアを閉めて出ていってしまった。

「ちょっと過保護なんじゃないの……？」

　眠り続ける上司とふたりきりで執務室に取り残されて、私は思わずそう呟いていた。

　昼の忙しさはともかく、〝夜〟の心配まで。その上、始業時間を過ぎても寝こけているエグゼクティブに対して甘すぎなんじゃ。

　そんな気持ちで首を傾げたとき、小さな含み笑いが聞こえて、私はハッとしてソファを振り返った。

「変な邪推してるんだろ」

　そんな言葉を発しながら、高遠さんがゆっくり身体を起こした。

「お、起きてたんですかっ!?」

　焦って上げた声は、さっき以上に裏返っていた。

　高遠さんは髪を掻かき上げて、小さな欠伸あくびをしながら「うん」と頷く。

「佐さ藤とうさんの声、うるさいから」

　起き抜けの無防備な仕草に目を奪われながら、高遠さんの返事にホッとした。

　よかった。人事部長の声で起きたなら、私が高遠さんの寝顔をジロジロ見ていたことは気づかれていないはず。

「佐藤さんが言った『夜も半端なく』っていうのは、本当に仕事が忙しいって意味だから」

　高遠さんはシレッと言うと、ソファに姿勢を正して座り直した。シャツのボタンを締めてから、緩めていたネクタイをキュッと結び直す。そうして身なりを整えてから、私にチラッと上目遣いの視線を向け直した。

「昨日あんたが帰った後、俺も一度出て、また出社した。ロンドン支社とのテレビ会議があったからね。それが終わったのが午前二時。その後ニューヨークとの電話会議。終わってから三時間仮眠して、今起きたとこ」

　そう言いながら立ち上がって、今度は少し大きな欠伸を噛かみ殺しながら、高遠さんは私を見やった。

「つまり、あんたが想像したような〝夜の忙しさ〟はないってこと」

　口元を上げてわずかに微笑むその表情に、ドキッとした。私の短絡的な思考を戒められた気がして、思わず頬がカアッと赤くなる。

「わ、私っ……！　そんな変なこと考えてません！」

「そ？　でも別にいいよ。期間限定の秘書にどう誤解されても」

　それならなんでわざわざ説明したんだ、と聞きたい。

　妙な迫力に押されたまま、私は黙って高遠さんの行動を見守った。

　高遠さんは私の視線などまったく気にしていないように、反対側のソファにかけてあった上着を羽織ってから、書類に埋もれたデスクに腰を下ろした。さすがに書類が邪魔なのか、眉間に皺を寄せて軽くどかしながらパソコンを起動させる。

　それを見て私はキュッと唇を引きしめて、高遠さんのデスクから書類の山を抱えた。

「……片づけ、続けます。新たにファイリングが必要な物があれば、指示していただければやります」

　静かにそう言いながら、高遠さんのデスクの上の書類をすべて、応接セットのテーブルと私のデスクの上に移動させた。

　そんな私を高遠さんは黙って頬ほお杖づえをついて目を向けていた。

「任せる」

　この短い言葉が、秘書としての私に対する最初の業務命令だった。

　まだなにもわからない私に、そんなひと言で簡単に任せていいの？　はっきり指示してくれたほうが私だってやりやすい。だけど……。

「……はい」

　言い返さずにそう答えた。

　もしかしたら、『任せる』＝彼にとってどうでもいいことなのかもしれない。だけど、仕事を任せてもらえるのって……普通に嬉うれしいことだと思うから。

　私は、黙って書類整理を始めた。





＊　＊　＊






　ファイリングは確かに業務内容に含まれているけれど、それが秘書のメイン業務ではない。そして、執務室の掃除は、〝業務に付随する業務〟の位置付けでしかない。つまり、初日の私は高遠さんの秘書としてまったく機能していなかったということになる。

　ウェイカーズ証券のエグゼクティブ秘書の業務内容を、ウチの会社ではこう紹介していた。

『外資系証券会社の役付者の秘書業務全般をお願いします。スケジュールの管理と調整、電話応対、外出時の同行、記録業務。その他、役付者が気持ちよく仕事のできる環境作りが主な仕事です』

　私は秘書経験なんかないけど、ウェイカーズ証券はそれでもいいと言っていた。それに、長くて立派な職務経験とは言えなくても、これまでの五年間の経験で乗り切れると思っていた。

　スケジュール管理なら、仕事だけでなくプライベートでも普通に行っていること。英語能力がなくても、電話の取り次ぎ程度ならその場のノリでなんとかなる。気持ちよく働ける環境作りなんて、たとえ三カ月でも私の職場なんだから当たり前にできる。

　そんな軽い気持ちでいた私は、潜入して一週間が過ぎて、自分がどんなに思い上がっていたかを実感した。

　高遠さんが、昼も夜もなく仕事しているというのは、大げさでもなく本当のことだった。潜入二日目だけじゃなく三日目も四日目も、朝出社した私は、ソファに寝そべった高遠さんに迎えられた。

　そんなんじゃ健康に悪いじゃない！と、私は非常識な時間の仕事は問答無用でシャットアウトした。そうしたら欧州や米国とのリアルでのやり取りができなくなって、高遠さんに相談したら『構わないから入れて』と言われた。

　今度は時差も気にせず二十四時間の枠に収めていたら、高遠さんの寝る時間がなくなった。それに気づいて慌ててスケジュールを組み直したら、今度はいくつものダブルブッキングが出た。焦って日程変更しようにも、電話やメールで英語力が必要になって、連絡すらまともにできない。

　テンプレだけで乗り切れる話ではなく、どうしようと考え込んでいたら、最初の二日間でキレイに片づけたはずの書類がまた山になっていく。

　高遠さんが気持ちよく働ける環境作りどころか、眉間の皺を深くさせてしまうだけ。高遠さんの溜め息は増えるし、私との関係もさらにギスギスしていく。

　そして私も……とうとう二日前から胃薬常用中、だった。

　さらに今、秘書の仕事をかなり甘く見ていたということを、この場で思い知らされている。

「……すみません」

　今までこんなにしょげたことはないと思うくらい、私は落ち込んでいた。

　ああ、私って本当に使えない。たった五年間の職務経験だけで、相当うぬぼれていたんだなあと自覚せずにいられなかった。

　自分の職場にいるだけなら、もう勝手もわかっているし後輩もいるし、そこそこ自分の判断で仕事を進めることもできる。それで私も立派なＯＬ気分でいたけれど、井の中の蛙かわずでしかなかったことを痛感する。

　実際には……一歩外に出たら、私なんてこんなもんだ。

　ついさっきかかってきた海外からの電話の、あまりに早口な、英語とは違う言語に慌てて、私は頭の中が真っ白になった。

　顔を強ばらせて声を出せなくなった私に、さすがに高遠さんが見かねた。

『どうした？』と立ち上がって訊ねてきた高遠さんを見上げて、ホッとして泣きそうになった。

　こんなことで頼るのは恥ずかしいと思いながらも、自分ではどうにも対処できずに、電話を保留しながら俯うつむいた。

『フランス語なんです』と半泣きになった私に、高遠さんは蔑むような瞳を向けた。そして電話を奪って『Bonjourボンジュール ?』と応対した後、不機嫌そうに眉をしかめて私をチラッと見やり、『Gutenグーテン Tagターク』と言い直した。

『佐藤さんから、今までの秘書と比べるとだいぶ能力が劣るとは聞いていた。フランス語もドイツ語もこなせとは言わないけど、異言語の電話に「英語で言ってくれ」と伝えるくらいの応答はできるだろうが』

　高遠さんは電話を切った後、溜め息と共にそう言った。

　だけど英語で言ってもらったところで、電話応対ができる自信もない。

　恥ずかしさに消え入りそうになる声で『でも……』と反論した私に、高遠さんはキョトンと目を丸くした。そして、人事部長に私の身上書を届けさせた、というわけだ。

「……あまりに今までの秘書と系統違うし、秘書は初めてだとも聞いた。だから正直、かなり不安ではあったんだけど」

　唐突にそう言って、豪華な椅子にどっしりと腰を下ろした高遠さんは、長い足を組み、読み終えた書類をデスクの上にバサッと無造作に放り投げる。

　どう見ても呆れ果てた様子の高遠さんと、立派な胡桃くるみ素材のデスクを挟んで向かい合ったまま、冷たい視線に硬直して俯いていた私の目線に、投げ出された書類が滑り込んでくる。

　派遣候補者として『職場見学』という名の面接に訪れたときに、派遣元担当者である加瀬君が人事部長に提出した書類。つまり私の身上書だった。

　書かれているのは、これまでの職務経験と取得資格のみ。学歴や年齢、性別を理由に不採用とできないようにするためだけど、正直なところザッと見れば大体の年齢もわかるし、その場で質問されれば学歴だって簡単にバレる。

　そして今、高遠さんが確認しようとしたのは、もちろんそんなことじゃない。

　つい数週間前、私が〝スパイ〟として潜入することが決まったとき、加瀬君は私の身上書を作り上げてから私にも確認してきた。

『もう少し、盛っとく？』

　今回のこのミッションをまだどこか本気にしていなかった私は、『どうでもいいよ』と返事をして、加瀬君に身上書を突き返した。

　実際に勤務に就いてから困らないように、そこに書かれた内容はほとんど嘘偽りのないものだった。

　たったひとつの〝嘘〟といえば、直近の勤務先が【マーケティング会社の営業担当】となっていたことだけ。実際は〝派遣会社の営業担当〟で、在勤中、なんだけど。

　高遠さんが身上書で確認しているのは、私が実際に持っている〝資格〟だ。就職活動のとき、とにかく履歴書に空欄を作らないために必死に取った、今となってはまったく無駄でしかないもの。

　そう、高遠さんが目を通したのは、真実しか書かれていないはずの部分だった。

「秘書検定持ってるじゃん」

「私が持っているのは二級で、面接のない筆記試験のみでして……」

「英検二級はいつ取ったの？」

「それは、大学受験で一番英語を勉強したときで。学校で面接対策などもしてくれましたし、友達とノリで受けたら受かっただけで……」

「だろうな。それに、ＴＯＥＩＣ五〇〇って……。そんなレベルで資格欄に書いてるあたり、乏しい英語力をひけらかしてるようなもんだ」

　涼しい顔して辛辣に言い捨てる高遠さんを睨みたくなった。それができなかったのは、言われたことすべてがごもっともだったから。

　加瀬君から身上書の確認をされたとき、おもしろがってあれもこれも……と書いてもらわなくて本当によかった。

「……まあ、葛城さんは経歴を偽っているわけじゃない。この程度でＯＫを出したのはウチの責任だから仕方がない。だけど、それならそれで能力以上のことをひとりでこなそうなんて思うな。がんばろうって気持ちは買うが、変に意地を張るからこういうことになる」

　長い足を組んだまま、地に着いた足を軽く動かして、高遠さんは椅子をユラユラと揺すっている。

「……すみません」

「言っとくけど、あんたに……〝秘書〟に任せたいのは、俺の手が回らない仕事だ。正直なところ、スケジュール管理も電話応対も自分でできる。それでも人事が、秘書に任せろと言ってくるからやらせていただけだ」

　そうだろうな、と思う。実際、この数日だけで私がしでかしたとんでもないミスは、結局高遠さんが全部自分で処理をした。秘書どころか、私はこの人の仕事を無駄に増やしているだけ。

　それは自覚してしまっていたから、私は顔を上げることもできない。

「高遠さんに秘書なんか必要ないじゃないですか」

　いろんな意味でいっぱいいっぱいになって、私は思わずそう口走っていた。

　それを聞いた高遠さんが、トンとデスクを静かに指で叩く音が聞こえた。

「自分でなんでもできる人だから……。だから、何人も秘書を入れ替えて――」

　そこまで言って、慌てて理性で言葉を止めた。

　これ以上言ってしまったら、ウチの会社の内部事情まで漏らしてしまいそうだ。私がスパイとして潜入したということも知られてしまうかもしれない。

「……入れ替えてるつもりはないけど、必要ないのは否定しない」

　少しだけ沈黙の間を置いてから、高遠さんは静かにそう言って椅子から立ち上がった。

「秘書なんか必要ない。俺は自分でなんでもできる。……だから、あんたに求める仕事は特にない」

　淡々とした口調に、この場でクビを宣告された気分になる。私のほうこそその言葉を待っていたはずなのに、それを言われるのはやっぱり屈辱だった。

「だけど……」

　地の底までめり込みそうになった私に、高遠さんは自身の発した言葉を簡単に打ち消した。そして、ゆっくり私に視線を向ける。

「まったくの無能だとは言わない。助かってることもある。だから……あんたにできないことは最初から俺に任せろ。俺も、あんたにもできるって判断したら任せるから」

「え？」

　思いがけず温かい言葉を受けて、私は素で目を丸くして、バカみたいに高遠さんを見つめた。

　そんな私の視線を居心地悪そうに交わして、高遠さんはそっぽを向いてしまう。

「……もう十分わかってると思うが、俺は片づけが苦手なんだ。この数日であんたがまとめてくれたファイル、すごく見やすかった」

「……っ」

　きっと、この数日間で私を褒めることができるのは、そんな部分しかなかったのだろう。それでも私がやったことを率直に評価してくれた高遠さんの言葉が、今の私は素直に嬉しかった。

「あ、ありがとうございますっ……」

　顔を上げてお礼を言った後、鼻の奥のほうがツンとするのを感じた。

　どうしよう。こんなことで泣きそうになるくらい、私は自信を失ってたのかも。

　私は慌てて顔を俯ける。すると……。

「……いい大人が、こんなことで泣くなよ」

　困ったような声が浴びせられて、反射的に身体を強ばらせた次の瞬間……。

　デスク越しに少し身を乗り出した高遠さんが、ポンポンと私の頭に手を乗せていた。

　子供をなだめるような仕草にドキッとして、私は呆然と高遠さんを見つめてしまう。

　高遠さんの瞳は、どこか私の反応を窺うかがっているようだ。

　言いすぎたとでも思ってるのかな。きっとこの人は、今私にしていることが巷ちまたで胸キュン効果を生む仕草だなんてまったく自覚してないだろう。

　そうわかっていても、こんなハイスペックの極上エリートにされたら、その効果は十倍増しだ。

　思わずカアッと顔が熱くなるのを感じて、私は慌てて下を向いて顔を隠した。

「な、泣いてません。このくらいで泣きませんから」

　そう言い繕うと、高遠さんは私からあっさり手を引いていく。

「そう？」と素っ気なく聞かれた言葉で、ついさっきの仕草もまったく深い意味なんかなかったことが証明されてしまう。

　そんなところがちょっと残念、と思いながら、私はキュッと唇を噛みしめた。

　泣きそうに歪んでブサイクになりそうな顔を上げることはできないけど、気持ちはだいぶ浮上していた。

「……次からは、日本語じゃない電話は全部すぐに高遠さんに繋つなぎます」

「うん」

「スケジュールに困ったら、高遠さんの判断に任せます」

「……うん」

　秘書業務を完全に放棄するような言葉を放って、私は大きく息を吸った。そしてゆっくり顔を上げて、それはそれで微妙な顔をしている高遠さんをまっすぐ見つめ返した。

「だから、私は整理整頓に徹します」

　そんなことで時給千九百円を稼げるなんて、どこまでおいしい仕事だろう。

　自分でもそう思いながら、やけに胸を張って言い放った。

「この執務室を快適な空間にして……。夜中に仕事をした後でも、高遠さんがゆっくり眠れる場所にできるように」

　私は本当の秘書じゃないから、完璧な秘書にはなれない。それでも、自分で宣言したことなら、私にだってできる。いや、やり通す。

　すると超一流の男は、私が放った小学生みたいな挑戦に一瞬目を丸くした。そして口元を手で押さえながら、吹き出して笑った。

　こんな笑顔、初めて見た。

　そう思った瞬間、高遠さんはゆっくり腕組みして、小首を傾げて私にその瞳の焦点を合わせた。

「そうしてもらえると、助かる」

　そんな言葉にキュンとして満足してしまったのは、私が秘書としては無能だから。

　きっと、それだけだ。
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　総合受付から私宛に電話がかかってきたのは、その週の金曜日、ランチから戻って一時間ほど経ったときだった。

　この執務室で働くようになって、めっきり電話が苦手になってしまった。

　電話が鳴るたびに条件反射でビクッとする私が相当ツボなのか、高遠さんはいつもクックッと声を忍ばせて笑う。

　そんな意地悪な上司を横目で睨みながら、日本語が聞こえたらホッとして対応する。

　英語、もしくはそれらしい言語が聞こえてきたときは、『Justジャスト aア momentモーメント, pleaseプリーズ』と超一方的に言い放って、忍び笑いを続ける高遠さんに繋ぐ。

　ある意味すごく能率的な役割分担で、高遠さんも私のミスを後でフォローするよりはマシだと思っているのか、特に不機嫌な様子もなく電話を替わってくれる。

　そして今、電話が鳴っているというのに、高遠さんは週一定例の役員会議で離席していて、この執務室には私ひとりだ。

　こんなときに～っ！と、私はやっぱりビクッとする。

　出ないわけにはいかないけど、もしまたドイツ語だったらどうしろと言うの。

　そう言えばこの数日間、私がこの執務室にひとりでお留守番ってなかったな……と思いながら、私は仕方なく電話に手を伸ばした。

　いつも私をおもしろがっている高遠さんにムッとしていたけど、必ずバックに彼がいる状況にどれだけ救われていたかを今さらながら実感してしまう。

　それでも、ＰＨＳを手にしたときにはそんな不安は失せていた。

　なぜなら、画面に表示されているのは数字四ケタの内線番号。この東京支社の社内からで、いきなりドイツ語が来るわけがない。

「お疲れ様です、総合受付です。お客様が見えてます」

　どこぞのウグイス嬢みたいな話し方にホッとしたのも束の間、私は慌ててパソコン画面に高遠さんのスケジュールを開いた。

　お客様って!?　この時間は会議だし、もちろん他のアポイントなんか入れたつもりはない。それともどこかで抜けてて、見逃してた!?

　一瞬にして焦った私の耳に、受付嬢が静かな声で続けた。

「葛城さんに、スタッフパワーの加瀬様が」

　その言葉を頭の中でゆっくり繰り返して、私はガクッとこうべを垂れた。

「……今、行きます」

　なんだか一気に身体の力が抜けた気分だった。




「よっ。お疲れ様」

　総合受付の奥のソファ前に立っていた加瀬君が、能天気な笑顔を向けながら私にそう挨拶した。

「紛らわしいよ、加瀬君……」

　ドッと深い溜め息をついて私が先にソファに座ると、加瀬君はキョトンとした顔で私の隣に腰を下ろした。

「なんだよ。いやに疲れてるな」

　軽く身体を屈めて膝の上で頬杖をついた私に、加瀬君が苦笑を漏らす。

　誰のせいだと思ってるんだか。

　無言で横目を流して加瀬君を睨むと、加瀬君もわずかに肩をすくめた。

「あ～、わかってる。俺のせいだよな。いきなり環境変わって意に沿わない仕事してるんだから、そりゃいくら葛城でも疲れて当然」

『降参』と言うように軽く両手を上げるポーズを見せた加瀬君に、今度は私が肩をすくめてみせた。

「なんかさあ……日本の終身雇用制度に疑問を感じてきたわ、私」

「……は？」

　いきなりしおらしく意味不明なことを言い出す私に、加瀬君は遠慮なく不審そうな視線を向けてきた。

「このまま今の会社に勤め続けてそれなりに昇進して、たとえば定年を迎えるとするじゃない？　ずっと同じ仕事してるんだから、仕事を知ってて当たり前。後輩や部下ができて当然。でもきっと私たちって、それをすごいって信じたまま、ただ偉そうになっていくんだよね」

「……なに？　ストレスでおかしくなっちゃった？」

　そう言いながら、加瀬君が私の目の前に手をかざしてヒラヒラと動かした。

　その手に焦点を当ててハッと我に返って、私はグッと背筋を伸ばした。

「あ、ごめん」

　この数日で自分の社会人としての無能さに打ちひしがれていた後だからか、ついポロッとそんな言葉が口を突いた。

　慌てて取り繕って謝ると、今度は加瀬君が私の言葉を考えるように「う～ん」と唸うなった。

「葛城が初めて違う会社で働いてみてどう思ったかってのは理解できる。俺たちはウチの会社しか知らない。仕事の勝手も備品の発注の仕方も、企業風土ってものを知ってるから、続けているうちはやりやすいよな。だから俺も、スタッフを紹介しながらすごいなって思うことあるよ。派遣社員は会社に縛られずに、どこに行っても一から進む強さがある。それって確かに俺たちにはなかなか難しいことだし」

　同じ派遣会社の営業担当として、加瀬君の言うことは私も共通して合わせ持っている意識だった。

　働き方は人それぞれ。一生ひとつの会社で働き続けるのは立派なことだし、かといって身ひとつで新しい会社を渡り歩くのも間違ってない。

「……私、英会話スクール通おうかな」

　こんなことでもなければ、とても本気でそんなことを考えたとは思えない。つい殊勝な気分になってしまうのは、実際に私がまったく高遠さんの役に立てていないと痛感しているからだ。

　加瀬君は私の溜め息を最後まで聞いてから「あのさ……」と言いづらそうに呟いた。

　顔を上げてその横顔を見つめると、加瀬君は一度キュッと唇を引きしめた。

「自分の能力を顧みるのはいいことだと思うんだけど……。お前、ここにいる意味、ちゃんとわかってる？」

「え？」

「だーかーら。葛城がここにいるのは、客観的に自分の能力を知るためじゃない。別に本気で秘書業務を身に付けてほしいわけじゃない」

　諭すような言葉に一瞬キョトンとして、それから私はハッとした。

「ここのエグゼクティブ……高遠航平……だっけ？　彼を探って調べてもらうためなんだけど」

　私を探るように言った加瀬君に、私は慌てて声を上げた。

「あ、当たり前でしょ！　そんなこと加瀬君に言われるまでもなく、ちゃんと……!!」

　そう答えながら、動揺している自分にもちゃんと気づいていた。

　加瀬君に会ってからの私の言葉。どれをどう取っても、本来の任務がすっかり抜け落ちていたように聞こえても仕方がない。

「そうかな。水を差すようで悪いけど、ウチの会社で今の仕事をする上で、英会話はあまり意味がないと思う」

　加瀬君のくせに鋭いひと言が、私を一層慌てさせた。

「それは、仕事のためとかじゃなくてっ！　……別にいいじゃない、教養のひとつとして始めてみようかなって思っても」

「まあ、それは別にいいけどね」

　ムキになる私に向けられるのは、やっぱり不信感丸出しの視線。

　加瀬君といるときにはあまり感じない居心地悪さに、私は頬を膨らませてそっぽを向いた。

「……一応、潜入からもう十日経つけど。なんかわかったことある？」

　少し気まずい空気は、きっと加瀬君も感じていることだろう。いつもの彼らしからぬ素っ気ない早口で、そう私に訊ねてきた。

　加瀬君が期待する答えを、私はなにも持ち合わせていない。

　潜入開始から二週目。普通に仕事をこなすのにも精一杯で、〝探る〟ことまで頭が回らない。それが本音だった。

　それでも、完全に任務を忘れて過ごしていたとは思われたくなくて、私はちょっと迷った後で、意を決して唇を開いた。

「まだ証拠はないけど、その……噂は聞いた」

「どんな？」

「……もしかしたら、セクハラ？みたいな」

　言いよどみながらなんとか答えた私に、加瀬君は「ふむ」と言って考え込む。

　だから私は、初日に国際部のふたりの女子社員から聞いた話をかなり端折って加瀬君にも聞かせた。

「――確かに、俺も訪問するたびに彼女たちがケバく……じゃなくて、垢あか抜ぬけていくな、とは思ってたけど……」

　考え込む加瀬君に同調して、私まで難しい顔で腕組みした。

　思わず話しちゃったけど、高遠さんがスタッフに対してセクハラ行為をしていたと断言できる証拠はまったくないし、噂だけじゃ根拠は薄いよね……。

「たった一週間で……？　といっても、一応まだお前は無事みたいだしなあ……」

　私を横目で見やって、どこかしみじみとした口調で言った加瀬君に、私は腕組みを解いて顔を上げた。

「え？」

　私に向けられる視線に妙な憐あわれみのようなものを感じて、何度か目を瞬かせる。

「いや……うん。それなら、もしかしたら人選ミスだったのかな、と……」

「ちょっと、なに、それ」

　なんだかとても腹の立つことを言われているような気がする。

　それが私の気のせいじゃないと証明するように、加瀬君はゆるゆると私から視線を逸らした。

「大丈夫だとは思うけど。もしそういうことがあったら、ちゃんと俺に報告して。場合によっては、三カ月といわずに契約を切り上げることも社内で検討するから」

　いろんなことを考えるように言いながら、最後は自分の言葉に納得するかのように「うんうん」と頷く加瀬君に、私の中でなにかがブチッと音を立てて切れた。

「……そんなこと、絶対ないって思ってるんでしょ」

「そんなことないよ！　相手が相当見境ない男だとしたら、葛城の身の心配もしなきゃいけないわけで……」

「見境ないって……。それ、私に対して失礼なんじゃないのっ!?」

　腹立ちまぎれに立ち上がって、加瀬君に大きく手を振り上げた。

　本気で焦った加瀬君が、「うわっ」と言いながら両腕で頭をガードする。

「怒るなよ～!!　なにもないにこしたことないだろ！」

「それでも、なんかその言い方がムカつくの!!」

「なんでだよっ！　じゃ、なに。葛城もその高遠さんからセクハラ受けたいわけ!?」

「そんなこと言ってないでしょ。バカっ!!」

　総合受付の片隅だというのに、そんな本気の言い合いをして、私も加瀬君も肩で息をした。そしてお互いに黙り込んで一瞬睨み合った後、ほとんど同時に吹き出して笑った。

　ああ。やっぱり、本気でこういうやり取りができるオフィスに早く戻りたい。




　帰り際、エレベーター前まで見送ると、加瀬君は「あ」と呟いて私を軽く振り返った。

「今度さ、高遠さんの時間が取れそうな日程、教えてくれない？　今度こそ挨拶したいし」

「あれ。ここでの派遣スタッフは、私が最後になるんじゃなかったっけ？」

　首を傾げて意地悪く突っ込むと、加瀬君もほんの少しムッとしたような顔をした。

「まあ、葛城に来てもらってるのは契約解除のためだけどさ。俺はウェイカーズの担当だし、お前のフォローは俺の仕事なの。三カ月間丸々放置ってわけにもいかないだろ」

　唇を尖とがらせて言った加瀬君に、私もクスクス笑った。

「頼りになるじゃん」

「お前ね……。俺をなんだと思ってるわけ？　あ、そうだ。葛城、今夜暇？」

　加瀬君は不機嫌な表情をすぐに押し隠して、左手首の腕時計に目をやりながら私にそう訊ねてきた。

「恐らく、残業にはならない」

「じゃ、暇ってことだな。俺も早めに切り上げるから、飲みに行こうぜ」

「え～。ほんと、いつも急だね」

「だって俺たち、約束して飲みに行く仲じゃないし」

　シレッと言ってのける加瀬君に、私も思わず苦笑した。

「まあね」と笑いながら目線を爪先に落としたとき、トーンの高い電子音が響いて、下りのエレベーターが到着した。

「大丈夫だと思うけど、一度メールする」

「ん。よろしく」

　スッと音もなく開いたエレベーターに乗り込んでいく加瀬君に、私は一応それらしく深く頭を下げた。

　エレベーターのドアが閉まるまでそうやって見送って、加瀬君の姿が見えなくなるとなんとなく肩を回しながらフロアに戻った。

　腕時計に目を落として、ほんの五分のつもりが十分以上経過してることに気づいて、私は歩を速める。

　いけない、高遠さんの会議っていつ終わるんだっけ。

　スケジュールを思い出しながら執務室に飛び込むと、会議を終えていたのか、デスクの向こうから高遠さんがゆっくり目線を上げた。

「あ、すみません。ノックもせず……。もう戻ってたんですね」

　慌てて小さく頭を下げてから、私は自分のデスクに戻った。

「どこ行ってた？」

　スクリーンセーバーのかかったパソコンのロックを解除していると、短い声がかけられて、指を止めて顔を上げた。

　どこか棘とげのある声のトーンにちょっと驚いて、私は高遠さんの横顔を見つめた。

「あの……派遣会社の担当者が面会に来ていたので……」

　どこか不機嫌な高遠さんの様子に怯ひるみながら、私も声を小さくした。

　もしかして、留守番の時間に抜けたから怒らせた？

　そう感じて立ち上がり、私は高遠さんに頭を下げた。

「すみません。こういうの割と普通にあることなんで、私もつい……。でも、次からは面会もアポイント取ってもらいますね」

　そう言って誠意を表に出すと、高遠さんは目を丸くして、やっとまっすぐ私に視線を向けた。

「いや、別にそこまでしなくていい。今までの秘書にもそんなこと言ったことないし」

「え、でも――」

「ごめん。本当に気にしなくていいから」

　早口で私の声を打ち消して、高遠さんは私からフイッと目を逸らした。そして、頬杖をつきながら真剣な顔をパソコンに向ける。

「わかりました……」

　本当は怒ってるのに、我慢しようとしてるのかな。

　私は首を傾げながら椅子に腰を下ろした。

　高遠さんは気にしなくていいと言ったけど、次回からはせめて会議中に来るのは止めてもらったほうがいいかもしれない。それに、そのほうが加瀬君と高遠さんを会わせる機会を設けることもできるんだし。後で会ったら、加瀬君にはそう言っておこう。

　そんなふうに納得しながらパソコンに向き合ったとき、「あのさ」と高遠さんが再び私に声をかけてきた。

「はい？」と、視線だけもう一度高遠さんに向け直す。

「……今夜の接待……あんたも出席できる？」

「えっ」

　一瞬、目が丸くなった。

　私が着任してから十日ほどの間に、高遠さんはそんなことを私に一度も求めなかったし、私もここにいる三カ月間は定時帰りが当たり前だという気持ちでいたから。

　そして次の瞬間、私の頭の中には、〝接待〟から連想できる光景がきらびやかに繰り広げられた。

　隣にキレイなお姉さんが何人も腰を下ろして、どんどんお酒を勧められて、男たちはみんなヘラヘラしていて……。

　ドラマのワンシーンにありそうな光景が、次々に浮かび上がってくる。

「接待……。仕事ですよね」

　そう呟きながら、私は高遠さんのスケジュールを確認した。

　だいぶ前から入っていたスケジュールで、今日の午後六時から、古くから懇意にしている取引先との接待の予定が入っている。

「そう、仕事。……けど、急だから無理なら別にいい」

「いえ、大丈夫です」

　私はすぐに返事をした。

　仕事なら仕方ない。なにより、これが秘書として初めてのそれらしい仕事だもの。飲みに行く約束は無理になったと後で加瀬君にメールで連絡しておけばいい。

「金曜だし、予定くらいあったんじゃないのか？　……デートとか」

「ないから大丈夫です。ていうか、それ、軽くセクハラ発言ですよ」

　ほんの少し唇を尖らせながら言い返すと、高遠さんはなぜか不機嫌そうにそっぽを向いた。

　一応私のプライベートを気にしてくれたんだな、と思って、私もフフッと笑った。

「余計なお気遣いはいりません。仕事に同行しろと言われれば、行きますから」

「……あんたのプライベートって、その程度？」

　高遠さんがボソッと言う。

　業務命令を下したのは高遠さんのほうなのに、どうしてこんなに煮え切らない態度なのかわからない。その上、聞き捨てならない言葉を耳にして、私は軽く高遠さんを睨んでみせた。




　定時で仕事を終えて、トイレでメイクを直しながら、私は加瀬君に短いメールを入れた。

【ごめん。急な接待に同行することになった】

　デスクで事務仕事をしていたのか、加瀬君からの返事もすぐに戻ってくる。

【酒？　だったら少しは高遠さんの素が見れるかもな！】

　どこまでもスパイだな、と苦笑しながら、私はポーチを小さなトートバッグに戻し、ヒールを鳴らして執務室に戻った。

　高遠さんも約束の時間を意識しているのか、パソコンをシャットダウンしながら、スーツの上着に腕を通していた。

「お待たせしました」

「……ん」

　高遠さんは私の姿を確認すると、パタンとノートパソコンを閉じた。そして、ドア口に立った私の目の前を横切って執務室を出る。

　私もその後に従い、ふたりでビルの車寄せからタクシーに乗った。




　着いたのは、高たか輪なわにある純日本風家屋の一軒家の前だった。

　タクシーが走り去るのを見送って、目の前の家の佇まいに呆然とする。

　とても立派だけど、どう見ても民家だよね。

　軽く戸惑って、私は隣に降り立った高遠さんをそっと見上げた。

　私にチラッと目を向けて、高遠さんはクッと小さく息を吐いて笑った。

「どこだここ!?って思ってるだろ。安心しろ。ここが店だから」

　そう言って、迷う様子もなく玄関に向かっていく高遠さんの背中を、私は慌てて追いかけた。

「隠れ家料亭……っていうのかな。一日に一件しか予約を取らないんだよ。一度来たら、先方が大層気に入ってね」

「そ、そうなんですか。接待って言うから、私つい……」

「ホステスがつく……とか思ってたろ。まあ、そういうのもたまにあるけど、あんたを同行させるつもりはないから、安心しろ」

「い、いえっ！　大丈夫です！　機会があれば、ぜひ連れていってください」

　むしろそういう席に同行したほうが、素の高遠さんを見れるかもしれない。

　ここにきていきなり任務を意識して拳を握ると、高遠さんは私を無視して民家の軒先に立った。

「高遠様、いらっしゃいませ」

　迎え入れてくれたのは、和服姿の品のある四十代くらいの女性。高遠さんのカバンを預かって、接待会場の個室に案内してくれる。

「もう来てる？」

　先に立って歩く女性に高遠さんが聞くと、「はい」と短い返事が返ってくる。

「十分ほど前に。先に食前酒をお持ちしました」

「そっか。サンキュ」

　けっこう馴な染じみの店なのか、高遠さんの素っ気ない言葉にも、女性は穏やかな表情のままだった。

　やがて、畳のいい香りがするお座敷に通される。

「航平！」

　高遠さんが足を踏み入れたとたん、女性が立ち上がり、ファーストネームでいきなり呼びかけると、高遠さんの首筋に思いっきり抱きついた。

「え？」と私は目を丸くして、そこから中に入れずに立ちつくす。

　当の高遠さんは、「Niceナイス toトゥ meetミート youユー, Elliyエリー」と美しすぎる発音の英語を口にして、抱きついた彼女に軽く腕を回した。そして、ほとんど唇スレスレの頬に、チュッと軽いキスを交わし合った。

「……っ！」

　ふたりの姿に、私はただ目を見開いて言葉をのむ。そのとき、あぐらをかいて座っている初老の男性に気づいた。

　先に部屋で待っていたのは、今日の接待相手の外国人夫婦だった。男性――ご主人にとっては、ふたりのこんな挨拶は当たり前なのか、とても穏やかな表情で、高遠さんと奥様を見守っている。

　海外では当たり前の〝挨拶のキス〟だとわかっていても、どっぷり日本人でまったく免疫のない私には受け入れられない。頬とはいえ他人のキスシーンをこんな至近距離で目にしたのは初めてで、その衝撃に私はその場にへたり込みそうになるのを堪えるのがやっとだった。

　そんな私の前で、高遠さんはスッと彼女から身体を離した。続いて、ニコニコと近寄ってきたご主人と握手を交わした。

「■■××、△▼」

　どうやら英語……だというのはわかるけど、私には早口すぎてなにを言ってるのかまったく理解できない。

　それでも高遠さんはスマートにふたりとやり取りをしてから、凍りついている私にチラッと視線を向けた。

　その視線に促されて、私はなんとか一歩前に足を踏み出す。

　高遠さんが早口の英語で彼らに向けた言葉の中に、辛うじて『Secretaryセクレタリー』という言葉を聞き止めて、私は慌てて頭を下げた。

「ま、……マイ・ネーム・イズ・ノゾミ・カツラギ……」

　そんな片言の情けない英語でも、咄嗟に言えただけ私にとっては奇跡だった。




　黒こく檀たんの立派なテーブルを挟んで向かい合った初老のアメリカ人夫婦は、ウェイカーズ証券の大口顧客である外資系メーカーの社長夫妻で、終始和やかに高遠さんと英語で会話をしていた。

　おかげで私には、なにを話しているのかもわからない。

　ここに同席している意味がどこにあるんだろうか。

　どんどん強ばっていく笑顔を保つのすら苦痛になってきたとき……。

「……ん？」

「あ」

　高遠さんの胸ポケットから聞こえる携帯の着信音に、私と高遠さんが同時に反応した。

　高遠さんは一瞬眉間に皺を寄せてから、携帯を手に取って応答した。

「もしもし。……ああ、どうも。いつもお世話になってます。……ええ、少しなら大丈夫ですよ」

　短い会話を応酬させた後、スクッとその場に立ち上がる。そして、向かい側のふたりに軽く頭を下げて、チラッと私に視線を向けて部屋から出ていった。

　それを見送ったとたん、室内は沈黙に包まれる。

　さっきのは、『ちょっと任せた』という意味の目配せだったと思う。だけど、この場の会話がずっと英語だったし、時折気遣うように視線を向けてくれる夫婦に相あい槌づちを返しただけで、これまでどんな会話がなされていたのかすら私にはわからない。高遠さんが席を立ってしまった今、当然この場に漂うのは気まずい沈黙だけで……。

　ほんと、どうして私は今日ここに連れてこられたんだろう。

　そんなことを考えていると、向かい合った席に座っていたエリーさんが小首を傾げて私を見つめているのに気づいた。

「ノゾミさん。ごめんなさいね。英語、わからないですよね。ずっと退屈だったんじゃないかしら？」

「ええ、まったくなにを話してるかわからないし……って、え!?」

　話しかけられてすぐに返事ができることにまず驚いて、私はまじまじとエリーさんを見つめた。

「……あの、日本語、話せるんですか？」

　聞いたこと自体、愚問だったと自分でもわかる。なぜなら、私に向けられたエリーさんの日本語はとても流りゅう暢ちょうで、その場だけの付け焼刃には聞こえなかったから。

「ごめんなさいね。今まで接待の場で航平と会うときに同行する秘書の方は、皆さん英語を理解しているようだったし……。それに、今回は航平から英語で話してくれって言われちゃったものだから」

　エリーさんは申し訳なさそうに言うと、隣に座るご主人――ジムさんと少し困ったように顔を見合わせている。

　彼女の言葉に、私はあ然とした。

　これまでの疎外感は、全部高遠さんの策略だったの!?　それってちょっとひどすぎる。加瀬君との約束を断ってここに来たのに、会話はまったく理解できないし、私は自分の存在する意味すらわからなかったというのに。

「……いいんです。私、本当に無能な秘書で、英語もドイツ語もフランス語もわからないし、高遠さんの足手まといになるだけで……」

　いろんな意味で自分が情けない。

　思わずいじける私に、エリーさんもジムさんも目を丸くしてから、フフッと笑った。

「足手まとい……ではないと思うわ。それに今まで航平と話してたのは、仕事のことじゃなくて……。むしろ完全にプライベートな話だったから、航平はあなたに聞かれたくなかっただけだと思うの」

「え？」

「だって……私たちが話してたのは、航平の結婚……恋愛の話だったから」

　そう言って悪戯いたずらっぽく微笑んだエリーさんが、なんだかとっても幼い少女のように見えた。




　二時間ほどの接待が終わって、ジムさんとエリーさんが乗ったタクシーが料亭の前から走り出すのを見送った後、私も高遠さんと一緒にタクシーに乗った。

　私の家の場所を聞いた後、通り道だからと引っぱられて、同乗する羽目になったのだ。

　まだ電車は十分ある時間だし、私はいいって断ったのに……。

　後部座席にふたりで並んで息を吐くと、高遠さんは運転手さんに行き先を告げた。

「代よ々よ木ぎまで」

「かしこまりました」と呟いて、運転手さんは静かに車を発進させた。

　シートに軽く背中が吸い込まれる感覚を味わった後、私は肩をすくめて高遠さんの横顔をチラ見した。

　隣で涼しい表情を浮かべている高遠さんからなんとなく目が離せない。私は、高遠さんが席を外していた短い時間で、ジムさんとエリーさんが私に日本語で語ってくれた話を思い出していた――。




『――航平は、ああ見えて不器用な男なのよ』

　ジムさんとエリーさんは、取引先としてだけでなく、高遠さんのお父様の友人で、昔から付き合いがあったと知った。

　子供のころの高遠さんをよく知るエリーさんの言葉は、高遠さんの素を感じられる内容だったけれど、それを鵜う呑のみにしていいのか判断に迷った。

『航平はイイ男でしょう？　私たちにも年ごろの娘がいて、娘も航平を気に入ってるから、ぜひウチの婿にって思ってるんだけど……」

　そう言って一度言葉を切ってから、エリーさんはちょっと残念そうに微笑んだ。

『でも航平は、結婚するなら日本人がいいって昔から言ってるし』

『それに、今のところ仕事で精一杯でそれどころじゃないらしいからな』

　エリーさんの言葉に、ジムさんが腕組みをして何度か頷く。

　ふたりの話を聞いて、私は高遠さんが結婚なんて言葉を発したことそのものに驚いた。

　そりゃ男性でも三十二歳っていったら、結婚を考えて当然の年齢かとは思う。だけど……。

『高遠さんは特定の彼女を作ろうとしないって、社内では噂になってます。だから、結婚なんか全然考えてないんだと思ってました』

　そう言った私に、エリーさんが小首を傾げて『そうね』と呟いた。

『私はそういう航平をとても誠実な男だと思うわ』

　特定の彼女を作らずに、秘書にセクハラしてるかもしれないのに!?

　さすがにそれを口にはできず、私は黙ってエリーさんを見つめた。

『そういう噂が立つようなら、航平はちょっと誤解されてるだけよ』

　私に言い含めるように、エリーさんはゆっくり口を開いた。

『航平が大事な人を作らないのはね。仕事が忙しいうちはほったらかしになってしまうし……中途半端にしたくないからなのよ』

　その言葉に質問を重ねようとしたところで高遠さんが戻ってきてしまい、私は話の続きを聞くことはできなかった。それどころか、その場の会話も全部英語に戻ってしまって、私はそれまでと同じように完全に蚊か帳やの外にいた。

　時折ジムさんとエリーさんが向けてくれる優しい視線に辛うじて笑みを返しながら、私はずっと、高遠さんという上司のことを考えていた。

　社内ではセクハラの噂が立つにもかかわらず、女子社員が色めき立つ〝極上の男〟。昔から高遠さんをよく知る人が語る彼は、この短い期間で私が見聞きした高遠さんとはどこか違う。しかも、ふたりの話のほうが実は彼の核心をついているようでもあって……。本当の高遠さんって、いったいどんな人なんだろう？

　私の心の中では、そんな好奇心が膨れ上がっていた――。




「……なんだよ、さっきからジロジロと」

　沈黙の続いた車内に突如、低い声が響いた。

　え？と聞き返す間もなく、高遠さんが私に顔を向ける。

「今日私を同席させた理由はどこにあるんですか!?とでも聞きたいのか」

「それは確かにその通りですけど……」

　まっすぐ向けられた言葉にそう呟くと、高遠さんは軽く肩を揺らして笑った。

「真剣な接待に同行させるレベルじゃないからな。それでも一応、接待の場の雰囲気を教えておきたかった。理由はそれだけだ」

「はあ……。ありがとうございます……」

　意地悪な言葉に、思わず肩をすくめた。

　ずっと英語で会話していたのは、エリーさんが教えてくれたことだけが理由ってわけじゃないだろう。英語も理解できない秘書は不必要だと、私に知らしめる意味もあったに違いない。

　そう納得しながら、私は高遠さんに気づかれないようにそっと溜め息をついた。

　加瀬君に言われた通り、私は秘書の仕事を覚えるためにウェイカーズ証券に潜入したわけじゃない。とはいえ、この状況のまま、あと三カ月弱も仕事をするのは気が重くなる。

　とりあえず付け焼刃でもいいから、少しくらいは英会話の勉強も必要だよね……。明日は休みだし、本屋に行ってテレビ講座のテキストでも買ってこよう。

　そう決意しながら目線を上げると、交通表示に【代々木】という地名が書かれているのが目に映った。

　ほとんどまともな会話もしないまま、けっこう早く着いちゃうな、と思ったとき、あれ？とその疑問が浮かび上がってきた。

「あの……。私、もうすぐ着くんですけど」

「ん……？　ああ、もう代々木近く？」

　シートにもたれて目を閉じていた高遠さんは、私の遠慮がちな声に目を開けて、軽く窓の外を見やった。

「通り道、って。……高遠さん、どこに住んでるんですか？」

「現住所って意味なら、用よう賀が」

「えっ!?」

　一瞬にして地理感覚を起動させて、私は目を丸くした。

　私よりも遠いっ！　それなのに昼も夜もなく仕事をしてるなんて、ほとんど家で過ごす時間もないに等しいはず。

「でも、平日はほとんど社内にいるかホテル住まいだから」

　私の思考を読み取ったように、高遠さんは表情も変えずに呟いた。

　そのひと言に、私はさらに目を丸くする。

「そんな不経済なっ……！　ホテル住まいするくらいなら、もっと会社近くに引っ越したほうが……」

　思わずそう叫んだ私の経済観念は間違ってないと思う。

　なのに、高遠さんはシレッと次の言葉を続けた。

「用賀にあるのは、家族揃そろって日本に住んでいたときの実家。住む家があるのにもったいないし、引っ越すのも手間だしね」

「いやいや……一カ月のホテル代、バカにならないじゃないですか。絶対に引っ越したほうがいいですよ」

　この人とは、完全に経済観念が違う。

　そう思って意味もなく溜め息をついたとき、高遠さんがフッと笑った。腕組みをしたまま私をチラッと見やる。

「俺の懐事情を心配してくれるの？　それなら、平日はあんたの部屋に泊めてもらおうかな」

「えっ……」

「まあ平日とはいっても、週に三日あればいいほうだけど」

　どういう意味で言ってるんだろう。ただの素泊まりなのか、居い候そうろうに近いものなのか。私の部屋はワンルームだし、ベッドは一台しかない。『泊めて』なんて、そんな狭い部屋にふたりでどうやって……。

　高遠さんの言葉を深読みしてドキッとしてしまい、私は返事ができないまま俯いた。

「冗談だよ」

　飄ひょう々ひょうと告げられた言葉をしっかり受け止めて、一瞬にして身体から力が抜け落ちるのを感じた。

　心臓に悪い冗談をそんなに平然と言われても……。

　完全に翻弄されていることを自覚して、膝の上に置いた手をギュッと握りしめる。

「……そういうの、今までの秘書にも言ってたんですか？」

　悔しまぎれに呟いた声は、自分でも聞き取れないくらい小さく掠かすれていた。それはどうやら高遠さんには聞こえなかったみたいだ。

　言った私でさえ、他の秘書と同じじゃ不満だと言っているように聞こえた。それのなにが不満なのか、自分でもわからない。だから、聞こえていなくてよかったとホッとして、私は今度こそ唇をキュッと閉じて黙り込んだ。

　それから十分も経たずに、タクシーは私のマンションの前に滑り込んだ。

「お疲れ様でした」とひと言だけ告げて、私は頭を下げた。

「お疲れ」

　短いひと言が返されて、タクシーのドアが閉まる。

　高遠さんを乗せたタクシーが通りの角を曲がって、そのエンジン音が聞こえなくなるまで、私はそのままの姿勢で見送った。










ミッション―３ 魅了せよ！




　潜入から丸二週間が過ぎたその日。

　会議室にお茶出しを終えて戻ってくると、私の社内メールに国際部の新庄さんからメールが届いていた。

【お疲れ様です！　勤務開始から二週間ですね。調子どうですか？　よかったらウチの山田と三人でランチ行きません？】

　そのメールを見たとたん、なんだか気持ちがほわっとした。

　ああ～、〝女子〟って感じのノリ！

　よく考えたら、このオフィスに来てまともに女性社員と関わってない。いや、それ以前に、高遠さんと人事部長くらいしか会話もしていない。

　お昼も、毎日外食はお財布に厳しいから、お弁当を作ったりコンビニで買ったりして、十階にあるオフィス勤務者の共有ラウンジでいつもひとり。ここ数日はそこに行くのもちょっと面倒くさくて、高遠さんが不在のときは自分のデスクで食べたりしてるし……。

　ここで働くのは任務のためだとしても、女の子のノリを完全に忘れかけている。これじゃあいけない！

　私は気持ちを奮い立たせ、勢いづいて新庄さんのメールに返信した。

【ぜひ！　丸の内ランチ、ご一緒させてください！】




　地上一階の総合エントランスで待ち合わせた後、ふたりは一番のお薦めだというお店に連れてきてくれた。

　有機野菜をふんだんに使ったボリューミーなサラダがウリだというアメリカンダイニング。

　もちろんサラダだけじゃなくサンドウィッチやパスタの日替わりメニューもあって、ランチセットに付くパンバスケットで選べるパンは、すべてお店の窯で焼き上げているものだった。

　サラダで足りるかな……と思いはしたけど、向かい合って座ったふたりが当然のようにサラダランチを注文したから、私もそれに倣ならってみた。

　そして数分後……。

　そんな心配を吹き飛ばすかの如く、私たち三人の前に出されたのは山のように盛られたカラフルなサラダの大皿だった。

　レタスに水菜、紫玉ねぎにパプリカがふんだんに使われていて、ドレッシングはハニーマスタード。スモークチキンやピーナッツなどお腹に溜まりそうな具材もたっぷりで、むしろ食べ切れるかどうか不安になった。

「おいしいでしょ？　もう少し安ければ、毎日来てもいいんだけどなあ」

　くるみパンにマーガリンを付けて口に運びながらニコニコするのは、肩下レングスの髪をふんわり巻いた、柔らかい雰囲気の山田さん。

　そんな彼女の幸せそうな言葉に、私も大きく頷いた。

　本日のランチ、しめて千五百円也なり。さすがに毎日来たら破産する。

「でも、葛城さんはさあ……。高遠さんとランチをするときは、もちろん奢おごってもらえるでしょ？」

　ニヤニヤしながら探りを入れてくる新庄さんは、ストレートのショートボブで、いかにもできる女性という感じ。

　彼女の視線に、私は苦笑しながら首を振った。

「一緒にランチなんか来たことないし……」

　ライ麦パンを小さくちぎって口に放り込みながら言うと、ふたりは素で目を丸くした。

「え……。二週間経つのに？」

「ああ、高遠さんなら、むしろ夜か！　お日様の下の健全なランチじゃなくて、濃密な色香の漂うホテルディナー!!」

「やだやだ、その言い方ヤラしいし～っ」

　私の言葉尻を取って、勝手に妄想して勝手に盛り上がっていく一流外資系企業の女性社員ふたり。いったいどこまで妄想を膨らませたのか、ふたりはほとんど同時に「きゃあああ～」と声を上げてから、呆れ返っている私をジトッと見つめた。

「って……そろそろちょっとは話題にできそうな既成事実とかあったんじゃないの？」

　テーブル近くを通りかかった店員を意識して声を小さくしながら、新庄さんは軽く身を屈ませた。

『ヒソヒソ話だから、ぶっちゃけちゃってよ！』と言わんばかりの姿勢に、私は肩をすくめてみせる。

「私、ほぼ連日、定時出勤・定時退社してました」

「えええっ。なんでそんなもったいないことを……。でも確かに葛城さん、全然雰囲気変わらないよね……」

　ふたりが無遠慮に向けてくる視線に、ほんのちょっとムッとした。

　派遣初日のふたりの話から推測すれば、それは私がいつまで経っても『垢抜けない』と言われているようなもの。

「私、別に最初っから地味すぎるってわけでもないと思うんだけど……」

　意味もなく腕を伸ばして、自分の姿を顧みる。

　肩下まで伸びたこげ茶色に染めた髪は、猫っ毛のおかげでいつもなんとなくフワッとしている。基本ナチュラルメイクだけど、丸の内だし秘書だし、普段よりしっかりめのメイクを心がけている。その効果もあって、目がぱっちり大きく見えるかな、と自分では思っていた。

　最初の一週間こそリクルートスーツばりのおもしろ味のない服装をしていたけど、ここのところ春を意識して、パステルカラーのカーディガンを羽織ったり、柔らかい素材のプリーツスカートにしたり……。〝秘書〟から外れない程度のオフィスカジュアルを楽しんでいるつもりだった。

　それなのに、ふたりに言わせたら、まだ地味ってこと？

　なんだか少しショックで、溜め息をつきながらサラダにフォークを運んだ。

「いや、一度でも食われちゃえば、普通ちょっとは期待しない？　そりゃ、高遠さんの目を惹ひきつけるために、服装だって気合いが入るってものでしょ。もっとこう……露出を増やすとか。今までの秘書さんはそうだったし」

　アイスコーヒーのストローをグルグル回しながら、山田さんは目をキラキラさせている。

　さすがにもう反論はない。露出はもちろん色気も皆無の清楚なコーディネートでは、極上のエグゼクティブは簡単にはなびかないと思う。

　私も自分の社内に超イケメンでゴージャスな男がいたら、こうやって勝手な妄想で噂して楽しむんだろうか。いや、楽しむというよりも、これは半分夢を見てる感覚に近いのかも。

　そう思いながら、私はフォークに刺したチキンを口に運んでから、思いきって「あの……」と切り出してみた。

「なに!?　実はやっぱり胸キュンすることくらいあった？」

　とたんに目を輝かせて食いついてくる新庄さんに「いや、ないか」と呟きながら、この二週間のことを振り返ってみる。その瞬間……。

『いい大人が、こんなことで泣くなよ』

　頭の中でそんな言葉が蘇って、不覚にもドキッとした。

　それなりに落ち込んでたし、自分の無能さが情けなくて、なんで私がこんな目に……という気持ちでいっぱいいっぱいだったとき。私は確かに高遠さんの言葉に励まされた。

　あの言葉のおかげで、歴代稀まれに見る不出来な秘書だとわかっていても、私は私のできることをがんばればいいんだと気持ちを入れ替えることができた。そして……。

「……そういえば、頭、撫でられた」

「は？」

「ポンポンって」

　言いながらあのときのことを思い出して、カアッと頬が熱くなるのを抑えられなかった。

　巷で騒がれる胸キュン仕草は割と本当に胸キュンなんだなと、今さらながら自覚する。だって今まで私、そんなこと男の人にされたことがないんだもの。

　すると向かい側のふたりは何度か目を瞬かせた後、「はあああっ」と大きな溜め息をついて椅子に大きく寄りかかった。

「なにそれ。高校生じゃあるまいし」

「そうそう。あの高遠さん相手なんだから、壁ドンくらいされてきなって」

「えっ、ちょっと……」

　一気につまらなそうな顔をするふたりに憤慨して、私のほうが軽く身を乗り出した。

「そこまで言うなら！　ふたりは壁ドンされたことあるの？　それこそ、思わずキュウーンとしちゃうような」

　あんなことを実生活でされたことがある人を、私は知らない。いつだったかおもしろがって加瀬君に聞いてみたら、『どういうシチュエーションでやれって言うんだよ』と眉間に皺を寄せられた。

　そして、ふたりの返事は案の定……。

「電車の中で、知らないハゲ頭のオジサンに」

「車掌さんの『ポイント通過のため電車が揺れます』ってアナウンスを聞いた後は要注意」

「胸キュンどころか、頭にまで鳥肌がたつよね」

　そうそう、それが一般的なＯＬライフってもの！

　うんうんと頷いた私に、ふたりは一瞬顔を見合わせてから肩を落とした。

「はああ。ほんと、潤いないなあ……」

「でも、誰でも経験ありそうな出来事しかないって意味なら、日々穏やかで平和なんだけどねえ……」

「まあ、確かに。なにもないのこそ普通の日常だよね」

　口々にそう言って自分の現状に納得しようとするふたりを見ながら、私はなんとなく首を傾げた。

　ふたりの言う〝普通の日常〟は、私にとってもリアルなものだ。だけど、妄想だけで盛り上がれる極上の男は、ふたりと同じ社内・同じフロアに勤務しているのに。手の届かない存在……というのはわかるけれど、ふたりが高遠さんに抱くイメージは、私の感覚とはやっぱりずれている気がする。

「ていうか……。新庄さんも山田さんも、高遠さんをどういう人だと思ってるんですか？」

　私の質問に、ふたりは顔を見合わせて小首を傾げた。

「なんか話を聞いてると、巷で流行りの〝どＳで野獣なイケメンエリート〟って印象なんじゃないか、と……」

　そう続ける私に返ってきたのは……。

「そうじゃないの？」

　そんな疑問形の言葉だった。




　一時間きっかりで執務室に戻ると、高遠さんは自分のデスクでパソコンに向かって仕事をしていた。

　私がランチに出たときとほとんど変わらないその姿。デスクに積まれた書類や書籍が少し増えていたから、きっとこの一時間も仕事をしていたんだろう。

　腕に提げていたトートバッグを自分のデスクに置いてから、「高遠さん」と呼びかける。

　高遠さんは、「ん」と短い声を出してチラッと私に目を向けた。

「なに？　葛城さん」

「『なに？』じゃないですよ。ちゃんとお昼食べましたか？」

「え？」

　私の言葉を聞いて、高遠さんは初めて気づいたというように左手首のロレックスに目を落とした。

「あ」と口を開けて呟く声を聞かなくても、その仕草だけで十分わかる。

『お昼に行ってきますね』って、ランチに出かける前に言ったのに。

　生返事だったから、もしかして……と気になってはいたけど、予想通りの結果に溜め息が出そうになる。

　そして、あまりに予想通りだったおかげで、トートバッグの中の紙袋も無駄にならずに済む。

「はい、どうぞ。これ、食べてください」

　ガサッと音を立てて、高遠さんのデスクに紙袋を置いた。

「ん？」と首を傾げて、高遠さんはチラッと私を見上げる。

「あと十五分で外出の予定が入ってるんですよ。だから、ちゃんとランチに出る前に声かけたのに」

　やっぱり右から左だったか、と私は腕組みをした。

　高遠さんは呆れる私に何度か目を瞬かせてから、軽く俯いてフッと笑った。

「キリがいいとこまでって思ってたら、いつの間にか時間が過ぎてた。サンキュ」

　そんなことだろうと思って、さっきのお店でサンドウィッチをテイクアウトしてきて正解だった。

　ガサガサと紙袋を開けて、高遠さんはキレイにラッピングされたサンドウィッチを中から取り出した。

「あ、うまそう」

　素直なひと言と共に、パクッとかじりつく横顔を見やってから、私は部屋の隅に置いてあるポットに向かって歩いていった。

　インスタントコーヒーをふたり分淹れてから、高遠さんのデスクの横に戻る。そして、右手のカップを高遠さんの前に差し出した。

「なに。気が利くね」

「お褒めに預かりまして。……私が飲みたかったので、ついでですけど」

「そ。あ、これ、いくらだった？」

「いいです。勝手な真似をしたのは私のほうなので」

　それだけ言って、私も自分のカップを持ってデスクに戻った。

「そ？　じゃ、遠慮なく。ごちそう様」

　私は椅子に腰を下ろして、カップに息を吹きかけてからひと口すする。それからサンドウィッチを頬ばる高遠さんを見つめた。

　奢ってもらうどころか、奢っているのは私のほうだと、妄想に盛り上がっていた国際部のふたりに言いたい。だけど、こうでもしないとこの人は本当に一日中食事をするのも忘れて仕事をすることを、私はこの二週間でいやってほど知ってしまった。

　ただでさえ忙しくて、普通の人の何倍も働いているのに、放っておいたらいつかどこかで倒れてしまう。

　それが気になって、ランチに行く前に必ず声をかけるようにしていたのに、この人はいつも仕事に没頭して執務室から出ることすら忘れてしまうんだ。

　秘書は必要ないとあれだけ堂々と言い切った人に対して、私は幼稚園の先生にでもなった気分でいた。

『はい、お昼の時間です。みんなで手を合わせて、いただきます！』

『食べたら歯を磨きましょう。家に帰ったら手洗いうがいをしましょう』

『そろそろお夕飯の時間ですよ。食べ終わったら、お風呂に入りましょう』

『あら、もうこんな時間。そろそろベッドに入る時間ですよ』

　そう。まさにこんなふうに徹底的に時間管理をしないと、この人はまともな生活をしようとしないだろうと勘づいてしまった。

　仕事をしている高遠さんは誰がなんといっても完璧で、その姿だけを見ていたら、こんな――手のかかる彼は想像もできない。

　よく考えたら、私も国際部のふたりから聞いた噂話だけで、かなりの先入観を持っていた。もちろん、このパーフェクトな外見と仕事ぶりを見ている限り、そんな勝手な印象を抱いてしまうのも当然だと思う。だけど……。

　この二週間、私がそばで見てきた高遠さんは、あのふたりが思い描いて騒ぐような〝女慣れした野獣〟とはちょっと違う。

　彼の一番近くで毎日仕事をする私が、今、高遠さんに抱く印象は……。

　噂や第一印象とは正反対の、いっそ微笑ましいくらいギャップに満ちた姿だった。

　もちろん私だって、高遠さんの無頓着ぶりには少し呆れている。それでも、こんな素顔を持つ、完璧すぎない彼に人間味を感じれば、親近感も湧くってものだ。

　そして、こんな高遠さんを知ってしまったから、社内でまことしやかに囁ささやかれる高遠さんのセクハラの噂を、私はどうしても真実だと思えなくなっていた。




　ランチでちょっと奮発したから、明日はお弁当にしよう。

　今日も定時で退社して、スーパーで買い物しながら、そう考えた。

　普段の私は営業という職種柄、急な外出で外食になることもあったし、そうでなくてもウチのオフィスには会社が半額を負担してくれるありがたい社食があるから、お弁当を作っていくことはほとんどなかった。

　だけど今は突然外出するような事態も考えられないし、前夜のうちに仕込んでおく時間も十分ある。それに、夕飯の残りをメインにして後は簡単に作れる何品かを添えるだけで、立派なお弁当になる。

　今夜の夕食は、冷めてもおいしい青椒肉絲ちんじゃおろーす。明日のお弁当もそれをメインにすれば、他になにを入れても彩りは悪くならない。

　そう決めて、ひとり分の夕飯にするには多めに作りながら、ふと考えたのは高遠さんのことだ。

　お弁当を持っていったら、高遠さんに差し入れできなくなるな。いや、そもそも今日差し入れたばかりだし、いつも高遠さんの食事の心配をする必要はないよね。それが私の仕事じゃないんだから。

　そうは思っても、びっしりと埋まった高遠さんのスケジュールが頭の中に浮かび上がってくる。

　今夜もイギリスとのテレビ会議が深夜にあるんだよな……。

　ホテルで一泊するのがもったいないくらい仕事が詰まっている平日は、ずっとオフィスビルで過ごしていると聞いた。

　なんせあのビル、共同ラウンジのある十階に勤務者のためのフィットネスジムまであるゴージャスさ。高遠さんはほとんど常連で、仕事の合間の暇潰しにジム通いをして、そこでシャワーを浴びている。そして執務室のソファで仮眠できるから、〝家〟に帰らなくても、それほど困らないらしい。

　そう考えれば、確かに手間暇かけて会社近くに引っ越すまでもない。むしろ、高遠さんには住すみ処かなんて必要ないんじゃないかとすら思えてしまう。

　……と、それはまあいいとしても、あの人はそうやって、多分夕食を食べることも忘れるんだろう。当然、朝も。そしてきっと、昼も食べることを忘れるわけで……。

　そんな思考に引き込まれて、私は自分の手元を見つめた。

　おいしそうないい匂いを漂わせている青椒肉絲。ちょっと多めに作っちゃったから、私のお弁当プラスひとり分のメインには十分すぎる量だ。

　……せっかくだから、高遠さんの分のお弁当も作っていこうかな。

　ジュワジュワと音を立てるフライパンの中身を見つめながらそう考えた自分を、次の瞬間、待て、と制御した。

　いやいやいや……！　お母さんでも妻でも彼女でもないのに、それはちょっとやりすぎでしょう！　いくらなんでも手作りのお弁当を差し入れるなんて、出しゃばりすぎだ。

　高遠さんが今日私の差し入れを快く受け取ってくれたのだって、お金で対価を支払えるものだったから。手作りのお弁当なんてどう考えても意味深だし、私でも重いと思う。私はただの秘書なんだから、そこに〝心〟を感じさせたら、きっと受け取ってもらえない。

　そう自分をなだめて、私はコンロの火を止めた。

　でも……。

　これから自分の夕食にする分を皿に取り分けて、フライパンに残った量をただジッと見つめる。

『多く作りすぎちゃったから。捨てるのももったいないし』

　そう言いながら渡せば、高遠さんは拒まないかな、と思った。
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　翌朝。

　夜のテンションは、朝になるとなぜか一気に下がる。冷静に考えれば、自分のしようとしていることがとても恥ずかしいことなんじゃないかと思えてくる。

　だけど結局、私はふたり分のお弁当を持って出社した。

　とりあえず持ってきたはいいものの、実際は本当に渡すかどうか迷っていて、私は今朝からずっと高遠さんの様子を窺っていた。

　予定の変更はないから、ランチの時間に合わせたアポイントは入ってない。それでも私が把握しきれていないプライベートの予定がないとは限らないわけで……。

　そうなった場合、満員電車の中で死守したお弁当は無駄になるな、と思いながら、私の心は半分やけっぱちで固まっていく。

　せっかく持ってきたんだから。言い出せずに捨てるよりは、迷惑がられて捨てたほうがいくらか教訓になるというもの。

　やがていつもお昼に出かける時間を迎えて、私は軽く自分のデスクの上を整えた。そうして立ち上がって、仕事の手を止めようとしない高遠さんをチラッと見やる。

　その姿に背を押されるように、私は大きく息を吸って高遠さんに声をかけた。

「あの。高遠さん」

　自分でもわかってしまうくらい、緊張で声が上擦っている。

　高遠さんはまったく気づく様子もなく、「ん？」と書類に目を通したまま短い声を返してきた。

「私、お昼休憩行ってきますけど……」

「ああ、行ってらっしゃい」

「高遠さんは、どうするつもりですか？」

　私が投げかけた言葉に、「え？」と聞き返しながらようやく高遠さんは顔を上げた。

　不思議そうにまっすぐ向けられる瞳に、鼓動が騒ぎ出す。いつも高遠さんに〝お昼〟を意識づけることはしていたけど、そこまで踏み込んで確認したことはなかった。

　高遠さんは返事を待っている私になにか合点したように、書類をデスクに投げ出してからチラッと腕時計に目をやった。

「ああ、そっか……。いいよ、近場なら。俺は三十分で出るけど」

「えっ……!?　あの、ちょっと待ってください」

　特に表情を変えずに立ち上がる高遠さんを、私は慌てて止めた。

「ん？　なに？　昨日のお礼に奢ってほしいって言ってるんじゃないのか？」

　予想外のセリフを予想以上に素の顔で言われ、私は一瞬あ然とする。その後……。

「違います!!」

　全力疾走した後みたいに息を切らして、叫ぶように言った。

　今度は高遠さんのほうが驚いて目を丸くしている。

「昨日のは、いいって言ったじゃないですか。お礼をしてほしいなんて思ってません」

「なんだ。そうなの？」

　本気でキョトンとしている高遠さんに、なんだか身体の力が一気に抜けるような気がした。

　というか、今までのスタッフはこうやって高遠さんをランチに連れ出したりしたんだろうか。

　なんだかとてもいたたまれない気分になる。これじゃあお弁当なんて、押しつけがましい気がして差し出せない。

「それなら、俺のことは気にせず行ってきていいよ、休憩」

　高遠さんはそう呟きながら再び椅子に座り、放り投げた書類を手に取る。

　やっぱりこの人は、私が戻ってくるまでここで仕事をするに決まってる。こうなったら、もうヤケだ。

　私はデスクの上に置いた紙袋を、高遠さんのデスクにデンと置いた。

　書類を眺める視界を阻まれて、高遠さんが一瞬固まった。

「よかったら、どうぞ。いらなかったら捨ててください」

「え？」

　一気に言い切った私を、高遠さんが見上げる。

　その視線に晒さらされているのがどうにも落ち着かなくて、私はクルッと高遠さんに背を向けた。

「お、お昼行ってきます！」

「あ、おい、葛城さん！」

　背後でガタッと音がして、高遠さんが立ち上がったのがわかる。

　私はあまりの恥ずかしさに振り返ることもできず、自分の分のお弁当を抱えて執務室から飛び出していた。




　昼時の共有ラウンジは、いつも混み合っていて賑にぎやかだ。この時間帯は相席が暗黙の了解になっていて、ひとりならそれほど苦労せずに窓際のソファ席で一時間を過ごせる。

　四人掛けのソファに、知らない人と三人で腰かけて、私はモソモソとお弁当を食べた。

　結果的に高遠さんにお弁当を押しつけて逃げてきてしまった……。しかも、お弁当箱がなかったから、高遠さんに渡したのはご飯とおかずを詰めただけの色気のないタッパーだ。

　自己嫌悪に陥って、お弁当を味わう余裕もない。

　いっそ、そのまま捨ててしまってくれていい。いや、是が非でもそうしてほしい。

　さっきの会話で、昨日の私の行動に高遠さんが〝ギブ＆テイク〟を考えたのはわかった。つまり私は彼に対してギブにギブを重ねてしまったわけで、親切の押し売りにしかならないことをしてしまった。

　しでかしたことをなかったことにしたい……と後悔しても遅い。それなら、私が高遠さんに取るべき態度は平静そのもので、本当になんの意図もないんだと伝えなければならない。

　こういうことを考えているときの一時間は怖いくらいあっという間で、私はいつもの十倍の速さで時を刻んだような腕時計を眺めて、溜め息をつくと立ち上がった。




　ちっとも休憩した気分にならなかったと思いながら、重い足を引きずるように三十階のオフィスに戻る。

　高遠さんの執務室の前で一度立ち止まると、大きく深呼吸をして、無駄に騒ぐ心臓をなだめようとした。

　平静、平静。なにもなかったように素知らぬ顔で平然と仕事していれば、終業時間はすぐに訪れてくれる。

　二度軽くノックしてからドアを開けた。「戻りました」と呟く声が、どこか掠れているのを自分でも感じた。

　なんとか一歩を踏み出したところで、室内を大きく見渡してしまった。

　いつもと変わらず、仕事をしている高遠さんの姿がすぐに目に飛び込んでくるかと思ったのに、そこに高遠さんの姿はない。執務室は無人だった。

　一瞬、なんだ、と気が抜けながら自分のデスクに戻ると、再び緊張で鼓動が速まるのを感じた。

　結局、高遠さんと顔を合わせる時間が先送りになっただけで、この緊張が無駄に長引いただけのこと。

　ハァと大きく肩で息をしながら、パソコンを起動させた。

　この後の高遠さんの予定を確認しようとマウスを動かしたとき、不意にガチャッと音がして、執務室のドアが開く。

　反射的に顔を上げたせいで、一瞬気持ちが無防備になった。ドア口に立った高遠さんの姿に、「お帰りなさい」と笑顔を向けかけて……。

「っ……！」

　高遠さんの手に私が押しつけた紙袋があるのを見つけて、一気に顔が強ばった。慌てて顔を背ける。

「あ、お帰り」

　高遠さんは短くそう言って静かにドアを閉めた。そして、硬直したまま俯く私に静かな足音を立てて近づいてくる。

　距離が狭まるのを感じて、一気に鼓動が騒ぎ始める。

　うわ、どうしよう！　なんて言ってこの場を取り繕えばいいんだろう。

「あっ、あのっ……」

「これ、サンキュ」

　無理やり話題を向けようとした私のすぐ横で立ち止まって、高遠さんはいつもと変わらない口調でそう言った。

　その声に思わず息をのむと、高遠さんはわずかに首を傾げて、手にした紙袋を私のデスクに置いた。

　私は目の前に置かれた紙袋を手に取った。渡したときより明らかに軽い。

　中からタッパーのひとつを出すと、すっかり空っぽになった上に、ちゃんとキレイに洗ってあった。

「た、高遠さん……」

　驚きで目を丸くして顔を上げると、高遠さんは私に背を向けて自分のデスクに戻っていった。

　思い返せば、先ほど向けられたのは感謝を表す言葉だけで、感想はひと言もなかった。想像通り捨てられたのか、それとも食べてくれたのかもわからない。

　とたんに、やっぱり押しつけがましかったかな、と改めて自分の行動を後悔する。

　しかも、社会人にもなって手作りのお弁当なんて……。

　なにをどう考えてもすごく意味深な気がして、変な下心があると警戒されても仕方ない。

「あのっ！　なんか、すみませんでした！」

　背を向けたままの高遠さんに、私は深々と頭を下げた。

「え？」と短い言葉が返ってきても、私はそのままの姿勢で猛然と言い放った。

「昨日の差し入れ、喜んでくれたから！　ちょっと作りすぎたし、せっかくだしって思っただけで！　本当にそれだけなんで、むしろその……残飯処理に付き合わせちゃって、すみませんでした！」

　言うだけ言って、自分としては気が済んだ。さあ、もうこのことは忘れて仕事を始めよう。

　そう決めて大きく息を吸って、私は椅子を引いて座ろうとした。

「そっか。……でも、サンキュ」

　それでも高遠さんの言葉は変わらず感謝のみで、私は座りかけの微妙な体勢のまま高遠さんに目を向けた。

「昨日と今日のお礼は日を改めてするから、なにがいいか考えておいて」

「いえ、だからお礼なんて……！」

「俺がしたいんだよ。嬉しかったから」

「え……？」

　あくまでも冷静に紡がれる言葉に、さすがに返す言葉を失った。

　ぼんやりと目を向けると、高遠さんは窓際に立って、そこから見える都心のトラフィックジャムを眺めている。

「手作りのお弁当って、初めてだったんだ」

「は……？」

「大げさじゃなくてね。俺は小・中・高って海外だったし。なんて言うの？　純粋に日本式の手作り弁当って、食べた記憶がないっていうか」

　記憶を思い起こすかのように呟いてから、高遠さんは目線を足元に移してフッと笑った。

「あんた、けっこう料理うまいんだな。意外すぎて、ちょっと感動した」

　そんな言葉も表情も想定外だったから、ドクンと鼓動が打ち鳴ってしまうのを抑えられなかった。そのまま加速し続ける鼓動を抑えるように、私は無意識に胸に手を当てる。

　なにも言えない私に焦れたように、高遠さんはゆっくり自分の椅子を引いて腰を下ろした。そして、頬杖をついて私から顔を背けながら、ボソッとひと言呟いた。

「葛城さんのほうは残飯処理の意味しかなくても、俺はちょっと感激したから。……だから、気が向いたらまた持ってきてくれると嬉しい」

「っ……」

『それならまた作ってきますね！』と明るく笑えたら、この胸のドキドキを意識しなくて済んだのに。私から表情を隠した高遠さんの耳がほんのり赤く染まっているのを、私は見つけてしまった。

　もしかして……。素直に『嬉しい』と言ったことを照れてる……とか？

　初めて見る表情に、言いようもなく胸が高鳴る。

　お弁当を持ってきたことに深い意味なんかない。なのに、『嬉しい』と言われてドキドキするなんて、どうしていいかわからない。

　私は意味もなく背筋を伸ばして、高遠さんから目を逸らしながら高飛車に言い放った。

「わ、わかりました。こうでもしないと高遠さん、まともに食事することも忘れちゃう人だし。残り物でよければ、また持ってきます」

　ああ、かわいくない！

「サンキュ。助かるよ」

　高遠さんのほうがよっぽど素直だ。

　チラッと盗み見ると、高遠さんはどこか照れくさそうな表情で軽く前髪を掻き上げている。

　少しばかり色気を感じる仕草に、私の胸はさらにドクンと音を立てる。

　そんな顔しないでよ。『ただ食欲に負けただけだ』って言われたほうが、よっぽど割り切れるのに。

　それきり私も高遠さんも黙って自分のデスクにつくと、パソコンに向かって仕事を始めた。

　一心不乱に仕事をしているように見せかけながら私はずっと、すっかり平静を取り戻した高遠さんの横顔を窺っていた。

　明日のお弁当はなににしようか。

　頭の中では、そんなことばかり考えていた。
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　その週末の夜、加瀬君から電話が来た。

　誰からの着信かを画面で確認してちょっと憂鬱な気分になりながら、私は義務で電話に出る。

「もしもし」と短く応答するとすぐに《今週、報告もらってないよ》と刺々しい声で言われた。

　一瞬ムッとしながらも、私は携帯を持ち直して溜め息をついた。

「だって、特にこれといって報告することもなかったし」

《それなら【新情報なし】ってメールで報告してくれればいい。一週間に一度俺に連絡するっていうのは、葛城の任務なんだけど？》

「わかってるよ」

　クドクドとお説教してくる加瀬君に、言いようもなく苛立って、私はもうひとつ溜め息をついた。それでも、自分に課せられた任務はわかっているから、気が進まないながらも静かに唇を開いた。

「ねえ、加瀬君。私がこの任務を遂行したとして、さ……。もしもなにもわからなかったら、どうするの？」

　私が派遣秘書としてウェイカーズ証券に潜入したのは、スタッフが続かない原因が高遠さんにあることが前提だった。

　それがなにかを探るのが、私の期間限定の任務。だけど、もしも高遠さんに非がないってわかってしまったら……？　そんな疑問が、ほとんど無意識で口を突いた。

《なにもないって、決定的な証拠でも掴んだ？》

　冷静に返される質問に、「そうじゃないけど」と呟いて、私は口籠った。

《葛城。言っとくけど、どっちに原因があるかは、この際関係ない。スタッフが長期就労できない理由がわかれば、俺はそれでいいと思ってる》

「……うん」

《だって理由がわからなきゃ、こっちも対処しようがないから。ウェイカーズとの契約解除は、明らかにウェイカーズ側に原因があった場合に考える手段で……。だから、葛城には見知った事実をありのままに報告してほしい。どっちに分が悪いことでも》

　さすがに担当者だ。私ひとりを敵陣に潜入させて、のうのうと平和な日々を過ごしているわけでもないらしい。

　それが感じ取れたから、私は大きく息を吸った。

「もしかしたら、今までのスタッフ……。高遠さんにたかってたのかもしれない」

《はあ？》

「なにかの見返りに、『ランチ奢って』とか」

《なに、それ。逆パワハラ……？　それじゃ、こっちが紹介したスタッフに非があったってことじゃん》

　私の返事を聞いて、頭を抱えている加瀬君の姿が、目に見えるようだった。

《もしそれが事実だとしたら、ウェイカーズのほうから契約更新しない理由は説明できる。でも、それならどうしてウチに苦情を申し入れてこないんだろ？》

「……そんなの、わかんない」

《葛城、少しはなにか思い当たることがあるんじゃないの？　逆に聞くけど、スタッフが高遠さんにたかってた理由はなんだと思ってる？》

　理路整然とした加瀬君の問いかけに、私は一瞬だけ躊ちゅう躇ちょしてから「……下心？」と微妙に疑問形で答えを返した。

《は？》

「えっと、本当は奢ってもらいたいわけじゃなくて、高遠さんに近づきたくて？ってこと」

　つまり……色恋沙汰……？

　自分でも迷いながら答えると、加瀬君は一瞬黙った後、盛大な溜め息をついた。

《はあああ……。なんだよ、それ》

「ごめん。私のただの妄想だから。ちゃんと確認する。それから報告するから」

　自分で言っておきながら、嫌なこと言っちゃったな、と私は肩をすくめた。

《でも葛城の勘が正しいとしたら、それは高遠さんにしかわからないことだろ。どうやって確認するつもりなんだよ》

　意外に鋭い質問を放つ加瀬君に、私は一瞬言葉に詰まった。

　もしかしたら聞き出せるかもしれない。そんな勝算もあったし、仕事を怠けていると思われるのが癪しゃくでつい報告してしまった。理由をちゃんと説明しないと、加瀬君は私への疑心を深めるだけなのに。

「……ここ数日、高遠さんとランチを一緒にしてるの」

　ごまかしきれないと思って言った言葉に、電話の向こうで加瀬君が一瞬絶句した。

《は？》

「今までは業務中しか関わりなかったけど、休憩のときも一緒だから。……なんていうか、少しは砕けた会話もできるようになってきたと思う」

《ちょっと待て。今までのスタッフがたかってたからって、お前まで同じことしてたら、相当問題なんだけど!?》

　予想通り、憤慨した声が耳に届いて、私は大きく息を吸った。

「たかってない。その……お弁当を作って、差し入れてるだけ」

《……え？》

「一度やったら喜んでくれて、二度目はせっかくだから一緒に食べようって。それだけだから」

　断じて私は高遠さんに一円たりとも払わせていない。それだけは胸を張って言い切れる。

《……お前、料理できるの？》

「失礼な。今までは機会がなかったからやらなかっただけだよ。……ああ～、もう、とにかく！　そういう経緯もあって、少しは高遠さんの懐に入り込めたよ。高遠さんを油断させたほうが、内部事情にも触れやすいでしょ」

　言い訳するように加瀬君にまくし立てて、心がチクチクと痛んだ。

　本当は、そんなことを考えて起こした行動じゃなかった。それでもなんとなく、加瀬君には私が仕組んだ策略だと思わせておいたほうがいいような気がした。

　そうじゃなきゃ、この間と同じように、ちゃんと自分の任務をわかっているのかって口を酸っぱくして言い募るに決まっている。

《……なるほどね。男を懐柔するにはまずは胃袋からってこと？》

「まあ、そんなとこ」

　加瀬君らしくない単語のオンパレードに少しだけ引き気味になりながら、見えないとわかっているのに私は大きく頷いた。

《……わかった。それなら実際に動くのは葛城だし、手段は任せる。だけど……》

　溜め息交じりに言葉を切った後、加瀬君は声のトーンを一段階落とした。

《先週言ってたセクハラ疑惑はどうなったの》

　即座に返事ができない。

　部外者の加瀬君から見たら、私の報告は、あれもこれも、と考えられる可能性を闇雲に羅列してるだけにすぎない。聞きたいのは真偽も定かではない可能性じゃなくて、答えに繋がる揺るぎない証拠ひとつだってことはわかる。

　だけど、実際に渦中にいる私にだって、高遠さんのセクハラ疑惑が本当なのか、判断できないんだから。

「……それも、合わせて調査中」

　実際のところ、お昼の時間を一緒に過ごすようになったほんの数日で、私に対する高遠さんの警戒が和らいできたのを感じる。そして、私が作ったお弁当をおいしそうに頬ばる高遠さんを見ていると、セクハラなんて噂が流れること自体に疑問を感じる。

　でもなにも知らない加瀬君に、私が感じたことを話したって、きっと理解されない。

　黙り込んだ私に付き合うように少しの間沈黙して、加瀬君のほうが焦れたように次の言葉を発した。

《……まあ、それなら続けて。うまく魅了して取り入って、鉄壁の仮面を瓦解してくれれば、俺はそれでいい》

「嫌な言い方。私の行動のすべてが高遠さんを騙すためのものみたい」

　言い返しながらも、違いない、と自分でも思った。

　そんなつもりで近づこうだなんて思わなかった。一緒にランチをするようになったのも、後付けのメリットがあっただけで、なにかを期待したわけじゃない。

　それでも、私がウェイカーズ証券にいる意味はそれしかないから……。

「大丈夫だよ。加瀬君に言われなくても、任務はちゃんとわきまえてるから」

　言った瞬間、高遠さんの柔らかい笑顔が胸をよぎって、心の奥がチクチクと痛む。

　自分の立場を改めて自覚したとたん、楽しく作っていたお弁当と、高遠さんと過ごすランチの時間が、一気にどす黒く汚れていくような気がした。










ミッション―４ 自覚せよ！




　アメリカ系大手銀行の東京本社での打ち合わせを終えて、高遠さんは颯さっ爽そうとエレベーターから降りた。

　その一歩後を早足で追いかけながら、私は行き交う人たちをチラチラと観察した。

　男性も女性も忙せわしなく脇目も振らずに歩いている。それなのに、誰もが擦れ違いざまに高遠さんを振り返る。

　極上のエリートというのは、尋常じゃないオーラでも発しているのか。

　思わずそう首を傾げてしまうくらい、高遠さんは嫉妬交じりの羨望の視線を一身にまといながらまっすぐ前を向いて歩いていく。

　総合受付で入館証を返却すると、高遠さんは軽く息をついて私を振り返った。

「次の予定、何時からだっけ？」

　ここ数日、ほとんど分刻みのスケジュールが続いていた。

　次の訪問先への移動時間だけが彼にとってのリラックスタイムというように、高遠さんは私の返事を待ちながら軽くネクタイを緩める。

「経けい団だん連れんの会議が大おお手て町まちで午後二時からです」

　今日一日のスケジュールくらいなら、手帳を確認しなくても答えられる。

　私の返事を聞いて腕時計を見やると、高遠さんはほんのちょっと目を丸くした。

「なんだ。今日は割と余裕があるな」

　現在時刻は正午を少し回ったところ。本当は『そこで驚かないでほしい』と言いたい。

「高遠さん。世間一般じゃお昼の時間ですよ。ここのところスケジュールが立て込んでたので忘れているかもしれませんけど、できればこの時間はいつも予定を空けておきたいんです」

　書類が詰まって分厚く膨れた黒いカバンを抱えながら、私は眉間に皺を寄せて溜め息をついた。

「皮肉か。俺の外出に同行させるようになってから、あんたまでまともに休憩時間取れなくなってるもんな」

　クッと肩を揺らして笑う高遠さんに、私は思わず唇を尖らせた。

「そんなことで文句は言いません。仕事なんだから、むしろ同行させてもらえて光栄です」

「じゃ、なんでそんな不機嫌なんだよ」

「一週間前とは、天と地ほど扱いが違う気がして」

　先週とは打って変わって外出する予定が増えたというのもある。それでも、高遠さんが私に同行を命令してきたときは本気で驚いた。

　つい今しがた終えた打ち合わせも、先方五人の内、三人がアメリカ人だったから、会議の間はずっと英語が飛び交っていた。

　会議の記録を取ろうとしても、難しい経済用語を英語で話されたら私にはなんのことやらまったくわからない。隣に座った高遠さんが、大事なところだけ日本語に翻訳してくれて、私はただそれを必死に書き止めるだけ。ときどきアメリカンジョークが場の笑いを取っても、私はタイミングよく笑うことすらできない。

　そんな私を同行させるなんて、三カ月間、絶対にないと思っていた。

「本来それがあんたの仕事だろ？　佐藤さんにも、秘書として雇っているんだからいつまでも家政婦代わりにするなって言われたし」

　シレッと返される高遠さんの言葉は、確かにごもっともなんだけど……。

　私は、特に外国人相手の初対面の挨拶で、必ず私に向けられる視線に本気で閉口していた。

「その通りなんですけど……。私、どこに行っても向けられる興味本位の視線に慣れないんですよね……」

「は？」

「皆さん、私と挨拶した後、必ず高遠さんにひと言言うじゃないですか。あれ、絶対『今までの秘書とは相当毛色が違うね』って言ってるんでしょう？」

　ちょっとふて腐れた気分で聞くと、高遠さんは、「あ～」と漏れた声を抑えるように口元を手で覆った。

「もしかして、あの程度の英語なら理解できる？」

「いいえ、全然。でも、高遠さんがいつも必ず苦笑して私を見るから」

　そう、かわいそうなものでも眺めるように。

　私の返事を聞いて高遠さんは何度か瞬きをしてから、今度はプッと小さく吹き出して笑った。

「言葉がわからないから、空気には敏感か」

「私だって学習します。初めましてを繰り返すたびに毎回笑われるのは、けっこうストレスで……」

「そっか。窮屈な思いさせてたな。それは申し訳なかったけど……。俺は一応、あんたを少し信用できたから取引先にも紹介してるんだけどな」

　足元に視線を落としていた私に、サラッと降ってきた言葉。その中にドキッとするキーワードを見出して、私は勢いよく顔を上げた。

　先週は社内、もしくは近隣での予定が多かったから、私が差し入れたお弁当を食べながら、休憩時間も共に執務室で過ごした。短い時間でも仕事から離れた彼と一緒にいて、高遠さんの内側を少しだけ覗き見ることができたかなと思っていた。

　そして、私はそれを加瀬君には任務のためだと報告した。

『魅了して取り入れ』と加瀬君に言われたせいで、高遠さんを騙しているような気がしていたけど、高遠さんは変わらずお弁当の差し入れを喜んでくれた。そして今、彼は私に他意もなく『信用できた』と言う。

　そのひと言で、高遠さんに近づけたという私の感覚は正しいと証明された一方で、私の〝騙し〟の行動が浮き彫りになった。

　行動どころか……私の存在そのものが、高遠さんが向けてくれる信頼を裏切るものなのに……。

　黙り込んだ私が機嫌を直していないと思ったのか、高遠さんは身体を屈めてフッと私を覗き込んだ。

「あのさ。確かに葛城さんの言う通り、今までとはタイプが違うって言われてたんだけど……。悪意のある言い方じゃないから、気にするなよ」

　窺い見る視線に虚をつかれて、思わずドキッとしてしまう。

　本当にこの人は、なんて無防備な瞳をするんだろう。

　仕事をしているときの完璧な姿とはほとんど真逆。オンオフのスイッチの切り替えが遅れると、対処に困ってしまう。

「べ、別に本気で気分を害してるわけじゃ……」

　心の動揺を見透かされる前に、私は高遠さんから顔を背けた。

　私の不自然な行動にも、高遠さんは気にした様子もなく「そう？」と短く呟く。そのまま足を踏み出して、総合受付を背にして地上への階段を上っていく。

「さて。昼だから、社用車は待たせてないんだろ？　次が大手町なら、この辺でランチとって、そのまま直行するか」

「あ、はいっ！」

　いきなり仕事モードに戻った高遠さんに一歩出遅れながら、私は慌ててその背を追った。

「なに食べたい？　これまでのお礼にごちそうするよ」

「いえ、だから本当に、お礼とかいいんですって」

　純粋に私がしたことを嬉しいと言ってくれる高遠さんの言葉を聞くたびに、チクチクと胸が痛くなる。

　だから、絶対に甘えてはいけない。これからどこへランチに行くにしても、絶対自分の分は自分で払わないと。

　そう改めて心に刻み込んだとき、高遠さんは「欲がないな」と肩をすくめながら地上に足を踏み出した。

　一歩遅れて私も通りに出て……。

「……わああ」

　思わず、感嘆の声を上げてしまった。

　地上出口のすぐ前に、大きな八重桜の樹が植えられている。遅咲きの八重桜も、もうこの時期は葉桜で、風に吹かれた花弁がヒラヒラと宙を舞っている。

　高遠さんはその場に留まって、スーツのポケットに両手を突っ込んだ格好で、花弁を散らす桜を黙って見上げていた。

「……高遠さん？」

　佇む高遠さんの隣に立って、私は首を傾げる。

　高遠さんはジッと桜を見つめてから、「ああ」と短い息を吐く。

「葛城さん、今年は桜見た？」

「え？　ああ、お花見ってほどじゃないですけど、通勤途中に満開になっているのを眺めてました」

　いきなりなんだろう？と思いながら返事をすると、高遠さんは黙ったまま歩を進めて、通りの雑踏に混じっていく。

「あ、待ってください」

　慌てて後に従うと、私に背中を向けたまま、高遠さんはボソッとひと言呟いた。

「この時期はいつも忙しくて。気づいたときには桜は散ってる」

「え？」

「……いや。この時期はほとんど社内に缶詰だし、たまに外出しても余裕なくて……。今もあんたが声を上げなかったら、意識することもなく素通りしてた」

　その言葉に、私は思わず立ち止まった。

　高遠さんは満開の桜の下を歩くこともできないくらい忙しい人。だからこそ、意識して休息の時間を作ってあげなきゃいけない。

「それじゃあ、来年は――」

『少しでも外を歩く時間をスケジュールに組み込みますね』

　そんなひと言を呟こうとして、私は辛うじて止めた。

　来年って……。私、なにを想像してそんなことを言い出そうとしたんだろう。一年後どころか夏を迎える前に、私は本来の職場に戻るのに。

　不自然なまま言葉を止めた私を、少し先で立ち止まった高遠さんは不思議そうに振り返っていた。

　その姿に向かって歩を速めたとき、高遠さんの胸ポケットから携帯の着信音が聞こえた。

　機械的な一定のリズムの電子音に気づいて、高遠さんは軽く眉間に皺を寄せてから携帯を取り出した。そして相手を確認してさらに皺を刻み込むと、「もしもし」と短く応答する。

「お疲れ様です。え？　今？　午前中の打ち合わせが終わって、ランチに行こうかと思ってたとこだけど」

　相手が社内の人間なのか、高遠さんの言葉は割と砕けたものだった。

　それから高遠さんは相手の言葉を聞いた後、「え？」と呟いて、そのまま視線を私に流す。

「いや、俺も気づかなかった。キャンセルできない？」

　その言葉で、どうやら急な予定があったらしいと直感した。一瞬、身体から血の気が引きそうになる。

　絶対、絶対、私が連絡を見逃したんだっ！

「……わかった。一度戻るよ」

　相手に相当押し切られたのか、高遠さんは深い溜め息と共に電話を切った。

　それを待ち構えていた私は、「すみません！」と深く頭を下げた。

「え？　なに？」

「私がアポイントメールを見逃していたせいですよね!?　すみません!!」

「ああ、でも仕方ない。連絡を入れたのは今朝だって言ってたし、ＣＣには俺も入ってたらしいし。見逃したのは俺も一緒だから」

「でも……」

「そもそも、俺は多分ついでだ。アメリカ本社の人事部長が、週末からこっちの人事監査に来てるんだ。帰国する前に俺に面会したいと言ってきたのが、今朝みたいだし」

　そう言いながら軽く舌打ちして、高遠さんはゆっくり歩き出す。

「アメリカ本社の人事部長ですか？」

「そう。俺にとっては、数年前の上司なんだけど」

「大事な人じゃないですか！」

　そんな人からのアポイントを見逃していたのかと思うと、顔がん面めん蒼そう白はくになりそうだった。

　しかし高遠さんは表情も変えずに、通りに軽く身を乗り出して空車タクシーを探している。

「いいんだよ。どうせ面倒な話になるだろうし。……あ、葛城さんはランチ行っていいよ。次の訪問先で、現地集合してくれれば。ごちそうする機会を失くして悪いけど」

「いえ、私も一緒に戻ります！」

　一緒に戻ったところで、なにもできないことはわかっている。それでも、高遠さんの休憩が潰れたのに、ひとりでのうのうとランチを過ごせるわけがなかった。

　高遠さんの隣に立って、必死に背伸びして腕を伸ばす。

　それに気づいたタクシーが、ウィンカーを灯しながら私たちの前に滑り込んできた。

　高遠さんの後から私が乗り込むと、自動でドアが閉まる。

　私は軽く身を乗り出してオフィスビルの名前を告げてから、シートに背を預けた。

　走り出したタクシーの中で、高遠さんがチラッと私に視線を向けたのがわかる。

「……俺、いつになったら葛城さんにごちそうできるんだろうな」

　かすかな笑い声を耳にしながら、私はただ俯いた。

「だから……お礼なんか本当にいいんです。だって、私は……」

　高遠さんに取り入って、真相を暴こうとしてる最低なスパイ。

　彼のそばにいる本当の理由を言えないからといって、言葉を止めた自分を、とても卑ひ怯きょうだと思った。




　オフィスに戻るとすぐ、血相を変えた人事部長が執務室に飛び込んできた。

「常務！　さっきからお待ちかねなんですよ！　さ、早く応接室へ！」

「わかったから押すなって、佐藤さん」

　人事部長の勢いに押されて、高遠さんは眉間に皺を寄せながら執務室から出ていった。

　私はその姿に一瞬苦笑を浮かべて、私を振り返った人事部長の怖い顔に条件反射で背筋を伸ばした。

「……私は今朝、ちゃんとあなたにアポイント伺いのメールを出していたんですがね」

「す、すみません」

　言い訳を許さない人事部長の態度に、私は慌てて頭を下げた。

「正直なところ、初日のこともあるし、私のあなたの印象はそうよくないんです。……それでも、常務がそれでいいなら文句も言えません」

　これみよがしな溜め息を繰り返す人事部長に、私は一拍置いてから顔を上げた。

「……高遠さんが、なにを？」

　私の質問に、人事部長は目線を落として、なんとも忌々しそうに息を吐いた。

「今までの誰よりも、そばにおける秘書だ、と」

「え？」

　その言葉に、ドクンと胸が騒いだ。

「葛城さん。はっきり言いますが、これまでの秘書の方は仕事能力という意味では、あなたの十倍は使える人間でした」

　人事部長は歯に衣着せずにサラリと言い切って、右手の中指で眼鏡をクッと押し上げた。

　ひどい言われよう……。私、この人に相当警戒されてるんだなあ。

　人事部長のあまりの言いっぷりに、むしろ苦笑が漏れた。

「それは、人事部長に言われるまでもなく自覚してます。高遠さんにも、最初は散々言われましたから」

　これまで加瀬君が担当してきた八人の秘書は、そのときに応募してきたスタッフの中で一番完璧な経歴を持つ、落ち着いた雰囲気の人を選りすぐってきた。

　語学力、秘書経験はもちろんのこと、国際部のふたりに言わせれば『地味』であっても、秘書としての品位をそぐわない落ち着いた雰囲気のクールビューティーという感じだった。そのくらいの人だと年齢は三十代前半に集中して、高遠さんとも年齢が近い。

　それでも高遠さんは、私のことを誰よりもそばにおけると言ってくれたんだ。

　そう思ったら、私は人事部長の嫌味にも平気な顔をして立ち向かえる。

「だけど少しでも高遠さんが認めてくれるなら、私は私ができることを精一杯がんばります」

「あなたにできることというのは、内側から懐柔するということですか」

「え？」

　嫌味を通り越して、今日の人事部長はいやに辛辣だ。

　むき出しの敵意にさすがに戸惑って、私は人事部長を見上げたまま瞬きを繰り返した。

「……ウチの部員が噂しているのを聞きました。常務は最近、お昼時に手作り弁当を食べて、給湯室で容器を洗っている、とね。聞くまでもなく、それを作っているのは葛城さん、あなたでしょう？」

「あ……」

　キッと鋭い視線を向けられて、私はギクッと頬の筋肉を強ばらせた。

「それは、あの……。高遠さんは放っておくと食事すらまともにとらない方だし、心配で……」

「それが純粋に常務のため、秘書としての役割と考えての行動なら、別に私も咎とがめません。ただそこに余計な下心があるなら、その芽は早々に摘み取ってしまわなければ」

「っ……」

　まるで心を見透かされたような気がして、私は思わず言葉に詰まった。

　私のそんな反応を見て、人事部長は眉間に深い皺を刻んで、フウッと溜め息をついた。

「身の程をわきまえていただきたいですな。あなたと常務では、住む世界も目に映る物もすべてに雲泥の差があることを自覚してください。それでなくても……常務は年内にはアメリカ本社に栄転が決まっているというのに。野良猫にがっつかれても困るんですよ」

　遠慮のない言葉が、心にグサッと突き刺さった。まるで私を有害なウィルスだとでも言うような人事部長の言葉に、さすがにムッとするのを隠せない。

「あの……。そこまで言われるならお伺いしたいです。今までの秘書の方は、いったいなにが理由で仕事を続けられなかったんですか」

　話の流れとはいえ、この質問にちゃんと答えが返ってきたら、私の任務はここで終了できるくらい際どい率直な質問だった。

　さすがに人事部長も、感情に任せて口を滑らせすぎたことに気づいたのか、それまでの勢いが嘘のようにピタッと黙り込んだ。

「……教えてください。それなら私は今までの方と同じことをしなければいいんですよね？　高遠さんが日本にいる間だけでも、私はこの仕事を続けたいです」

　今度は私が勢いづいて人事部長に一歩詰め寄り、質問を畳みかけた。

「いえ、それは……。お互いのプライバシーにも関わります。私の口からは申し上げられません」

　ここまで人を卑下しておいて、なんでそこで怯むのよ!?

　しかも人事部長の言い方がますます気になって、私は任務そっちのけで聞き出したくなる。

「深入りするなって、ことだよ」

　人事部長への攻撃の手を制御したのは、背後からかけられた静かなひと言だった。

　私は慌てて、人事部長はホッとしたように、ふたりで同じ方向に視線を向ける。

　そこには微妙に不機嫌な表情を浮かべた高遠さんが立っていて、私と視線を交わすと唇を引きしめて足を踏み出した。

「それはちゃんと葛城さんにも言っておいたはず。……ていうか佐藤さん、なにをペラペラしゃべってるんだよ」

「も、申し訳ありません」

　鶴のひと声に、人事部長はガバッと深々と頭を下げた。

「もういい。あ、話は終わったから、スティーブのこと、後は任せる。俺はこの後また外出だから。……葛城さん」

　素っ気なく人事部長に用を告げてから、高遠さんは溜め息交じりに私のほうへ視線を向けた。

　その瞳の鋭さに、ここ数日で少し近づいた距離が一瞬にして遠くなった気がして、私は咄嗟に返事ができない。

「車、手配して。あんたのランチの時間までなくなって、申し訳ないけど」

「い、いえ、全然そんな……！　あ、すぐに社用車手配します」

　必死に返事をして、私はクルッとふたりに背を向けて、小走りで電話に向かった。背後で高遠さんが不機嫌そうに人事部長になにか言っているのを気にしながらも、ここで答えを掴み取ることができなくてよかった、と思っている自分に気づいていた。




　その後の高遠さんは、なんだか一線引いたような、よそよそしい態度で私に接した。

　一日中外出続きで、私と高遠さんは四六時中行動を共にしているのに、その態度に戸惑った。

　なにか気分を害するようなことをしてしまっただろうか。

　それがずっと心に引っかかっていて、いつも通り定時で退社した後も高遠さんが気になって仕方がなかった。

　明日のお昼時は、久々に外出の予定がない。それならお弁当を持っていけるな、と思いたって下ごしらえをしながらも、人事部長の言葉を思い出してためらった。

　お弁当を一緒に食べるという口実で高遠さんと一緒に過ごしたランチタイムのプライベートアワー。私はその時間で、仕事をしている高遠さんとは違う素の表情を見ることができた。

　だけどそれは、加瀬君に報告できるような核心に迫ったものじゃない。

　甘く煮つけた人参が苦手だ、とか。幼少期からの習慣で、好物はジャンクフードだ、とか。小・中・高と海外生活だったから、日本には昔からの友人はいない。その代わり、ニューヨークとフランクフルトに一番親しい友人がいる、とか。日本人なのに、東京で過ごす自分を『アウェイ感半端ない』とも呟いていた。

　あんなイケメンなのに、割と自分のことには無頓着。それでも他人への礼儀はスマートにこなせる人。だから、人目につくのも気にせずに、お弁当の容器を給湯室で洗って返してくれたりする。

　ゴージャスな男の素の表情は、限りなく普通。そんな高遠さんを知るだけで、私もすごくウキウキして楽しかった。

　少しでも高遠さんの私への警戒がほぐれて、そして今外出に同行させてもらえると思ったら、それは私にとっても嬉しいこと。なのに、心には罪悪感が積もっていくだけ。

　任務とか、下心とか、そんなことを考えて始めた行動じゃない。それでも人事部長にまであんなことを言われたら、お弁当を差し入れる行為がとても不純なものに思えてくる。

　溜め息交じりにコンロの火を止めながら、ふと高遠さんの姿を思い浮かべてしまう。

　恐らくあの人は夕食をとることも忘れて、この時間になっても仕事をしているんだろう。

　出すぎた真似はもう止めたほうがいいと自分でわかっていても、どうしても気になってしまう。

　……これが最後。

　自分にそう言い聞かせながら、私は今作り上げたばかりの料理をタッパーに詰めると、部屋着から着替えてマンションを飛び出した。




　地上階の商業施設の電気が落ちて、人ひと気けも疎らな都心のど真ん中のオフィスビル。

　それでもオフィスフロアのところどころにまだ電気が灯っていて、相当ラフな格好をしている私も特に問題なく入館できた。

　いつも六台稼働しているエレベーターは、一台しか動いていない。

　それだけ使う人が少ないんだと思うと、私が向かう先にも人気がないことは予想できた。

　でも……きっと、高遠さんは執務室にいる。

　妙な確信を心に抱いたまま、私は三十階でエレベーターを降りた。

　一歩踏み出した廊下は、昼間の賑やかさが嘘みたいに静まり返っている。

　あまりの静けさにちょっと不安な気持ちに駆られながらも、私は一番奥の高遠さんの執務室に急いだ。

　思った通り、閉じたドアの向こうで明かりが灯っているのがわかる。

　それにホッとして、私はドアの前で大きく息を吸ってから、小さく二度ノックした。

　返事がないから、黙って静かにドアを開ける。一歩踏み出してから、「高遠さん」と呼びかけてみた。

　踏み込んだ室内に高遠さんの姿は見えなかったけど、私はそのまま中に歩を進める。ソファに横たわる姿を見つけて、やっぱり、と思いながら肩で息をした。

　あと一時間もしたらフランクフルトとの電話会議が始まる。

　きっと、テーブルに無造作に投げ出された携帯のアラームがセットされているんだろう。それなら、ここにお弁当を置いていけばいい。

　私は持ってきた紙袋をテーブルに置いて、自分のデスクでメモを走り書きした。そして紙袋の前に置いてから、眠っている高遠さんに目をやった。

　夜中にどの程度節電されて肌寒くなるのかわからないけど、なにもかけずにこのまま眠っていたら風邪をひいてしまう。

　スーツの上着を反対側のソファに無造作に放り投げて、シャツ一枚で眠っている高遠さんに、私は自分の椅子にかけてあったストールを手に取って近づいた。

「……少しは自分の身体を気遣ってくださいよ」

　無意識に呟きながら、高遠さんの身体にそっとストールをかけようとした瞬間……。

　素早く伸びた腕に、思いっきり手を払われた。

「きゃっ！」

　突然の乱暴な行動に驚いて、私は身体のバランスを崩す。よろけながら床にペタンと座り込んだ。

　そんな私の頭上で、飛び起きるように身体を起こした高遠さんが一瞬険しい顔で執務室を見渡す。続いて、床に座り込んでいる私を見つけて、心底驚いたように目を丸くした。

「なっ……！　葛城さん……？」

　私がこんな時間にここにいることに焦った様子で、私に手を伸ばしてくれる。

「ごめん。マジで驚いて……。あ、どっか怪我してない？」

「だ、大丈夫です。私のほうこそ、ごめんなさい。まさか高遠さんがこんなに驚くなんて思ってなくて」

　高遠さんの腕に引かれてなんとか身体を起こしてから、私は床に正座した姿勢のままで高遠さんを見上げた。

「いや、俺のほうもちょっと過敏になってたっていうか……って、今何時だ？　なんであんたがここに……」

　戸惑いを隠せない言葉を呟きながら、高遠さんは腕時計に目をやった。

「す、すみません。……今日はお昼とれなかったし、きっと高遠さんは夕食も忘れてるだろうと思って……」

　俯いて答える私の言葉で、高遠さんはテーブルの上の紙袋に気づいた。そして一瞬息をのんだ後、すぐにハッとしたように立ち上がった。

「って、マズい……！　葛城さん、急げ!!」

「え？」

　座ったまま腕を強く引っぱり上げられて、私はただ目を丸くした。

「え？　あの……」

「このビル、午前〇時を過ぎるとセキュリティロックがかかるんだ。遠隔監視に切り替わるから、外から入ることもできないし、中からも簡単には出られないんだよっ」

「……え？　ええっ!?」

　そう言われて、慌てて立ち上がった。

　時間を確認しようにも私は時計をつけていなくて、掴まった高遠さんの左手の時計を覗き込んだ。

「う、嘘っ……！」

　もう時計はほぼ深夜〇時を指し示している。

「とにかくエレベーターさえ動いていれば、ビルから出られる」と、高遠さんは私の腕を引いて全力で廊下を駆け抜けた。

　下向きの三角印のボタンを押そうとしたとき、いきなりフッと電気が落ちて、辺りが一気に暗闇に包まれる。非常灯のわずかな光だけが揺らめいた。

　私の腕を掴んだまま、高遠さんがすぐ隣で大きな溜め息をついた。

「……遅かったか」

「え……」

「そりゃ、知らなかったよな。仕方ない。……閉じ込められるといっても、俺の執務室にいる分には問題ないから……」

　そう言いながら、高遠さんは私の腕を引いて真っ暗な廊下に引き返していく。

　その後を惰性でついていきながら、私はただ、どうしようとそればかりを考えていた。

「す、すみませんっ!!　余計なことして却ってご迷惑をおかけして……」

　廊下の真ん中で足を止めて、私は思いっきり頭を下げた。

　高遠さんも立ち止まって、私を振り返っているのがわかる。

「……人事部長にも、出すぎた真似はするなって言われたんです。でも気になって。これで最後にするって思ってたのに……」

　必死に謝る私の頭上で、一瞬空気が和らいだ。

　恐る恐る顔を上げると、高遠さんが少し困ったような柔らかい笑みを浮かべて私を見下ろしていた。

　そんな優しい瞳に、胸が大きく疼うずくのを感じた。

「佐藤さんになにを言われたか知らないけど、それは気にしなくていい。それよりも、自分の心配しろって。……朝五時を過ぎればセキュリティも解除されるけど……それまでは執務室で俺と一緒にいることになるんだよ」

「は、はい。……すみません」

　慌ててもう一度頭を下げる私に、高遠さんは苦笑を漏らした。

「……バ～カ。謝ってないで、少しは警戒しろ。それとも、そんな心配、毛頭ないか？」

　そう呟いて、高遠さんは私の姿を頭の先から爪先まで見下ろすように眺めた。

「……そうだろうな。そうじゃなきゃ、さすがにそんなラフな格好で来るわけがない」

「これはっ！」

　しみじみと呆れ顔で言われて、私は自分の格好を初めて意識した。

　確かに、呆れられても仕方がない。用を済ませたらすぐに帰るつもりでいたから、キャミソールにカーディガンを羽織ったジーンズスタイル。深夜とはいえ、オフィススタイルには程遠い格好だった。

「だって……。お風呂も入ったし、後はゆっくりくつろぐつもりでいて……」

「この時間だし、それも当然だろうけど。とりあえず戻ろう。執務室にいれば、多分その格好でもそれほど寒くはないと思う」

　そう言って肩をすくめると、高遠さんは先に立って執務室に戻っていった。




　高遠さんがお弁当に箸をつけるのを眺めながら、この状況が気まずくならないように、思い出したような短い会話をポツポツとかわした。

　やがて午前一時を迎えて、高遠さんは自分のデスクに戻ると、パソコンを起動させてフランクフルトとの電話会議を始めた。

　英語とは違う聞き慣れない言葉をＢＧＭにして、私はソファに座ったまま、ゆっくりと目を閉じた。いつしか、うつらうつらと身体を揺らし始めて……。

　フッと気づいたとき、窓の外の都会の空は白み始めていた。

　テーブルを挟んだ向かい側のソファに、高遠さんが横たわっている。

　私は身体を起こしながら、身体にかけられていたストールに気づいた。

「……もう」

　どこまで自分には無頓着な人なんだろう。

　ストールを腕にかけてゆっくり立ち上がる。私は足音を忍ばせて高遠さんが眠っているソファに近づいた。

　ソファの端からダランと落ちた左手首の時計を身を屈めて覗き込むと、もう五時半を回っていた。

「高遠さんが風邪をひいて寝込んだりしたら……代わりは誰もいないんですよ」

　誰にともなく呟きながら、第一ボタンの外れた首筋をちゃんと覆えるように、高遠さんの肩口からしっかりとストールをかけようとした。

「……ん」

　かすかな寝息を漏らした高遠さんに気を取られた瞬間……。

　思いっきり右手首を掴まれて、そのまま引っぱりこまれた。

　予想外の行動に身体のバランスを崩して、私は高遠さんの身体の上に倒れ込む。

　床に膝をついて上半身を大きく高遠さんに覆い被せた状態から、慌てて身体を起こそうとする。しかし……。

「……!?」

　身体に回された腕の力の強さに、身動きできずに硬直した。

　私は高遠さんの腕にがっちりと抱え込まれた格好で、彼の胸に顔を埋めていた。下から抱え込んでくる力に、抗えない。

「た、高遠さ……」

　ほんの少し上の位置から、高遠さんの静かな寝息が聞こえてくる。私の耳元には穏やかで規則正しい鼓動が伝わってくる。

　それと反比例する自分の高鳴った鼓動に焦って、一瞬頭の中が真っ白になった。

　抱き枕かなにかと勘違いしてるのか。抱える物を手に入れて、むしろ眠る姿勢に安定感が増したかのように、高遠さんの腕の力は緩まない。そして……。

「……う、ん……」

　そのまま狭いソファで寝返りを打つ高遠さんの身体に巻き込まれる。

「ひゃっ……!!」

　私の背中はソファのシートにぶつかって、膝は完全に床から離れて浮き上がった。

　そのまま、高遠さんは私の身体に足を絡ませようとする。

　思いがけない事態に驚いて抵抗を忘れている間も、高遠さんはますます強く私を抱きしめ続ける。

　顔に感じる高遠さんの引きしまった厚い胸板とぬくもり。穏やかな寝息にくすぐられる髪。ひとつずつ順番に意識し始めたら、どうしようもなく鼓動が速くなっていく。

　できれば起こしたくない。せっかく気持ちよさそうに眠っているのに。でも、さすがにこの体勢が続くのは無理！

　完全にオーバーワークの心臓が、限界を訴えて悲鳴を上げている。

「高遠さんっ！」

　高遠さんの胸に顔を埋めたまま、必死に叫んだ。

　しかし高遠さんはかすかに身じろぎするだけで、腕を緩めてはくれない。

「高遠さんってば!!」

　再度大声を上げながら、高遠さんの胸に手を置いた。狭い可動域の中で必死にその胸を叩く。

「ん……？」

　ようやく高遠さんが目を覚ました。次に、寝起きの顔でぼんやりと胸元の私を見下ろす。

「……え？」

「は、放してくださいっ」

「えっ!?　な、なんでっ」

　やっと事態を認識してくれたと感じた瞬間、高遠さんが軽くパニクった。

　バッと勢いよく私から手を離すと、まるでケダモノでも見るかのように、ズリズリとお尻をずらして私から逃げていく。そして、ソファの肘掛け、限界ギリギリで身体を硬直させた。

「俺、いったいなにを……」

　起き抜けで頭が働かないのか、高遠さんはガシガシと髪を掻き回して、ギュッと目を閉じて首を捻った。

「い、言っときますけど、私はストールをかけてあげようとしただけですからね！　引っぱり込んできたのは高遠さんのほうで！」

　恥ずかしさはＭＡＸだった。どうしようもなく照れくさいのを必死に隠したら、そんなかわいくない文句が先走ってしまう。

「え？　マジか……。ごめん」

　頭を抱えて、そのままめり込んでしまいそうな高遠さんに、私まで落ち着かなくなる。

「あのっ！　私、一度帰りますね」

「え？」

「だって、……そう、着替えないと！」

　昨夜、気張ってオフィススタイルで来なくてよかった。

　マンションに戻っても、そうゆっくりすることもできずにまた戻ってこなきゃいけない。それでも、このまま高遠さんとずっと一緒に始業時間を待っていたら、心臓が壊れてしまいそうだった。

「じゃ、じゃあ、また後ほどっ」

「あ、おい、葛城さん！」

　高遠さんが私を制止する声を無視して、私は転がるように執務室から飛び出した。




　つい数時間前のことを思い出すと、そればかりが頭にちらついて、仕事に集中できなくなる。

　午前九時。オフィススタイルで出社した後、私は余計なことを考えないように一心不乱に仕事をした。手が止まって思考が揺らぐのを恐れるように、ただバタバタと、いつもよりもちょっとオーバーアクションで仕事を片づける。

「高遠さん、午後の会議の資料できました。メールに添付したんで、一度確認してください」

　デスクに座ったまま、九十度の角度で座っている高遠さんに声をかけた。

「え？　ああ、……サンキュ」

　高遠さんはぼんやりと返事をして、気だるそうに右手でマウスを動かす。

　出社して再び会った高遠さんは、ずっとこんな調子だ。

　テキパキと仕事したい気分のときに限って、直属の上司が完全に上の空で、私のほうが落ち着かなくなる。

「あ、あのっ！　私、今手が空いたんですけど、なにかやることありますか？」

　手元がガラ空きになって、私は元気に声をかけた。

　高遠さんは、私が送った会議資料に目を通している。いつもは私が置いていかれるばかりでどんどん距離が離れていくのに、今日の高遠さんはこっちが焦れるくらいのんびり……というか、全然仕事に身が入っていない。

　いても立ってもいられなくなって、「もう！」と小さく呟きながら、私は意を決して高遠さんのデスクの隣に立った。

「あのっ。なにかやること……」

「え？　うわっ！」

　頬杖をついてぼんやりとパソコンの画面を見つめていた高遠さんは本気で驚いて、そのまま椅子ごと私から逃げた。

「い、いきなり近づくな！」

「え？」

　挙動不審としかいえない態度に、私のほうが傷ついて目を丸くした。

「すみません……。でも私、ちゃんと声かけたんですけど」

「俺に聞こえてなきゃ、かけた意味がない」

「そんな無茶な……って、あ」

　パソコンの正面から高遠さんが身体をどかしたせいで、パソコンの画面がよく見える。

「やだ、ここ変換ミスしてますね。これは直しておきます。……って、高遠さん？」

　身を屈めたまま顔を横に向けて、私は眉間に皺を寄せて首を傾げた。

「あの……どうしたんですか？」

　さっきよりもさらに椅子が逃げて、高遠さんはほとんど部屋の端まで移動していた。

「近いって言ってるだろ」

「え？　……あ、すみません」

　謝りながらも、そんなに近いか？と納得いかない気分になる。それでも大人しく身を引くと、高遠さんは溜め息をついてようやくデスクの前に戻ってきた。

「えっと……どこが変換ミスだって？」

　気を取り直したようにパソコンの画面を覗き込む高遠さんに、私は指差してその箇所を示した。

　そんなちょっとした仕草にさえも、高遠さんはピクッと身体を強ばらせる。

「あ、ああ、ここか。じゃ、直しておいて」

　私を見上げることもなく、素っ気なく取り繕う高遠さんに、私はますます首を傾げた。

　その角度から、高遠さんの耳がよく見える。私は、その耳が真っ赤に染まっているのを見つけてしまった。

　一瞬ドキッと瞬いて、私はジッと高遠さんを見つめた。

　その視線に気づいているのか、高遠さんは黙ってパソコンを注視したまま。やがて焦れたように不機嫌な声を出した。

「……なんだよ。資料はちゃんと見ておくから」

「いえ、他にやることはないかを聞きたいんです」

「え？　ああ……じゃ、未決裁箱の書類に役印ついておいて」

「はい。わかりました」

　いつもとそう大差ないやり取りの間も、高遠さんは一度も私を見ようとしない。それどころか、なんだかどんどん不機嫌が募っていくような気がする。

「だから、なにジロジロと――」

「あの、高遠さん。もしかして……」

　苛立つ声を遮って、私は一歩高遠さんに近寄った。

　またしても高遠さんがビクッと身体を震わせる。

　その反応で、わかってしまった気がする。

「……もしかして、すごい照れてます？」

　九十九パーセント確信しておきながら、私は探るように声を低めた。

　そのとたん、高遠さんは呼吸すら止めた。

　わかりやすいくらい素直な反応に、今度は私のほうが息を止めた。

「変なこと言ってないで、デスクに戻れ」

「あの……今朝のことなら、私は気にしてません。ていうか、あれは事故！　事故ですから！」

　高遠さんの返事も聞かずに、私はただ言い募った。

　私だってなにも気にしていない素振りをするのに必死なのに、その上高遠さんにまでこんな態度を取られたら、今日一日、本当にまともに仕事ができなくなってしまう。

「別に、俺はっ……！」

　完全に決めつけたような私の言い方に、高遠さんも反射的に声を上げてバッと私を降り仰ぐ。

　始業時間以降初めて、私と高遠さんの視線が正面からぶつかった。

「っ……」

　先に目を逸らしたのは高遠さんのほうだった。一度ガックリとこうべを垂れてから、勢いよくスクッと立ち上がる。そうして私に背を向けながら窓際に寄っていった。

「……ちょっとは気にしろよ」

「え？」

「全然普通の態度取りやがって」

　ボソボソと聞き取りにくい声で呟いて、高遠さんは大きく肩で息をした。

　そんな高遠さんがこれまで見たことないくらい新鮮で、私のほうもどう対処していいかわからなくなる。

「あ、あの……？」

　高遠さんは一瞬の沈黙の後、グッと顔を天井に向けた。

「気にするなって言うなら、気にしない。あんたのほうも平然としてられるくらいだし、慣れてるんだろ？」

　やけっぱちのように言い放った言葉が、私の神経を軽く逆撫でした。

「慣れてるわけないじゃないですか！　高遠さんと違って、私はモテないし！　自慢じゃないけど、彼氏でも家族でもない異性に抱きしめられた経験なんかありません！」

「俺と違ってって、なんだよ!?　俺だってあんな……！」

　お互いに勢いづいて言葉を応酬させながら、再び正面から顔を見合わせた。

　高遠さんは言葉を切ったまま息をのみ込んで、顔を片手で隠して私から背けた。

　私の視界には、さっきよりも赤くなった高遠さんの耳が映り込んでくる。言葉で説明されるよりも、ずっとずっと雄弁だった。

　けっこうムッとすることを言われたはずなのになんだか微笑ましい気分になって、つい口元を手で覆ってクスッと笑ってしまった。

「高遠さんって……見かけによらず、シャイなんですね」

「バカにしてるのか」

「いえ。ちょっと意外でしたけど」

　言葉を重ねてクスクス笑う私に、高遠さんはふて腐れたように黙っている。

「あの……。実は私もずっとドキドキして緊張してたんです。だから、お互いに事故だと思って忘れましょう？　じゃないと、すごくやりづらいですから」

「……わかった」

　口をへの字に結んで、まだ不機嫌な表情のまま、高遠さんは黙って椅子に座った。

　それを見て、私も気持ちを引きしめて、高遠さんの未決裁箱を抱えてデスクに戻る。

　さっきまでのような緊張に満ちた空気はない。どこかくすぐったい空気が漂っていた。

　私も高遠さんもなにも言葉を交わさないまま、再び仕事に没頭した。




　午後になって私の面会に訪れた加瀬君は、まったく進捗のない私の報告を聞いて、難しい顔をして溜め息をついた。

「胃袋掴んで魅了しましょう作戦は、不発だった？」

「そういう言い方しないでくれる？　不発というか……。なんかすごく卑怯な気がしてきて」

「他社に潜入した産業スパイが、卑怯とか気にしなくていいと思うけど？」

　総合受付の片隅のソファで加瀬君と並んで座って場を憚はばかる会話をしながら、その言葉にムッとして顔を上げた。

「実際に高遠さんを騙してるのは私なんだよ。気分いいわけないじゃない」

「……そうだよな、ごめん」

　加瀬君の言葉が途切れたら、私が話していなきゃ間が持たない。それが怖くて、私は必死に次の言葉を探した。

「でも！　最近は外出にも同行させてくれる。ほとんど一日中一緒にいるし、私に心を許してくれてるのは感じるから」

　思いついた言葉を深く考えずにそのまま口にした。

　隣から、加瀬君が黙って私を見つめているのがわかる。

「だから……もう騙すつもりで行動しなくても……」

「……お前さ、自分がどうしてここにいるか、ちゃんと自覚してる？」

　加瀬君らしくない冷たい言い方に、心のどこかで怯んだ。

「え？」

　戸惑って聞き返すと、加瀬君は険しい顔をしたままジッと私を見つめ返してくる。

「いや、……そもそも俺のせいだし、相当煽ったし、それは申し訳ないって思ってる。だけどさ、なんか葛城は自分の任務を忘れてる気がする」

　冷静に言い含めるように呟かれて、私はただ言葉を失った。

「立派な秘書になるためじゃない。高遠さんに気に入られるためでもない。葛城が背負った任務は、スタッフが長続きしない理由を探ること。前代未聞のことをしでかしてるんだし、そこんとこちゃんと意識しておいてくれないと」

「そ、そんなの、わかってるよ！」

「本当に？　俺が聞きたいのは、『高遠さんはいい人だ』とか『親近感持てる』なんて感想じゃないんだけど」

　加瀬君が畳みかける言葉に、私はただ俯いた。

　必要な情報は、高遠さんがどういう人間かなんてことじゃない。そう窘たしなめられたような気がして、私は唇を噛んだ。

「……ごめん。嫌な言い方した」

　そう言って軽く首を振る加瀬君に、私は黙ったまま顔を上げた。

　加瀬君は横から私を見つめて、苦笑しながら私の髪をクシャッと撫でた。

「ごめん！　責めたいわけじゃない。ただちょっと……本来の目的にベクトル修正したかっただけ。わかってるならいいんだ」

「……ん」

　気まずい空気を吹っ飛ばすように、加瀬君がいつもの調子で明るく笑い飛ばす。

　つられて笑顔を作りながらも、その空気に乗り切れず、顔が強ばってしまうのを感じた。

　そんな私に加瀬君は大きく溜め息をついて、ムニッと私の頬を指でつねった。

「痛っ！」

「お前なあ。せっかく笑い飛ばそうとしてるのに、マジな顔するなよ。そんな顔されたら、俺だってどう取り繕えばいいかわかんなくなるだろ！」

「ご、ごめん」

　ほっぺをつねられながら、どうして私が謝らなきゃいけないんだろう？

　それでも加瀬君は両手の指で私の頬をつねりながら引っぱり続ける。

「い、いひゃい……」

「はは。変な顔」

「ひろいよ、はれくんっ!!」

　横に開いた唇から文句を言い放つと、加瀬君はプッと吹き出して私の頬から手を離した。

「ごめん。苦労させてるの、わかってるんだ。でももう一カ月経ったし、なにかわかれば、葛城をウチに戻せるから」

　険しい表情を緩めて、いつもの優しくてどこか頼りない加瀬君の表情が戻ってくる。

　それを見てホッとしながら、私も「うん」と小さく頷いた。

「三ツ星レストランのディナーも待ってることだしね」

「ハハ……。ま、任せておけ、って」

　ほんのちょっと頬を引きつらせる加瀬君には気づかないフリをして、私は「ハハッ」と笑った。

　私と加瀬君にとってはいつもの空気。いつもと変わらないやり取り。なのに笑い声はどこか乾いていて、胸はチクチクと痛む。

『自覚してる？』

　加瀬君がなにげなく放った言葉は、私に釘くぎを刺しただけだったのか。

　自分でもどう捉えていいかわからなくなりそうだった。










ミッション―５ 制御せよ！




　加瀬君を見送ってから、私は少しの間エレベーターホールから動けなかった。

　私、加瀬君になんて言ったっけ。高遠さんのこと、どんなふうに話したっけ。加瀬君が呆れてあんなことを言うほど、私情が挟まってしまったんだろうか。

　俯いて爪先を見つめながら、そんなことないと言い切れない自分に気づく。

　仕事でまったく役に立てないのなら、せめて高遠さんが気持ちよく仕事できるように。そんな意識の下、私がやってきたことは、普通に考えたら秘書の仕事とはかけ離れている。

　それでも喜んでくれるから。少しずつでも心を開いてくれるから。

　できる範囲でがんばると、人事部長にも宣言した。

　それは加瀬君からしたら、なにやってるんだと呆れるほど私が迷走しているように見えるんだろう。だから、加瀬君らしくないあんな冷たい口調で私を諌いさめる。

『立派な秘書になるためじゃない。高遠さんに気に入られるためでもない』

　怖いくらい直球の加瀬君の言葉に、私はうろたえた。

　言われるまでもなく、私が今ウェイカーズ証券にいる理由はそんなことじゃない。たった三カ月、期間限定で私は本来の業務に戻る。そう約束されているから、私はこの理不尽な業務命令に従った。

　最初から更新する必要のない〝派遣契約〟。なぜなら私は、本物の派遣社員じゃないから。

「なに、してるのよ、私は……」

　自分を責めるように呟くと、なんの意図もなく加瀬君に話した言葉が頭の中に蘇ってきた。

『高遠さんって、思ったほど偉ぶった人じゃないよ』

『こっちが呆れるくらい自分のことは無頓着でね。なんか、放っておけなくなる』

『あんなシャイな男、初めて見たかも。見た目とのギャップありすぎて、戸惑うけど……ちょっと親近感湧いてくる』

　思い出すとカアッと頬が熱くなった。

　仕事の報告を聞きに来た加瀬君に、私はなにを小学生の初恋報告みたいなことしてるんだ。

　昔、学校でどんなことがあったか聞いてくるお母さんに話して聞かせたときとまったく変わらないテンション。『今日●●君がね』『●●君とね……』と勢い込んで話し出す私に向かって、お母さんはクスクス笑ってからかうようなひと言を呟いたものだ。

『希望は、●●君が好きなのね』

　好きだなんてひと言も言ってないのに、どうしてバレちゃうの!?と子供ながらにパニックになって、恥ずかしくて……。

『ち、違うもん！　●●君なんて好きでもなんでもないもん！』

　真っ赤になって半泣きになりながら必死に否定したけど……。

　今の私、あのころとほとんど変わってない。

　今さら気づいて、加瀬君がどれほど不信感を持ったか考えたら、穴を掘ってでも隠れたくなる。

「ああっ!!　もう！」

　ピシャッと音を立てて両頬を引っ叩いた。クルッとエレベーターに背を向けて、私は廊下に足を踏み出す。

　仕事仕事。任務任務。

　自分に言い聞かせて、高遠さんの執務室に戻ろうとしたとき……。

「うわっ」

「きゃっ」

　いきなり目の前に現れた人影にビクッとすると同時に、反射的に足を止めた。

　足元に、クリアファイルに入った書類がバサッとひと束落ちる。

「あ、悪い……」

　その声に驚いて、私は顔を上げた。

「高遠さん!?」

　書類と封筒を両手で抱えるように持っていた高遠さんと目が合う。

「あ、どうしたんですか？　これ……」

　両手が塞がっている高遠さんを制しながら屈むと、落ちたファイルを手に取った。

　よく見ると、私が会議のために作った資料だった。封筒の山は、今日の最終便で発送しようと封入しておいた郵便物だ。

「総務から電話があった。会議資料を急ぎで欲しいと言われたから、ついでに郵便物も、と思ってね」

「えっ!?　すみません！」

「いいよ。俺もちょっと息抜きしたいと思ってたとこだし」

　頭を下げる私を一いち瞥べつしただけで、高遠さんはそのまま廊下を歩いていく。

　向かう先の総務部とメール室はワンフロア下。

　業務中に移動するときは階段を使うように言われてるけど、まさかエグゼクティブの高遠さんが目の前のエレベーターを素通りするとは思わなかった。

「あ、待って！　代わります！」

　高遠さんの背中を慌てて追う。

　拾ったファイルを一番上に載せ直すと、「あれ？　サンキュ」と声が返ってくる。そのまま先に進んでいく高遠さんの手から、私は封筒と書類の山を奪い取った。

「どうぞ息抜きしてきてください。どのくらいで戻りますか？」

　高遠さんを追い越しながら、返事を求めて振り返る。

　だけど高遠さんは黙ったまま、ゆっくりと私の後をついてきた。

「あの……？」

「両手が塞がってるのに、どうやってセキュリティロックを解除するつもりだよ」

　呆れた溜め息と共に私を追い越して、高遠さんは少し先のドアのセキュリティにＩＤカードをかざしてドアを開けてくれた。そのドアを手で押さえて、私が通るのを待ってくれる。

「ありがとうございます。……すみません」

　少しでも背を屈めると書類をばらまきそうだったから、首だけ動かしてお礼を言った。

　私がドアを通り抜けると、階段に通じる次のドアも開けて、待ってくれている。

「どうせ一緒に行くから、俺が持つよ」

　高遠さんはそう言って、私から書類を受け取ろうとした。

　私はブンブンと首を横に振る。

「いえ、大丈夫です！　次のドアは自分で開けられますから、高遠さんは休憩してきてください」

　そう笑いながら、階段に足を踏み出す。しかし両手に抱えている書類の山が邪魔して、足元がおぼつかない。なんとか一段下りたとたん、私は足を踏み外した。

「きゃっ……！」

「危ないっ……」

　短く鋭い声がして、滑り落ちそうになった私を高遠さんが後ろから腕で支えてくれた。

　おかげで私は無事だけど、手にした書類は完全にバランスを失って、バラバラと手元から落ちる。その上……。

「ああっ!!」

　地上まで螺ら旋せん状じょうに続く階段のほんのわずかな吹き抜けの隙間を、封筒が一枚ヒラッと舞って、そのまま下に落ちていく。

　それを見て、私も高遠さんも黙って顔を見合わせた。

　落ちていった封筒は、ここからでは目視できない。

「……どこまで落ちたかな」

　私が身体のバランスを取り戻すのを待って腕を離しながら、高遠さんは手すりから身を乗り出して下を覗き込んだ。

「わかんないですけど、拾いに行かないと。なんの封筒が落ちたかもわからないし、下手に拾われて開封されても困るし……」

　言いながら、自分が今いるフロアの階数を思い出すと、気が遠くなる。

　三十階から階段を下りる。今までそんな経験なんかない。

　一瞬途方にくれた私の背後で、高遠さんが溜め息をついた。

「だよな。仕方ない。それじゃあ、葛城さんはそれを持って総務に行ってきて」

　私を追い越して階段を下りながら、散らばった書類を拾って私の抱える山の上に載せてくれる。

「あの、でも……」

「俺が拾いに行って、そのままメール室に届けるからいいよ」

「そんな！　私が行きます！」

　慌てて踊り場に立って高遠さんを見上げると、彼は意地悪く笑って私の頭を軽く撫でた。

　そんな仕草にドキッとして思わず目線を下げると、「無理無理」とおもしろそうな声が降ってきた。

「下りだと思って侮ると、明日動けなくなるよ。あんた普段まったく運動しない人間だろ？」

「う……そうですけど」

「入社してすぐのころ、館内避難訓練で地上まで下りたことあるんだ。慣れないせいか、膝が笑う笑う。運動不足を感じて情けなくなった瞬間だったな」

　クスクスと笑いながら、高遠さんは既に次の踊り場に向かって階段を下り始めている。

「大丈夫だよ。俺は、それなりに鍛えてるから」

　階段の途中で立ち止まると、高遠さんは笑いながら私を振り仰いだ。

　向けられる優しい笑みに、ドクンと心臓が騒いでしまう。

「でも……」

「ちょっとは頼れよ。甘えることも適度に覚えろ」

「そんな！　もう十分甘えてますよ！」

「じゃあ、俺にわかるくらいもっと甘えろ」

「高遠さん！」

　さらに階段を下り続ける背中を追って、私も次の踊り場に立った。

　高遠さんはさらに下の踊り場からゆっくりと私を見上げてくる。

「……今夜のスケジュール、全部キャンセルしておいてもらっていい？」

「え？」

　予想もしなかったひと言に、私は素で驚いて目を丸くした。

「あの……なにか急な用事でも？」

　戸惑いながら聞き返すと、高遠さんは短く「うん」と頷いた。

「……たまにはプライベートで、飲みに行きたいから」

「プライベート……」

　ごく普通の、当たり前すぎるくらいの願望に、私は思わず目を瞬かせた。

　この数週間私が接してきた間も、平日夜の高遠さんにプライベートだと思われるスケジュールは皆無だった。今突然言われても、ちっともワガママだなんて思えないほどに。

「わかりました。今日の予定は電話会議ですし、延期は難しくないと思います」

　この後の高遠さんのスケジュールを思い出しながらそう言って、私はニコッと笑った。

　私の返事を聞いて、高遠さんは軽く眉間に皺を寄せた。そしてクルッと背中を向けると、手すりに右手を滑らせる。

「……あんたも一緒に行くんだよ、葛城さん」

「へ？」

「飲みに行こうって、誘ってるんだよ」

　キョトンと聞き返す私に焦れたように言って、高遠さんは一段抜かしで階段を下りていく。

「ちょっ……！　高遠さんっ！」

　まったく予想もしなかった突然のお誘いに、私は軽く動揺した。

　呼びかけた背中は一度も私を振り返ることはなく、私はただ呆然とその場に立ちつくした。




　ちょっとこじゃれた居酒屋で、私と向かい合って座った高遠さんは、言いようもなく不機嫌だった。

「なんか信じられないです！　私が高遠さん……エグゼクティブとお酒の席に同席するなんて！」

　言葉通り舞い上がって緊張で手を震わせながら、店員から受け取った生ビールのジョッキを両手で高遠さんに手渡すのは、国際部の新庄さん。

「あ、私、サラダ取り分けますね！　なにか苦手な物とかありますか!?」

　そう言っていそいそとトングを手にするのは山田さん。

　ふたりとも、あれだけ乗り気だった割には、緊張で動揺して声が引っくり返っている。

　私はちょっと苦笑して、さっきから向けられる刺すような視線に肩を震わせた。

　高遠さんの今夜の予定をキャンセルして、私はだいぶ長いこと迷った後、このふたりにメールをした。

【今夜、都合がよければ、高遠さんと飲みに行きませんか？】

　ふたりからの返事は文面からも興奮が感じられるもので、予約を入れた午後七時に私と高遠さんはお店でふたりと合流した。そして……。

　先に座っていたふたりに目を丸くしたその瞬間から、高遠さんは不機嫌だった。

　気づくのは私だけ。なんせ国際部のふたりにとっては、多分それが高遠さんの姿だから。ムッとして黙り込む高遠さんを見ても、ふたりの中の高遠さんのイメージからはそう遠くない。

　もしふたりが仕事から離れた高遠さんの姿を少しでも知ってくれれば、あんな噂が流れることもないんじゃないかと思ったけど、この様子ではふたりに植えついた勝手なイメージを増長するだけだったかもしれない。

　でも、そこはさすがエグゼクティブ。不機嫌なりに、かなり素っ気なく適当な感はあったけど、高遠さんも初対面のふたりと会話を始めた。

　妙に舞い上がっていたふたりも、一杯目のビールがなくなるころには緊張も和らいだのか、いつものハイテンションさを取り戻して、いい感じにこの微妙な飲み会を盛り上げてくれる。

　ふたりのノリに半分引き気味だった高遠さんも、いくらか苦笑交じりでも、途中からだいぶ態度を軟化させてくれた。

　正直なところ、ちょっとどうなるか心配だったけど、やっぱりふたりを誘って正解だった。

　はしゃぐふたりの女性社員を眺めながら、私はカクテルグラスを手にしたまま、気づかれないように高遠さんを盗み見た。

　高遠さんとのプライベートに舞い上がっているのは、ふたりだけじゃない。私だって、もしふたりきりだったら、きっと怖いくらい緊張していたと思う。

　今朝のことだって、本当はずっとドキドキしていた。いつも通り仕事をこなすのに必死だった。それなのに、『お互い忘れましょう？』なんて余裕ぶっこいたセリフを言えたのは、私以上に高遠さんが照れていたからだ。

　その証拠に、あんなことを言っておいて、私はあの後もずっと高遠さんの気配に敏感だった。私の言葉で落ち着きを取り戻して、完全に切り替えてしまった高遠さんが小憎らしいと思えるほどに。

　だから、高遠さんからの突然のお誘いには動揺した。断るという意識はまったく働かず、ふたりきりの状況をいろいろ深読みしてドキドキして、胸が苦しくなって……。

　国際部のふたりに声をかけたのは、私なりの苦肉の策だった。

　高遠さんの胸ポケットの携帯が、静かに電子音を奏でた。その場の全員がほとんど同時にそれに気づいて、発信源の高遠さんの胸元に焦点を合わせる。

　高遠さんはゆっくり携帯を取り出すと、画面の表示で相手を確認した。そしてわずかに眉を寄せただけで、「失礼」とテーブルから離れていく。

　彼の背中を見送ってテーブルに女三人になると、一瞬私たちは顔を見合わせた。次の瞬間……。

「……すっごい、緊張した～！」

　視覚で確認できるほど肩を大きく動かして、山田さんが息を吐いた。その勢いのまま、グラスに残っていたカクテルを一気飲みする。

「私、ああいうパーフェクトな男は観賞用か噂のネタ用でいい」

　半分くらい同調できる部分もあって、私は思わず苦笑した。

　それを聞いた新庄さんが、「え～」とテーブルに頬杖をついた。

「そりゃ緊張したけど……私はちょっとイメージ変わったな。意外ととっつきやすいっていうか……。以前東京支社にいたころの敏腕っぷりとかニューヨークでの武勇伝とか聞いてたから、すべてにおいてアグレッシブな男って思ってたけど……」

「けど？」

　その続きが聞きたい。

　私はつい身を乗り出して新庄さんの言葉を促した。

「意外と穏やか……？　いや、それもちょっと言葉が違うな」

　自分の言葉に首を傾げて、新庄さんはぴったり符合する単語を探すように目線を宙にさまよわせた。

「仕事とプライベートは別の顔なのかな」

　空になったグラスを置いて店員にお代わりを注文してから、山田さんがぼんやりと呟いた。

「残念ながら、この飲み会では高遠さんも仕事モードのままっぽいけどね」

　目を閉じて息をついてから、新庄さんはチラッと私に目を向けてきた。

「……だから、聞きたい。この飲み会って、どういう趣旨で成立したもんなの？」

「ど、どういうって……？」

「どう見ても私たちはお邪魔だったと思うのよね。本当は高遠さん、葛城さんひとりを誘ったんじゃないの？」

「えっ……」

　鋭いひと言に、ギクッと身体が強ばってしまう。

　確かに、ふたりを誘ったのは私の勝手な独断だけど……。

「……ふたりで、とは言われてない」

　妙に居心地悪い視線を全身でひしひしと感じながら、私は俯いてボソボソと呟いた。

「え～？　そこは空気読もうよ、葛城さん！」

　少し酔いが回ったのか、山田さんは強気な口調でドンとテーブルを叩いた。

「末端社員の私たちでも、高遠さんが超多忙な男だってことは知ってる。そんな男がプライベートで飲みに行こうって誘ってきたのに、仕事モードで過ごさせたら申し訳ないじゃない！」

「う……」

　トロンとした目で私を睨みながらも、山田さんの言葉はものすごく的を得ている。

　そうだ、山田さんの言う通り。高遠さんは、今夜の予定をキャンセルしてまでプライベートで飲みたいと言った。それが私とふたりで……かはともかく、私の判断のせいで結局高遠さんは仕事の顔を崩さずにこの時間を過ごしている。

　私とふたりだったら、高遠さんはプライベートの姿になれたのかな？

　そう考えると嬉しいような照れくさいような、よくわからない気持ちでくすぐったくなる。

　私の心の葛藤を読みつくしているかのように、新庄さんはジーッと遠慮なく私を眺めた後、ニイッと微笑んだ。そして、いそいそと荷物をまとめて立ち上がる。

「そうと決まったら、出るよ、山田さん」

「え？」

　腕を引かれた山田さんが、目を丸くして新庄さんを見上げる。

　その行動に、私も焦った。

「そんな、ちょっと待って……」

「あのねえ、話聞いてた？　今からでも遅くないから、ちゃんと高遠さんをリラックスさせてあげなさい！」

　聞いてた。聞いてたからこそ、こんな話題の後でふたりきりにされたくない！

　立ち上がってふたりを止めようとしたとき、「あれ」と短い声が聞こえてきた。

「もう帰るの？」

　首を傾げながら席に戻ってきた姿に、ふたりの行動がピタッと止まった。

　そんなふたりに訝いぶかしい視線を投げながら、高遠さんは私を呼んだ。

「葛城さん、悪いけど、急きゅう遽きょ仕事に戻ることになった。ここの会計は俺がもつから、ゆっくりしていって」

「えっ」

「じゃ。……ふたりも、今日はありがとう」

　まさに帰ろうとしていたふたりに丁寧にお礼を言って、高遠さんはさっさと自分の荷物を抱えると、そのまま大股でお店の出口に消えていった。

　それを完全に見送って、勢いを削がれたように新庄さんも山田さんも再び席につく。

「これから仕事……って」

　目を瞬かせながら、山田さんが左手首の腕時計を見つめた。

　私にとっては、驚くことじゃない。でも、今夜の予定は全部キャンセルしたはずなのに、どうして……。

　私は、もう見えない背中を脳裏に描いた。

「……奢らせちゃうのは、ものすごく気が引ける……けど」

　新庄さんも小さな声で逡しゅん巡じゅんしてから、チラッと私を見やった。

「もうちょっと話したいとこだったし、ここからは女子会にするか」

　明るく宣言されて、私もホッとして頷いた。

　ただ、明日会ったら高遠さんになんて言って謝ろうかと、そればかり考えていた。





＊　＊　＊






　予想以上に高遠さんの気分を害してしまったことを身に沁しみて実感したのは、翌朝出社してすぐだった。

『奢ってもらうわけにはいかないじゃない！』と新庄さんと山田さんから預かったお金に自分の分をプラスして、白い封筒に入れて差し出した私に、高遠さんはひと言、「律義だな」と呟いて肩をすくめた。

　そんな高遠さんを見つめながら、私はスウッと大きく息を吸い込んだ。

　ひと晩ずっと考えた謝罪の言葉を切り出すためだった。

　なのに高遠さんは私にひと言も言わせることなく、「あ、そうだ」となにかを思い出したように、椅子から立ち上がった。

「今日から外出の同行はしなくていい。葛城さんはここに残って、書類仕事と電話番してて」

　私に向けられたのは、予想すらしていなかった冷たい宣告だった。

　その理由を聞こうとした私を完全にシャットアウトして、高遠さんはそのまま執務室を出ていってしまった。

　謝罪することも、理由を聞くこともできず、午前中はずっと執務室でひとり仕事を続けた。

　その間、ずっと悶もん々もんと考えた。

　高遠さんの突然の態度豹ひょう変へんの原因は、昨夜のことくらいしか思い当たらない。確かに私は高遠さんとふたりきりになるのを避けてしまったけど、そんなに怒らせてしまうことだった？　謝罪すらさせてくれないほど、気分を害してしまったの？

　そう考えたら、説明できない焦りばかりが広がってきた。




「……で？　どうしようと悩んでいるのはわかったけど、俺にどんな答えを求めてるんだよ」

　ランチ休憩の時間。私は加瀬君を丸の内に呼び出して、イタリアンレストランの片隅で、悶々とした胸の内を吐き出していた。

「はっきり言って、そんなぶつ切りの状況を羅列されたところで、俺にはなんのアドバイスもできん」

　呆れたように呟いてから、加瀬君はアイスコーヒーのストローをくるくる回してひと口吸い上げた。

「加瀬君、冷たいよ」

「じゃあ逆に聞くけど、お前が俺だったらどう解釈できるんだよ？　『ちょっと接近して親近感湧いてきました』『プライベートで飲みに誘われました』『せっかくだから親しくなった女子社員ふたりも誘いました』『そうしたら外出の同行を拒否されました』。……なにがどう『どうしよう』なのか、そもそもどうして『どうしよう』なのかもさっぱりわからん」

「う……」

　確かに、加瀬君の口から客観的に聞くとその通りだ。

　藁わらにもすがる思いでつい加瀬君に相談したけど、際どい部分を絶妙に端折って話したせいで、私でもなにが言いたかったのかよくわからない。

「……つーか。飲みに誘われるほど懐に潜り込めたなら、別に外出の同行なんかできなくてもいいんじゃね？　高遠さんが留守の間に書類やらなにやら調べることだってできる。派遣期間もあと二カ月くらいしかないんだし、いつまでも高遠さんに引っついてるよりは、社内でもっと調査したほうがいいと思う」

　テーブルに頬杖をついて私をジトッと見つめる加瀬君の言葉も、本当にいちいちその通りだと思う。

　それでも納得できないのは、私の気持ちの問題だとしか言いようがない。そしてそれを全部省いて話したせいで、加瀬君の返事が私には納得できない。

「お前の報告……。『スタッフがたかってた』と『社員へのセクハラ疑惑』だったよな。裏付け証拠を求めるなら別の社員に当たるべきだろ。それともなに？　もっともっと親しくなって、高遠さんに直接真偽を聞き出すつもりなのか？」

「それは……！　確かに無理に決まってるんだけど」

「だったら、これ以上高遠さんに接近する必要はない。むしろこの辺で制御しておけ。あんまり深入りすると、後々ろくなことにならなそうだし」

　加瀬君がそう言ったタイミングで、メインのパスタが運ばれてきた。

　お互いの前に湯気の立つパスタのお皿が置かれるのを眺める沈黙の間、私は加瀬君の言葉を自分の中で噛み砕いて考えていた。

　深入り。制御。その微妙なラインの匙加減が判断できない。

　店員がテーブルから離れていくと、加瀬君は早速フォークを手に取った。「うまそう」と声を上げて、フォークにくるくるとパスタを巻きとっていく。

「お、うまい！　迷ったけどこっちにしてよかったわ。お前の春キャベツとアンチョビのほうはさっぱりしててうまそうだな」

　食べ物を前にして、おもしろ味のない話は無粋だとでも言うように、加瀬君はいつものテンションで振る舞う。

　そんな加瀬君についていきたくても、私の心には高遠さんが引っかかっていてどうしても乗り切れない。

「……食えよ。冷めるぞ」

「……うん」

　言い聞かせるように促されて、私もノロノロとフォークを手に取った。数本のパスタを巻きとって、小さく口に運ぶ。

　そんな私を正面から窺い見て、加瀬君は一瞬黙り込んでから、ハアッと小さな息をついた。そして意を決したように顔を上げて、私の名前を呼ぶ。

「葛城、もしかして、もう手遅れか？」

「え？」

　なにを聞かれたのか理解できず、私は惰性で顔を上げて首を傾げた。

　加瀬君は私の反応を確認してから、「高遠さんのこと」と呟く。

　私にはますます意味がわからない。

「好きになっちゃったのかって聞きたいんだけど」

　ためらう様子もなくサラッと聞かれて、私は一瞬目を丸くした。それから一拍遅れて、「ええっ!?」と驚きの声を上げた。

「なっ、なに言ってるの!?　加瀬君っ」

「うわ……めっちゃ動揺してるし。もう制御不可能なとこまで行ってたのか」

「変なこと言わないで！　好き……なわけないじゃない!!」

　動揺する私とは真逆に、加瀬君の言葉は冷静さを強めていく。

　その分だけ私の態度に不自然さが増す気がして、私は気持ちを落ち着けようとアイスティーのグラスを手に取った。一気に何口かストローですすって、そしてむせる。

「ごほっ……」

「バカか。なに慌ててるんだか。あのな、むしろお前も一般的な女と美的感覚は変わらないんだなって、俺は安心してるよ。だって、高遠さんって超イケメンでパーフェクトな男なんだろ？　仕方ない仕方ない」

　まるで歌うような節をつけて言いながら食事を進める加瀬君。

　私は顔を真っ赤にしながらも、必死に言い訳を繰り出そうとした。なんとかむせが治まって、一度大きく呼吸してからテーブルを叩いて、「違うよっ」と声を上げる。

　加瀬君はチラッと私を上目遣いに窺い見た。

「か、からかわないでよ。そんな感情、抱いてない。……たとえそうだとしても、仕方ないで済ませられることじゃないよね。だって私は――」

「スパイだから？」

　冷静で短いひと言に、私の声は遮られた。

　頬杖をついて私の反応を観察する加瀬君に、ゴクッと息をのんでから小さく何度か頷いた。

「出会いの裏目的は潜入。騙して懐柔するための接近。そりゃ、後ろめたくなるよな。罪悪感もいっぱいだよな」

　早口な言葉がとても辛辣に聞こえる。

　でも加瀬君の言う通りだから、私は唇を噛んで頷きながら俯いた。

「罪悪感が強くなったのは、相手に忠実でありたいって、お前が願ってるから」

「……え？」

「最初の一週間で、英語を勉強しようかな、なんてお前が言い出した時点で、ヤバいかもって思ってたんだ。でもまさかこんなに早く……とは思ってなかった」

　自分の言葉に勝手に納得していく加瀬君に、私は必死にブンブンと首を横に振った。

「誤解……ひどい誤解だよ、加瀬君。私、本当にっ……」

　そう言いながら、言葉に詰まって黙り込んだ。

　加瀬君はフウッと息をついて、フォークをまたくるくると動かし始めた。

「わかった。それなら葛城の言う通りでいい。俺もこれ以上お前の気持ちに踏み込むようなこと言わない。だけど……」

　意識的に言葉を切って、加瀬君は私が顔を上げるのを待っている。

　沈黙に導かれるように、私は強ばった顔を少しだけ上向けた。

「お前の報告を聞いて、こっちでも過去のスタッフになんとか話を聞こうと動いてる。不利な事実は素直に話すと思えないけど、こっちでも疑惑の裏付けは並行してるから」

「……うん」

「できるだけ早くウェイカーズからお前を引き上げられるように準備はしてる。だから、さ……」

　真剣な瞳を私に向けた後、加瀬君は微妙に私から目線を外した。

　その態度が気になって、私はおずおずと顔を上げて加瀬君を正面から見つめた。

「……こんな真似させて、ごめんな」

　ドクンと胸が騒いだ。

　どうして謝るの。これは私が部長から受けた任務だし、最終的には私だって納得した上で始めたミッションなのに。

「やだ……どうして加瀬君が謝るの。私も加瀬君も仕事のために動いてるだけじゃない」

　こんなふうに謝られたら、私が辛い思いをしているみたいに聞こえる。

　そうじゃない。そうじゃないの。高遠さんを騙してるのだって、任務のために私が自分で考えて行動した結果。外出に同行させてもらえなくなって焦るのは、やっと近づけた高遠さんに遠ざけられたのが単に悔しいから。それだけのことだから。

「……社内で情報収集を進める。だから、お願い。早く私を会社に戻して」

　揺れる心を抱えたまま、今望むのはそれだけ。

　私のお願いに、加瀬君は「ああ」と頷いた。




　高遠さんが執務室に戻ってきたのは、午後三時を過ぎたときだった。

　入ってくるなり小さく息を吐いてネクタイを緩ませ、そのまま上げた目線で私の姿を捕えて、一瞬わずかに目を見開いた。

「なんだ……。いたのか」

「お疲れ様です。『いたのか』って……まだ業務時間中ですし、留守番を命じたのは高遠さんじゃないですか」

「そうだっけ」

　朝、自分が放った命令をまったく覚えていないような言い方に、私は苦笑した。

　私がどんなに悩んだかなんて、きっと心の片隅でも気にしていなかったんだろう。

　私の前を横切って自分のデスクに向かう高遠さんを見やってから、私はデスクの上でギュッと手を握りしめた。そうして、緊張を静めるように大きく息を吸った。

「あの……。昨夜はすみませんでした」

　椅子に座った高遠さんが、チラッと私に視線を向ける。それを意識しながら、私は手に力を籠めた。

「なんのこと？」

「高遠さんの意向を確認せずに、国際部のふたりを誘ってしまったことです」

　早口で返事をしてから、反応を窺うように横目を高遠さんに向けた。

「……ああ」

　否定されないから、わかってしまう。高遠さんは私とふたりでって意味で誘ってくれたんだってことを。

　その意味を深読みして、ドクンと心臓が音を立てた。

　それでも私は気づかないフリをする。

「でも、ふたりとも楽しんでくれました。今までの高遠さんのイメージが変わったとも言ってて……」

　明るい声で伝えると、「そう」と短い返事が返ってくる。

「……はい」

　伝えるべき言葉はそれだけ。私は黙ってパソコンに視線を向け直した。

　高遠さんは黙ったままだ。

『そうか』でも『なんだそれ』でもいい。ひと言でも言ってくれたら、この会話は自然に切り上げることができるのに。

　高遠さんはデスクから身体の正面を逃がした角度で、腰を下ろした椅子をユラユラと揺すっている。

「……あの、コーヒーでも淹れますね」

　無理やりこの場の空気を変えようとして、私は軽く腰を浮かせた。なのに「いい」という短い制止の声に、立ち上がれなくなる。

　私から視線を外したままの高遠さんがなにを考えているのかわからない。これまでのように勢いで踏み込むこともできず、私は次にどんな行動を起こせばいいのか迷う。

「……俺の意向を無視した。それを謝ることはできるのに、詫わびる行動はとらないんだな」

　相変わらず私には視線を合わせずに、高遠さんが呟いた。

「え……？」

「普通だったら……。次回の埋め合わせの提案でもしてくるもんだと思うんだが」

　静かにそう付け足してから、高遠さんが椅子ごと身体を私に向けた。腕組みしながら、斜めの視線をぶつけてくる。

「そ、それは……」

　なにを求められているのか直感して、私は口籠った。

　そのまま俯く私に焦れたような溜め息をついて、高遠さんは長い足を組み替えた。

「あの男……。あんたのなんなんだよ」

「え？」

　突然の質問が、一瞬なんのことだかわからなかった。

「昨日の昼間、来てた男。……この間も見かけた」

　律義に言い直された言葉に、思考を巡らせるまでもない。『昨日の昼間』というキーワードで、誰のことを言ってるのか合点した。

「あれは……派遣会社の担当者で」

　頭に加瀬君の姿を思い浮かべながら、短い言葉で返事をした。

「業務フォローで面会に来てるんだろう？　そのくらいはわかってる」

「それなら、どうしてそんな聞き方するんですか」

　心の動揺を隠すように、無理やり笑みを浮かべて、そのままはぐらかすつもりだった。

「ずいぶんと親しそうだったから」

　私の目もく論ろ見みは、高遠さんの淡々とした声にのみ込まれる。

　顔が強ばったのを意識しながら、なんとかごまかそうと私は目を瞬かせた。そんな私を見やる瞳がなんだかとても冷たくて、私は慌てて俯いた。

「親しいって、そんなこと……」

「担当だからって、そんなに何度も会ってるわけじゃないだろう？　それほどよく知らない男に誘われて、気軽に約束できるような女なのか、あんたは」

「そんな……！　違います！」

　高遠さんの言葉に棘を感じて、私は顔を上げた。

「でも、今日も昼に一緒だっただろ。俺もたまたま近くのレストランでランチ会合だったんだ」

「っ……」

　なにをどう見られていたのかわからない。そして高遠さんがどう捉えたのか。

　だけど、そんな軽い女だと思われたくなかった。

　私と加瀬君は同じ会社の同期だから、ふたりで飲みに行くのもほとんど当たり前だった。もちろん、ランチだって……。

　けれど、その関係を知らない高遠さんから見たら、私たちはどう見えるのだろう。

　うまい言い訳が思いつかず、私は静かに焦っていた。どう答えたら高遠さんの誤解を解けるのか、頭を働かせるのが精一杯だった。

「昨夜……俺とふたりが嫌だったんだろ？　だから警戒して、わざわざ国際部のふたりを巻き込んだ」

「それは……だって、ふたりとも高遠さんと話したいって言ってたから……」

「俺が誘ったのは、あんただけのつもりだった」

『本当は高遠さん、葛城さんひとりを誘ったんじゃないの？』

　昨夜新庄さんに言われた言葉が胸をよぎって、答えるべき言葉を見失った。

　そんな私に苛立ちを隠しながら、高遠さんは勢いをつけて椅子から立ち上がった。スラックスのポケットに両手を突っ込んで、そのままゆっくり私に瞳を向けてくる。

「あ……」

　今までに感じたことのない危険信号が打ち鳴っているのがわかる。

　私の些さ細さいな仕草も見逃さない。そんな鋭い視線に心が怯んだ。

　そのままこっちに足を踏み出す高遠さんの不穏な空気に、心臓がドクンと一度大きな音を立てた。

「あ、のっ……！　私、コーヒー淹れてきます」

　どうにかしてこのギスギスした空気にメスを入れたかった。

　とにかく今は、お互いに頭を冷やして時間を置いたほうがいい。

　他に打開策が見つからなかったから、かなり無理やりなのを承知で、私はクルッと椅子を回転させた。急いで立ち上がって、近づいてくる高遠さんに背を向けようとして……。

「逃げるなよ」

　行く手を阻むように、私の目の前に腕が伸びてきた。その腕が大きな音を立てて、私のデスクに落とされる。

　一瞬ビクッと身体をすくめてから、私は恐る恐る顔を上げた。

　私の斜め前の位置に立った高遠さんの腕が、私を通せんぼするようにデスクに置かれている。

「ど、どいてください」

　初めて会ったころと同じ冷たい瞳で、高遠さんは私をねめつけるように見下ろしていた。

　ドキドキと、心臓がやけに大きな音で騒ぎ出すのを自覚した。高遠さんから逃げるように、彼の身体を回り込もうとしたとき……。

「きゃっ……」

　それより一瞬早く、私の進路を遮るように高遠さんがもう片方の腕をデスクに突いた。

　二本の長い腕に囲い込まれて、私は無意識にゴクッと息をのんで一歩後ずさる。

　身動きできるのは、あまりに狭いわずかな空間。私のお尻はすぐにデスクにぶつかって、それ以上の逃げ場を失ってしまった。

「た……かとお、さん……」

　心臓は、怖いくらい高鳴っていた。

　私が見出したシャイな一面の片へん鱗りんすらも感じさせない態度。だからこそ、高遠さんが相当怒っているのが感じられる。

　なんて言えば高遠さんが落ち着いてくれるのか、私にはまったく想像もつかなかった。

　あまりに近すぎる距離に、どこに視線を合わせていいかもわからず、私は身体を震わせた。

「嘘言え。今だって、逃げようとしてる」

「それは……！　お互い少し冷静になったほうがいいって思って……！」

「俺は、このままでいい」

　ピシャッと言いのけて、高遠さんは目を伏せた。そして言葉を続ける。

「冷静になったら……こんなこと、聞けなくなる」

「こんなこと、って……」

「あの男が本当に葛城さんの彼氏じゃないのか。……そんなことが気になる自分がよくわからなくて、認めたくなかったんだけど」

　早口で吐き出すように言ってから、高遠さんはキュッと唇を引きしめた。

「……気になって仕方ないのに、うやむやにしたままじゃ……俺はあんたの前で、この先ずっと冷静になり切れない」

「っ……！」

　グッと身体の距離を狭められて、本能的な怯えに声を上げそうになった。

　それより一瞬早く、高遠さんは私の顎を掴んでグイッと持ち上げた。

「高遠さ――」

　名前を呼んだ声は、最後まで音を保てずに掻き消された。

「……好きだ」

　振り絞るような、掠れた低い声。

　聞き返す間もなく、身体を屈めた高遠さんの影が私に落ちてくる。

　大きく見開いた私の瞳に、目を細めて接近してくる彼のキレイな顔が妙にぼやけて映った。

「……!!」

　まるで噛みつくように強引に唇が押し当てられた。ありえない熱い熱が伝わってくる。

　一瞬、なにが起きているのかわからなかった。

　次の瞬間、すべての思考回路が燻くすぶって停止した。その分だけ、与えられている感覚が妙にリアルに感じた。

　顎を支える手の力と、唇を貪る感触に全神経が集中してしまう。ドクンと、鼓動が大きくリズムを乱した。

　高遠さんは自分の身体で私の退路を完全に阻んだまま、火が点いたような勢いで、何度も角度を変えて唇を触れ合わせる。

「……っ」

　なにもかもが苦しい。

　必死に顔を背けて逃れようとしたけれど、高遠さんは私が逃げる方向に先回りをして唇を重ね直す。

　まるで餓えた獣に骨まで食いつくされるような錯覚に陥った。これまで私が知ったつもりでいた高遠さんからはとても考えられない乱暴な行動に、思考は完全に麻ま痺ひして、身体は抵抗を忘れて動かなくなる。

　どれくらいの間、そうやってキスを交わしていたのか。高遠さんの唇が吐息を漏らしながら離れていったとき、私はただ呆然と高遠さんを眺めるしかできなかった。

　ほんの少し見上げた位置に見える高遠さんの唇は濡ぬれていて、言いようもないくらい艶っぽい。おかげでそこばかりに目が行ってしまう。

　私の無意識の目線に気づいたのか高遠さんは頬を赤らめて、手の甲で乱暴にグイッと唇を拭った。デスクから手を離すと勢いよく私に背を向けて、そのまま大股で執務室を横切っていった。

「あ……」

　その背中を目だけを動かして追いかけた。呼び止めなきゃと思うのに、まともに声が出ない。

「ごめん」

　私を振り返ることもないまま、高遠さんはドアに手をかけて小さな声で呟いた。

「あんたの言う通り、冷静になるべきだな。……俺のほうが出ていくよ」

　素っ気なく言って、高遠さんは音を立ててドアを閉めて出ていってしまった。

　一切の物音が消えて、高遠さんの気配も感じられなくなる。私の身体に、失われていた時間が戻ってくる。

　ハッと引きつったような息を吐いた後、中途半端に腰かけていたデスクから身体を起こして体勢を整えようとした。なのに足に力が入らなくて、私はその場にペタンと座り込んでしまう。

　嵐のように訪れて去っていったキスの余韻は、私の鼓動にはっきりと刻み込まれていた。これ以上打ち続けたら壊れてしまいそうで、私は自分の身体をギュッと抱きしめた。

「……嘘」

　どうしようもなく揺れて震える声が、耳に届いた。そこに宿る戸惑いを意識して、胸がキュンと締めつけられる。

『好きだ』

　告げられたのは、短いシンプルな言葉。だからこそ、私の心に真っ正面から突き刺さっていた。

　高遠さんの声を心の中で反はん芻すうしたとたん、カアッと頬が熱くなるのを感じた。

「う、そ……」

　思わず漏れた声を抑えるように、私は両手で口を押さえた。

　高遠さんが私のこと……？

　短い言葉だけなら聞き間違いだと思えたのに。それを払拭するかのように、私の唇にはリアルすぎる感触が残されていた。

　私は、高遠さんを騙してるだけなのに。『好きだ』なんて、あんなまっすぐに心をぶつけてもらえるような人間じゃないのに……。

　三カ月過ぎたら、私は高遠さんの元から去って本来の業務に戻っていく。その後はきっと、高遠さんとの接点はどこにもないはず。だって、この任務自体が特殊で異例なものだから。

　戸惑いが大きすぎて、思考回路がまたパンクしそうになる。

　そんな中、私は自分の気持ちすらわからなくなっていた。

『揺れたらダメだよ』と私を諌める声が、心の奥底から聞こえてくる。それとは真逆に、高遠さんの気持ちを嬉しいと思う純粋な気持ち。

　私はどっちに忠実になるべきなんだろう。

　加瀬君。こうなってしまったら、私はどうしたらいいの……？










ミッション―６ 溺愛せよ！




　カフェから出ると、サアッと雨の音が耳に届いた。ぼんやりと頭上を振り仰ぐと、額の真ん中にポツッと冷たい水滴が落ちてきて、思わずギュッと目を閉じる。

　再び開いた私の瞳に映るのは、グレー一色の都会に雨を降らすどんよりとした空だった。

　ついてないな……と思いながら、止みそうにない雨の勢いに溜め息をついた。

　止むのを待ったところで意味があるとは思えない。それなら潔く濡れてしまうのもありだと、私は水溜りのできたアスファルトに足を踏み出した。

　ほんの数歩歩いただけで、雨の冷たさに震える。

　ノロノロと歩く私を追い越して、サラリーマンが腕で雨を避けながら走っていく。

　私も急ぐべきなのかな。五月に入ったとはいえ、朝夕はまだ肌寒さを感じる季節だ。この雨にまともに濡れていたら、風邪をひいてしまうかもしれない。

　わかっていても、駅までの五分ほどの距離を急ぐ気にもなれない。私はつい立ち止まって、後方の空を振り返った。

　何本か通りを隔てたこの位置からでも、ウェイカーズ証券が入居しているビルはよく見える。オフィスフロアの電気はまだいくつかついている。あの中には、三十階の高遠さんの執務室の灯りもあるのだろうか。

　あの後――。

　高遠さんは、私の定時時間を過ぎても戻ってこなかった。

　特に残ってやるべきこともなかったのに、高遠さんの顔を見ずに帰るのをためらって、私はしばらく待ってみた。だけど一時間、二時間……が過ぎて、午後七時半を回っても高遠さんは戻ってこなかった。

　もしかしたら私がいる間は戻ってこないつもりなのかもしれない。

　そう感じて、後ろ髪を引かれながらも私は執務室を出てきた。

　オフィスを出て一度は駅に向かった。でもまっすぐ帰る気になれなくて、目に止まったカフェに立ち寄った。

　コーヒーを飲みながらぼんやりと過ごして、その間もずっと高遠さんのことばかりを考えていた。

　気づくと、時計の針はもう午後九時を示していた――。

　この時間なら高遠さんも執務室に戻ってるだろうか。

　ビルを眺めたまま、私はギュッと手を握りしめた。

　このまま帰って明日いつも通り出社しても、高遠さんは今日のように私を避けようとするだろう。もしかしたら明日だけじゃなく、しばらくずっと私と顔を合わせようとしないかもしれない。

　そうやって時間が記憶を風化させてくれるのを待とうとしている。そんな気がした。

　高遠さんがそのつもりなら、そうすることが正解なのかもしれない。私だっていい大人だもの。なにもなかったように振る舞うのは難しいことじゃない。

　本当に高遠さんが私を避け続けるつもりでいるのなら、私だって割り切るべきだ。

　だけど私は、納得できない。

　軽い気持ちであんなことする人じゃない。高遠さんが本心で『好きだ』と言ってくれたなら、私はちゃんと向かい合って、高遠さんに返事をするべきだ。

　それなのに、言った本人に避けられるなんて。私の心を乱して掻き回しておいて、あの言葉を冗談にするつもり？

　あなたは今、どんな顔をしている？　なにを考えている？　私にしたことを記憶から抹消しようとしてるのかな。そうやって……あのひと言も、うやむやにするつもりなのかな？

　脳裏に過った自分の考えに、私はキュッと唇を噛んだ。

　ビルを眺めたまま身体の向きをクルッと変える。大きく一歩踏み出した後、水溜りの雨水がスカートに撥はね上がるのも気にせずに、勢いよく駆け出した。




　全身をぐっしょりと濡らした姿で、私は執務室のドアの前に立った。

　総合エントランスの警備員も眉を寄せたこの格好。中に入るのをほんのちょっとためらって、自分を鼓舞するようにグッと拳を握った。そして、その拳を静かに二回ドアに打ちつけた。

「はい。……佐藤さん？　どうぞ」

　ドアの向こうから即座に返ってきた声に、ドキンと胸が騒ぐ。

　やっぱり戻ってた、と思いながら、私は一度大きく深呼吸してから静かにドアを開けた。

「もう調査済んだ？　早かったな」

　高遠さんは書棚に向かって立っていた。その手には分厚いファイルが開いた状態で載せられていて、真剣な瞳を向けている。

　ドア口に立った私を人事部長と思い込んでいるのか、長い指で書類をめくりながら、高遠さんは素っ気なく言葉を続けた。

「報告なら後で見るから、デスクに置いておいて」

　その言葉を聞いても動こうとしない私に、高遠さんはようやくファイルから目を上げた。

「……？　どうし――」

　眉間に皺を寄せながら、私にその瞳を向ける。私の姿を確認すると、ガタンと大きな音を立てて書棚に背中をぶつけた。

「なっ……！　葛城さん!?　どうして……」

　目が大きく見開かれる。

　背中をぶつけたまま動けずにいる高遠さんを見つめて、私は後ろ手にドアを閉めた。

　やっぱりずっと避けるつもりだったんだろうな、とわかってしまう。

　妙に悔しい気分になって、私は高遠さんに近づいていく。

「……ズルいです。私には避けたことを非難しておいて、高遠さんだって同じことしてるじゃないですか」

　そんな不満に後押しされるように、私は高遠さんの前に立って両足を揃えた。

　私から視線を外せないまま、高遠さんは手にしたファイルを手探りで書棚に戻した。そして私を見下ろすと、一瞬ゴクッと息をのんだ。

「……ごめん」

　観念したように、短い溜め息交じりの声が頭上から降ってきた。

「……っつーか、なんでそんなびしょ濡れなんだよ。あ、総務に行けば、タオルくらいあったはず……」

　そう言って私の前から逃げようとするその腕を掴んで、私はゆっくり高遠さんを見上げた。

「大丈夫ですから、逃げないでください」

「……逃げないよ。でも、そのままじゃ風邪ひくだろ」

「大丈夫です。私、けっこう丈夫なんで」

『大丈夫』を繰り返す私に戸惑う視線を向けてから、高遠さんは目を伏せて大きく肩で息をした。

「……本当に、なんであんたはそんなに平気な顔してられるんだよ」

　大きな手で真っ赤な顔を隠しながら、高遠さんは再び書棚に背を預けた。そのままズルズルと少しだけずり落ちて、私の見上げる角度が和らいだ。

「俺が……あんたになにしたと思ってるんだよ」

「平気なわけないじゃないですか！　ドキドキしてるし、こうやって顔を合わせることも緊張してます。ちゃんとそう言ったじゃないですか！」

　ムキになって叫ぶ私を、高遠さんは軽く上目遣いで見つめてくる。

　探るような視線に、またしてもドキンと胸が騒いだ。

「だけど……ちゃんと会って話をしないと、高遠さんはこのままずっと私を避けるって思ったから……」

「ああ、違いない。情けないけど、俺自身、あんなことした自分を忘れたい」

「あんなことって？」

「なんで聞くんだよ……」

　高遠さんは深い息を吐いて、私から顔を背けた。

「あんな強引に……。子供みたいにみっともない嫉妬をして、本当に悪かった」

　私と目線を合わせられないまま、耳まで赤くして謝るシャイな姿。

　ああ、これが私が知った高遠さんだ。

　そう思ったら、言いようもなく胸がキュンと締めつけられた。ドキドキと穏やかに、いつもより速いペースで鼓動が打ち鳴るのを感じる。それすらも微妙な緊張感を漂わせていて、なぜだか心地いい。

　私……今はなにも考えられない。

　この胸に溢あふれる熱い想い。大事にしたいのは、それだけだとわかる。

「高遠さんがそんなに忘れたいなら、私も忘れます」

　気持ちを落ち着かせながら言うと、高遠さんが少しだけホッとしたように表情を歪めた。

　それを意識しながら、「でも……」と私は付け加える。

「高遠さんが私に言ってくれた言葉だけは、忘れたくありません」

「えっ……」

　反射的にまっすぐ私を見つめた高遠さんに、ドキドキしながら微笑んでみせた。

「だって、嬉しかったから」

　高遠さんにつられて私まで頬が熱くなる。

　その理由が、いろんなしがらみを拭き散らして、怖いくらい素直な言葉になって私の口を突いた。

「私、高遠さんのこと、好きだから」

　言った瞬間、落ちた、と感じた。

　ギリギリのラインで必死に踏み止まっていたのに、いきなり足元が崩れたような、崩されたような感覚。重力に負けて落ちてしまえば、行きつく先はただの一カ所しかない。

「……好き、です」

「っ……」

　自分で噛みしめるようにもう一度繰り返す私に、高遠さんは目を丸くして、ゴクッと息をのんだ。

　その反応を見て、言いようもない達成感が満ちてくる。

「……すみません。言いたいことはそれだけです。……明日からは私を避けたりしないでくださいね」

　一生懸命笑顔を作って、高遠さんに軽く頭を下げた。背中を向けて、今度こそまっすぐ帰ろうと一歩足を踏み出す。

「ちょっと待てっ」

　焦ったような声が私の足を止めた。

　振り返る前に、後ろからギュウッと抱きしめられた。ドクンと心臓が騒ぐと同時に、高遠さんが私の肩に顔を埋める。

「……マジで？」

　耳元で聞こえる不信そうな声に、私はわずかに首を動かした。頬に高遠さんの髪の感触が伝わってくる。

「冗談でこんなこと言えませんよ……」

　拗すねたように頬を膨らませて呟くと、「ハハッ」と乾いた笑い声が聞こえた。そして、身体に回された腕に力が籠るのを感じた。

「……よかった」

　振り絞るような声からは、安あん堵どの色が滲み出る。

　私は高遠さんの腕に両手をかけて、顔を埋めた。背中をその胸に預けると、高遠さんが私を抱え直してさらに力を強めるのが伝わってきた。

　なにもかもが完璧なエリート。それが、みんなが知ってる高遠さんの姿。

　でも、私は知ってる。本当は不器用で、シャイな一面があるってことを。

　そんな高遠さんが、今とてもとても愛おしい。

　なんとも言えない淡い熱情が胸に充満していく。

　強い腕に抱きしめられる幸せに、私はそっと目を閉じた。





＊　＊　＊






〝恋人〟になったとはいえ、高遠さんの仕事が激務なことに変わりはない。

　平日はこれまでと同じように昼も夜も仕事して、お昼ですらランチ会合や上司との約束が入ったりして、一緒にいられるのは仕事中だけ。いくら仕事の鬼といっても少しは変わるかな、なんて考えていた自分を慰めてあげたい。

　呼び方だって相変わらず『葛城さん』か『あんた』で、私も『高遠さん』のまま。ほんの少しも甘い雰囲気は漂わないどころか、むしろ今まで以上に意識的に公私混同を断じる空気が感じられて、何時間一緒にいても高遠さんはぶれない。

　初めて迎えた週末は、遠方の取引先で不幸があって、高遠さんも休日を潰して参列した。

　おかげで、十日以上経っても私には恋人になった実感がまったく湧かない。

　あのとき感じた幸せが本当は夢だったんじゃないかとすら思える、絶妙なまでの放置に、少しは構ってくれてもいいじゃない、と不満は尽きなかった。けれど……。

　流暢に英語やドイツ語を操って電話対応する姿も、会議の席で眉間に皺を寄せながら部下の報告を聞く姿も、見惚れてしまうくらいカッコよくて。こんな人が私のことを好きだって言ってくれたんだなあ、とほんわかした気分になってしまうあたり、私の恋人としての自覚も不十分なんだろう、と思った。

　だって……見ているだけで幸せだと思う自分もいる。仕事とはいえ、いつも一緒にいられるだけでも、私はとても恵まれているんだ。

　ワガママになっちゃいけない。恋人だからこそ、これまで以上に高遠さんを支えなきゃ。それが、私にできることだと思った。

　初めての恋人らしい時間は、その次の週末のディナーだった。

　その日も明け方まで仕事をしていて、朝出社して顔を合わせた高遠さんはちょっと疲れた顔をしていた。それでも、夜に予定していたテレビ会議が昼過ぎにキャンセルされると、私をディナーに誘ってくれた。

　突然のお誘いは嬉しかった。

　高遠さんが急遽予約してくれたお店は、三カ月は予約のとれないはずの三ツ星レストランで、もちろんディナーは最高だった。

　レストランを出たのは午後十時を回ったころ。これが平日なら、そのまま『送っていくよ』と言われたとしても、素直に頷いて従えたと思う。

　だけど明日は特に予定のない土曜日だし、普通の恋人同士だったら当たり前にこの後は……と考えたら、私は高遠さんに『お疲れ様でした』とは言い出せなかった。

『もう少し、一緒にいたい』

　高遠さんのほうからそう言ってくれないかな、とチラチラと何度もその姿を盗み見した。

　だけどレストランを出た後も、高遠さんはなにも言わない。それが癖になっているように、軽く左腕を持ち上げて手首の時計で時間を確認するだけ。

　私が後ろからガン見する視線にも気づかずに、顔を上げて路地を通り抜け、大通りに向かって歩いていく。

『まだ、帰りたくない』

　私から言ったら、高遠さんはどんな顔するだろう。驚いて目を丸くして、それからカアッと頬を赤らめる……かな？

　高遠さんの反応を予想して、それはそれで微笑ましくてキュンとする。だけど……。

　彼の言葉を待っていたら焦れるだけだ、と思った。

　気持ちを通じ合わせてから十日以上経って、ようやくの〝初デート〟。このまま食事だけで終わるなんて寂しい。だって、次はいつこんなふうにふたりでゆっくり過ごせる日が来るんだろう？

「あ、あの……」

　高遠さんから誘ってくれないなら、私が積極的にぶつかるしかない。

　一世一代の勇気とばかりに私は大きく息を吸って、ずっと向けられたままの広い背中に声をかけた。

　そのとたん、高遠さんが小さく肩をすくめながら、クシュンと一度くしゃみをした。

　反射的に口を閉じて、そう言えば昼間もくしゃみしてたな、と思い出した。

　昼間だけなら流せたけれど、二度目ともなると体調が心配だ。だからやっぱり……ワガママになっちゃいけない。

「あ、ごめん。なに？」

　軽くズッと鼻をすすってから、高遠さんの声が返ってくる。

　それを聞きながら、私は勇み足の自分をどうにか制御した。

「……風邪ですか？　いつも執務室でうたた寝ばかりしてるから。……この週末はちゃんとゆっくり休んでくださいね」

　後ろから声をかけると、「ハイハイ」と軽く受け流される。

　……あ～あ。もうちょっと一緒にいたかったな……。

　心の中でガッカリしながら、相変わらず自分に無頓着な高遠さんに不満を募らせて、思わず頬を膨らませた。

　そんな私の心情が見えているかのように、高遠さんはクスッと笑って、一歩私のほうに足を踏み出して立ち止まった。

「心配？」

「当たり前じゃないですか。だって高遠さん、絶対に私の言うこと聞いてくれないし」

「信用ないなあ、俺」

「だったらもう少し身体を労ってください」

　高遠さんは亀みたいに首をすくめて黙り込むと、再び前を向いた。

　視線の先に、目指していた大通りが開けてくる。

　もう、本当に自分のことには無頓着なんだから……。

　次のデートはいつかな、と深い深い溜め息をつきたい気分だった。

　ちょうど走ってくるタクシーを見つけて、私は気持ちを切り替えるように身を乗り出して手を挙げた。

　私たちの前でタクシーの後部座席のドアが開く。

　高遠さんの腕を引いてシートに乗せると、彼は私を上目遣いで見つめた。

「乗らないのか？」

「ここからだと逆方向になっちゃうんで。それほど遠くないし、電車で帰ります」

　そう言って笑ってから軽く頭を下げたとたん、思いっきり腕を掴まれ、タクシーに引っぱり込まれた。勢い余って高遠さんの膝の上に倒れ込み、焦った私を無視してドアが閉められる。

　頭上で高遠さんが涼しげに、「用賀まで」と行き先を告げるのが聞こえた。

「えっ!?　た、高遠さん……？」

「そんなに信用できないなら、一緒に来て監視してくれていいよ」

「え」

「ていうか、本当に大丈夫だし」

　そんな言葉を聞きながら、私はなんとか身体を起こした。

　走り出したタクシーのシートに背中を吸い寄せられるのを感じながら、私はチラッと高遠さんを横目で見やる。

　監視って……どういう意味で言ってるんだろう。このまま高遠さんの家に行って、彼が眠るまでそこにいたら、私はどう考えても帰れなくなる。そうしたら、泊まるって事態になってしまうわけで……。

　長い足を少し窮屈そうに組んで腕組みしながら、高遠さんは私に「ん？」と首を傾げてみせた。

　その普通すぎる様子に、私は慌ててブンブンと首を横に振る。そして、無駄にドキドキと高鳴り始めた胸の鼓動を意識して、そっと手で押さえた。

　一応これって、初めてのお家訪問なんだけど……。それなのに、こんな平然としてるってことは……。高遠さんには全然深い意味はなさそうだし、邪な私が意識しすぎなんだろうか。

〝恋人の夜〟を妄想した私は、肩を落として息を吐いた。

　高遠さんは私に怪訝そうな瞳を向けている。全然いつもと変わらない透き通った瞳。

　不謹慎な期待にドキドキしていた私が、痛い人間のような気分になる。

　やっぱり高遠さんのこの様子じゃ、明らかに深い意味なんかない。

「なんでもないです」

　不ふ埒らちな思考を見透かされたくなくて、私は窓の外に目をやって顔を隠した。

　私は高遠さんを心配して一緒に行くだけ。ひと晩泊まることになっても、恋人の夜にはきっと程遠い。

　そう自分に言い聞かせる。そしてなんとか落ち着きを取り戻そうと、ほんの少しだけガッカリした気分に陥りながらも、私はずっと黙ったままでいた。




　閑静な住宅街のど真ん中。

　タクシーから降りた私は目の前の立派な一軒家を見上げて、ほおっと息をついた。

　料金を払って後から降りた高遠さんが、そんな私を見てクックッと笑っている。

　背後で、タクシーが走り出す音が聞こえた。

「なに呆けてるんだよ。ほら、入れ」

　立ちすくむ私を追い越して、高遠さんは門に手をかけた。そして奥の玄関に向かっていく。

　私は慌ててその後を追った。

　大きく開いたドアを手で押さえながら、高遠さんは私を玄関に誘ってくれる。

「こんな立派な家があるのに、週末しか帰らないってもったいないですね」

　素直な感想を言った私に、高遠さんは肩をすくめながらドアを閉めた。

「そうか？　税金がかかるだけの無駄な建物だと思うけど」

「そんな現実的なこと言わないでくださいよ。私、がんばって高遠さんのスケジュールを少しでも楽にしますから。そうしたら、平日もここに帰ってこれるでしょう？」

　廊下を先に進んでいく高遠さんの背中を追いながら、私もヒンヤリした木の床に足を踏み出した。

　高遠さんは突き当たりのドアを開けて壁に手を滑らせて電気をつけると、少し身体をどけて私を中に入れてくれた。

「わあ……」

　思わず感嘆の声を上げてしまう。

　ほとんど誰も住んでいない家なのに、リビングの家具はとても立派だった。

　何十インチかもわからない大画面のテレビに、品のいいダークブラウンのふたり掛けソファが二脚。入って右側の壁には立派な暖炉があって、子供のころ夢中で観た海外アニメに出てくるお金持ちの子供の家を思い出した。

「素敵！　私子供のころ、こういうの憧れたんですよ！　日本の家で見られるなんて思わなかった！」

　ついはしゃいで暖炉に駆け寄る私に苦笑しながら、高遠さんは上着を脱ぐと無造作にソファに放り投げた。

「なんか飲む？」

　少し声が遠くなっていくのを感じながら、私は振り返った。

　カウンターキッチンの奥に進んでいく高遠さんの背中がチラッと見える。

「あ、いいえ。いらないです。なにも」

「そ？」と短い声が返ってくる。

　カウンター越しに姿を現した高遠さんは、蛇口からグラスに水を注ぐ。そのまま喉を仰け反らして一気に飲み干した。

　フウッ息をついて口元を手の甲で拭う仕草に、思わずドキッとしてしまう。私は慌てて目を逸らした。

　よく考えたら……私、ここに来たところで、高遠さんのなにをどう監視すればいいんだろう？

　そう首を傾げたとき、高遠さんが近づいてくる足音が聞こえて、一瞬ギクッと身体を強ばらせた。

「ん？　どうかしたか？」

「いえ、な、なにもっ」

　反射的に答えながらも、暖炉の前でしゃがんだ体勢のまま振り返れない。

　私ってどこまで煩悩の塊なんだろう、と自分を諌めながら、なんとか気持ちを抑えて立ち上がった。

「ほ、ほらっ！　高遠さん、ちゃんとお風呂に入って、ゆっくり休んでください」

　パン！と乾いた大きな音を立てて手を叩いてから、私は大きく振り返った。

　私の少し前で向き合っていた高遠さんが、キョトンと目を丸くしている。

「この時間から？　面倒くさいな」

「そ、それならシャワーだけでも！」

「……じゃ、一緒に入るか？」

　突然向けられた言葉が信じられずに、私はバカみたいに何度も瞬きをした。

　高遠さんは私の反応をおもしろそうに見つめている。

「なっ……！　冗談よしてください！」

　ハッと我に返って、声が引っくり返るのを感じながら、勢いよく背を向けた。タチの悪い冗談に、ドキドキどころかドッドッと心臓が打ち鳴っている。

「あのな……。まさか本当に俺の行動を監視するためだけにここまでついてきたのか？」

　心底呆れたような声が背中から聞こえる。

「えっ……」

「週末の夜に家に誘われた時点で、ある程度の覚悟はしてほしいもんだけど」

　クスッと笑いながら、高遠さんは後ろから私を抱きしめた。

　思わず息をのんだ私の反応を確認しながら、高遠さんは私の髪を指先で梳すいて、そのまま頬に滑らせてくる。そんな仕草が妙に妖しくて、いつもの高遠さんらしくなくて……。

　さっきどこかに追いやった不謹慎な期待が再び心に返り咲いて、軽くパニックに陥りそうになった。

「だ、だって……。高遠さん、風邪気味で……」

　自分を落ち着かせるためにも、顔を俯けたまま小さな声でそう言った。

「お気遣い、どうも。でも、大丈夫だって言ったろ？」

　低い声で呟くと、高遠さんは肩越しに私を覗き込んできた。

　ものすごい至近距離に、それだけで身体がビクッと震えた。

「子供じゃないんだし。男の下心は察してほしいもんだけどな」

「えっ？」

「……そういう反応されると、次の行動に踏み込めなくなるんだけど」

　そう言って苦笑すると、高遠さんは横目で私を見つめてくる。

　プライベートの時間なのに仕事中と同じ強い瞳を向ける高遠さんに、私は硬直したまま反応を返すのも忘れてしまった。

　そんな私に、高遠さんはフッと眉を寄せた。

「おかしいな。……俺にはあんたの考えてること、ひしひしと伝わってきたんだけど」

「え？」

「もう少し一緒にいたい、って」

　耳元で囁かれて、私の鼓動が一度大きくリズムを狂わせた。

「俺の勘違いだったのかな」

　溜め息交じりの声に、私は思わず素直に声を上げた。

「勘違いじゃないっ……」

　思いっきり振り返るとすぐ目の前に高遠さんの顔があって、カアッと頬が熱くなる。

　そんな私に目を丸くした後、高遠さんは少し顔を俯けて肩を揺すって笑い出した。

　手の平の上でいいように転がされている感覚に、私は思わず頬を膨らませた。

　それでも高遠さんは笑ったまま腕を緩めて、私の肩に手を置くとクルッと回転させる。

　真っ正面から向き合わされて、気恥ずかしくて反射的に俯いた。そして取り繕うように言葉を探す。

「でも……高遠さん疲れてるし」

　高遠さんは黙ったまま私の髪を軽く掻き上げてくれる。

「は、初めてデートらしく過ごせたから、このまま帰りたくないって思ったけど、ワガママ言って困らせたくなくて……」

　高遠さんの仕草があまりに優しくて甘いから、虚勢で隠した私の心は簡単に瓦解されていく。

　恥ずかしい想いを一気に口にして黙り込んだ私に、高遠さんはフッと息を吐いて笑った。

「ごめん」と短く呟く。そして、「でもさ……」とすぐに言葉を続けた。

「ワガママ言えるのは、彼女の特権だと思うんだけど？」

　咎めるような口調で呟いて、高遠さんは私の頬を両手で押さえると、グッと覗き込んだ。

　力任せに顔を上向けられて、私はただまっすぐ高遠さんを見上げる。

「言っただろ？　もっと甘えろって」

　ほんの少し頬を赤らめながら、高遠さんはこつんと額をぶつけてきた。

　上目遣いに見つめられて、私もその瞳を見つめ返す。

「……本当に？」

「バカ。疑うなよ」

「もっと一緒にいたい、って。……そう言っていいの？」

　勢いに任せて言うと、目の前で高遠さんがフワッと笑った。そして、小さく何度か頷いてくれる。

「ていうか、それ、全然ワガママじゃないだろ。……むしろ半分以上、俺の願望っていうか……」

　そう呟いて言葉を尻すぼみにする高遠さんと、真っ正面から視線がぶつかる。私は軽く吹き出して、クスクスと笑い始めた。

「どっちのワガママだか、わからないですね」

「ワガママじゃない。……お互いに同じ思いなら、いっそ本能に任せればいい」

　そう言って、高遠さんは私の額に軽くキスをした。

　そのぬくもりを追いかけて、目線を上向ける。

　高遠さんは私の頬を両手で押さえたまま、こめかみに、鼻先に、頬に……と唇を下ろしてくる。最後に軽く唇を啄ついばんでから、私たちは見つめ合った。

　なんだか妙に照れくさくて、どちらからともなく「フフッ」と笑った。

　高遠さんが私の耳に唇を寄せる。

　軽く食まれる感触に、背筋にゾクッと刺激が走った。

　私の反応を確認しながら、高遠さんは私の首筋に顔を埋める。

　吸い上げられる感覚に、一瞬身体が強ばった。

　高遠さんは私を軽々と抱き上げると、リビングから出ていく。そのまま廊下を突っ切って階段を上り、一番奥のドアを肩で押すように開けた。

　小さく振り返ると、大きなダブルベッドが目に映った。

　高遠さんはためらう様子もなく、その中央に私を横たえた。ベッドに腕を突いて身体を離すと、私のブラウスのボタンを器用に外していく。そうして自分もネクタイを解いてから、シャツを脱ぎ捨てた。

　初めて見る引きしまった胸にドキッとしている間もなく、その身体が私に重なってくる。

　怖いくらい速く打ち続ける鼓動。どうしようもなく熱くなる身体。頬は上気して、高遠さんの仕草に翻弄されて呼吸が荒くなる。

　シャイな高遠さんからは想像できない、激しく熱っぽい巧みなキスと愛あい撫ぶに戸惑う余裕もないくらい浮かされて、私は注がれる熱に夢中になる。

「……希望」

　掠れた声で初めて呼ばれた名前。

　それだけで、胸の高鳴りを抑えられなくなる。そのまま、私はなにも考えられなくなって……。

　その夜、私たちは何度も繋がって何度も果てた。

　心地よく気だるい疲労感に身を委ねて、虚ろな眠りについたのは、窓の外が白み始めたころだった。




　カーテンの隙間から射し込む日射しがまぶしい。閉じた瞼まぶたの裏で煌こう々こうと明るさを増していくみたいで、私はキュッと眉をしかめた。

　今日は土曜日だもの。もうちょっとゆっくり眠っていたい。

　まどろみながら自分を甘やかして、私は百八十度寝返りを打って窓に背を向けた。同時に掛け布団が浮き上がって、少し冷たい空気が肌をくすぐった。

　朝はまだ肌寒い時期。布団にくるまって小さく身体を丸めようとしたとき、身体を包み込むぬくもりに気づいて、私はうっすらと目を開けた。

「やっと起きたか」

　頭上から声が降ってきて、一瞬身体を硬直させた。思考を働かせる間もなく、目覚めのきっかけになったぬくもりが誰かの腕だと気づいた。

「……もしかして、覚えてない、とか？」

　訝しそうな声が聞こえて、私はハッとして顔を上げた。

　目の前で、逞たくましい胸元を惜しげもなく晒した姿で高遠さんがベッドに肘をつき、こめかみを支えながら私を見下ろしていた。

「お、覚えてますっ……」

　完全停止していた思考がようやく働き始める。今の状況が一気に流れ込んできて、私はあまりの気恥ずかしさにカアッと頬を熱くした。

「それならよかった。さすがに相手にまったく覚えてないなんて言われたら、虚しい気持ちになるよな。……あんなにご奉仕してやったのに、って」

　耳元に顔を寄せ、最後のひと言だけ意味深に声を低められて、ドクンと鼓動が高鳴った。

「っ……！」

　真っ赤な顔を布団に隠すように身体を丸める私を見やって、高遠さんはクスクス笑いながら身体を起こした。

　そおっと布団から顔半分だけ出すと、高遠さんが上半身裸のままで窓辺に向かって歩いていく姿が見える。

　高遠さんはカーテンを勢いよく開けて、その身体いっぱいに太陽の光を浴びた。

　朝の光に縁どられて金色に光って見える身体の輪郭は、この世の生物とは思えないくらいキレイで、私はポーッとその背中に見惚れてしまう。

　つられるように身体を起こすと、気配に気づいたのか、高遠さんはゆっくりと振り返った。そして、ちょっとはにかんだ柔らかい笑顔を私に向けた。

「おはよう」

「お、はよう、ございます……」

　布団を口元まで引っぱり上げて、伏せ目がちにモゴモゴと返事をした。しっかり覚醒してしまうと、改めて顔から火が出るくらい恥ずかしい。

　高遠さんのキレイな背中には、昨夜私が付けた爪の痕が残っていた。

　高遠さんは小さく笑ってから、ベッドに戻ってくる。端っこに腰かけて、上半身を捻るようにして私を抱き寄せた。そのまま額に軽く唇を落とす。

「まだ眠い？　俺は短時間睡眠に慣れてるからいいけど、あんたはまだぼんやりしてるな」

「それは……」

　高遠さんに、見惚れてたから。

　そんな恥ずかしいことをポロッと口走りそうになって、私は慌てて口をつぐんだ。

　高遠さんは蕩とろけてしまいそうなくらい優しい瞳を向けながら、私の髪を指先に巻きつけて遊んでいる。そのまま、黙る私をジーッと観察した後、小さく肩をすくめてベッドの端に深く座り直した。

「……いっそ……今日は一日中このままでいようか」

「えっ？」

「普段あれだけ働いてるんだから、休日くらい自堕落になっても許されるだろ」

　彼らしくないことを言いながら、高遠さんは再びベッドに身体を滑り込ませた。ギュウッと私を抱きしめながら、体重を預けてくる。

　普段の姿があれだけパーフェクトだからこそ、その言葉にも普通に流されそうになる。思わず目を閉じかけて、私はハッと我に返った。

「だ、ダメです！　そんなの、精神衛生上よくないです！」

　身体に回された手の動きに意味を感じて身体を強ばらせると、慌ててその腕から擦り抜けた。振り返ると、高遠さんがとても不満そうな瞳で私を見上げている。

　その瞳についクラッとしながらも、私は高遠さんに背を向けた。

「……なんで……そんなに余裕なんですか」

　この場をしのぐように呟いたひと言は、ひと晩中ずっと心にはびこっていた本音だった。

　肩をすくめる私に、高遠さんは「ん？」と小さく呟く。

　目線だけで振り返ると、さっきと同じようにベッドに肘をついて、私を斜めの角度で見上げる瞳とぶつかった。

「なに言ってるんだ？」

「だって……。昨夜も今も全然照れくさそうじゃないし。私ばっかり……」

　こんなにドキドキしてる。

　モゴモゴと消え入りそうな声で呟くと、高遠さんはほんのちょっと目を丸くした。

「心外だな……。俺が冷静に機械的にあんたを抱いたとでも思ってるのか」

「そ、そうじゃなくて……」

　説明しようにも、頭によぎる昨夜の記憶を言葉にするのすら恥ずかしかった。

　だってあんなに……。

　思い出すと、頬が熱くなる。

　私を抱いた高遠さんは、仕事中の姿そのままに力強くてちょっと強引で。なんていうか、私の予想を裏切る激しさに、ほんの少し戸惑っていた。

　それでも夢中にさせられてしまった自分を封印してしまいたい。

　心の中で葛藤する私を見抜いたのか、「ああ」と短く呟いた高遠さんはベッドを軋きしませて身体を起こした。私を後ろから抱き寄せると、腕の力を強める。

「ひゃっ……！」

　背中に高遠さんの胸のぬくもりを感じて、身体を震わせた。

　私の反応を眺めながら、高遠さんは意地悪に腕の力を強める。

「逃げるな。これが動かぬ証拠だから、ちゃんと感じろ」

「え？」

「……好きな女には、強気でぶつかりたい。それでも冷静にはなり切れないし、胸の鼓動だけはごまかせない」

　その言葉を頭の中で理解したとたん、背中に伝わってくる高遠さんの鼓動の速さに気づいた。

「あ」と声を上げると、高遠さんは私から顔を隠すように首筋に顔を埋めた。

「……希望」

　掠れた小さな声に、ドキンと胸が高鳴った。

　昨夜、この腕に翻弄されながら、何度も耳元で名前を囁く声を聞いた。

　仕事中は呼ばれることのなかった名前。高遠さんの声で紡がれただけで怖いくらいに感じた幸せを、今また心に刻み込まれる。

「……今日は、ずっとこうしてたいな」

　その上、こんなふうに甘えられたら、私はもう拒む言葉を見つけられない。いや、そもそも拒む気持ちすらまったくなかった。

「……もう」

　子供の悪戯に負けた母親のような気分。愛おしさばかりが勝って、その行動を窘めようという気持ちはまったく湧き上がってこない。

「……航平」

　昨夜、与えられる熱に犯されながら、狂ったようにその名を呼んだ自分を思い出す。

　その想いが伝わったのか、高遠さん――航平は、一瞬ピクッと指を動かした。

「……精神衛生上よくないのに、甘やかすんだ？」

「仕事中はいつも私のほうが甘えてるから……休日くらい、甘やかしてあげます」

　肩を強ばらせながら強がる私に、航平は肩を揺すって笑った。

「一応聞くけど、これって俺だけのワガママなのか？」

　首筋を撫で上げた手が、頬に触れて止まる。その手にわずかに力が籠って、私は航平と至近距離から見つめ合った。

「……ううん」

　この瞳の前では、私はなにもごまかせない。自分でも驚くくらい素直に首を横に振っていた。それから少しだけ身をよじって、航平の唇に自分の唇を重ね合わせる。

「私も……今日は航平とずっとこうしていたい」

　触れ合わせた唇を動かして、そう呟いた。

　それを合図にするように……。

　航平は、とびきり甘い野獣になる。










ミッション―７ 撤退せよ！




　ランチタイム真っただ中のカジュアルレストラン。

　せかせかとオーダーを聞いてテーブルから離れていく店員を見送ってから、ほんのりレモン味の水を口に含む。

　真っ正面から向けられる湿っぽい視線に、私はおずおずと目線を上げた。

「……新庄さん、なにかな？」

　探られる感覚が居心地悪くて、私はぎこちなく笑いながら新庄さんの言葉を促してみる。

『待ってました』と言わんばかりに、新庄さんがこっちに身を乗り出してきた。

「……葛城さん、私たちに報告してくれたよね。高遠さんと付き合うことになったって」

「う、うん……」

　敢えて報告しようと思ったわけではなく、すごい勢いで質問攻めにあったから根負けしただけ。航平と付き合い始めて一週間経ったころに、私はランチの席でたどたどしく告白した。

「あれを聞いたとき、私は少なからずショックだったのよ。なんでウチの社が誇る極上のイケメンを派遣社員の葛城さんに持っていかれちゃうかなあ、って」

「う……ごめんなさい」

「謝らないでよ。優越感に浸ってるように聞こえる」

「ご――」

　条件反射で『ごめんなさい』と繰り返しそうになって、私は肩をすくめて唇をキュッと引きしめた。

　私と新庄さんのやり取りを聞きながら、山田さんがクスクス笑っている。

「葛城さん、気にしなくていいよ。だって葛城さんを選んだのはウチのエグゼクティブなんだし。新庄さんも単にうらやましいだけだから」

「あ、なによ～、それ」

　山田さんのほんわかした言い方に、新庄さんは一瞬唇を尖らせる。そしてチラッと私を見やると、フウッと大きく肩で息をした。

「あのね。私はそれでも祝福してるわよ。だって、別に私が本気で高遠さんと……なんて夢にも思ってなかったわけだし。この間一緒に飲んだときに、高遠さんが葛城さんに好意持ってるのはわかったしね」

「じゃあ、なんでそんな不機嫌なの？」

　質問したのは私ではなく山田さんだった。

「だって、けっこう時間経つのに全然それらしい噂を聞かない！」

　力説してドンとテーブルを叩く新庄さんに、私と山田さんは顔を見合わせて目を瞬かせた。

「な、なに言ってるの？　当たり前じゃない。むしろ、そんな噂が立つほうがマズいし……」

　言い返した言葉は正論だと思う。

　いくら私が〝派遣社員〟でも、社内での恋愛沙汰は隠すのが鉄則のはず。私の意識はなんか間違ってる？

　助けを求めるように山田さんを見やると、山田さんもうんうんと頷いてくれる。

「なに言ってるのよ！　せっかくのオフィスラブ、せいぜい私たちも楽しませてほしいのに、葛城さんってば、ここんとこずっと私たちとランチ一緒だし、相変わらず仕事は定時上がりだし」

　頬をぷうっと膨らませる新庄さんに、私も山田さんも呆気に取られた。

「つまり……新庄さんは、ふたりに公然とイチャイチャしてほしいんだ？」

　山田さんから探るように問いかけられて大きく頷く新庄さんに、私は口に含んだ水を吹き出しそうになった。

「ちょっ……！　なんてこと言うのよっ」

　ゴホゴホと堰せき込みながら顔を真っ赤にすると、新庄さんは腕組みをしてグッと背筋を伸ばした。

「だってさ。仕事中はずっとそばにいられるおいしいポジションなのにもったいない。『なに考えてるのよ』って言いたい」

「仕事中は仕事のこと考えてますっ」

　それのなにが間違っているのよ、と思いながら、私は軽く新庄さんを睨んだ。

　それでも新庄さんは怯む様子もなく、むしろ呆れた瞳を向けてくる。

「いくら秘書でも、社員じゃなきゃ噂は聞かないのかな。……高遠さんって、近々アメリカ本社に戻るって噂があるんだよ」

　それを聞いて、私は反論する気を失った。

　そう、私は人事部長から聞いて知っていた。

「正直なところ、今までの噂が噂だったし、それまで遊んで過ごすのかなって前は思ってた。でもこの間話してみて、そういうタイプじゃないだろうなって感じたの」

　新庄さんに真面目な顔をして言われると、ぶっ飛んだ言葉にちゃんと意味があったことに気づいた。

「……心配してくれてる？」

　上目遣いで訊ねると、新庄さんはそっぽを向いた。

　代わりに山田さんがテーブルに頬杖をつきながら呟いた。

「そっか……。今の状況じゃ、遠距離恋愛になるか別れるか、答えは二択ってことか」

　山田さんが挙げた選択肢に、ズキッと胸が痛んだ。

　黙り込んだ私に気づいて、山田さんが慌てたように「ごめん」と身を乗り出した。

「付き合い始めたばっかりなのに、別れるとか不吉なことを……」

「う、ううん」

　慌てて浮かべた笑顔がぎこちなかったのは自分でも感じる。それでもなにも言えずに俯きかけると、新庄さんが「コラッ」と私を叱った。

「だから焚たきつけてるんじゃない。葛城さんはもうひとつの選択肢を高遠さんに匂わせればいいのよ」

　いきなりニッコリと笑う新庄さんに、私は戸惑って顔を上げた。

『もうひとつの選択肢』……。別れるか遠距離恋愛、その二択以外に考えられるのって……？

「ああ、結婚だ！」

　ポンと手を打ってシレッと口に出す山田さんに、新庄さんは悪戯っぽく「その通り」と同意する。

　私は大きく目を見開いた。

「えっ！　……ちょ、ちょっと……」

「付き合い始めたばっかりなのに……とか言うつもり？　なにを悠長なこと言ってるのよ。ただでさえ忙しい人なんだから、辞令が下りる日なんてあっという間に来るわよ」

「それは……」

　確かにその通りだ。

「だからこそ、仕事中だろうがなんだろうが、もっと接近すべきなのに。なんで当人同士がこんなにのんびりしてるんだろうなって思ったら、こっちのほうが焦ってくるよ」

　妙に説得力のある言葉に、なるほど、なんて納得してしまう自分がいる。

　だからといって仕事中まで接近なんて、普通に考えてできっこない。なんせ航平は仕事の鬼だ。付き合い始めてからは、むしろ今まで以上に意識してオンオフの区別をつけようとしている。私もそれでいいと思っている。

　だって、仕事中の航平が休日のままの姿になったりしたら……。

　ついそんなことを考えて、私はカアッと顔が赤くなるのを感じた。

「……あれ。なにかな、その反応」

　私の反応を新庄さんは目ざとく見つける。

「え!?　『なに』って、なに!?」

　思わず声を裏返して叫ぶ私を見て、山田さんが呆れたように溜め息をついた。

「葛城さんって、いちいち反応わかりやすすぎ。どうせ、〝オフ〟の高遠さんが〝オン〟で現れた場合のことでも考えたんでしょ」

　鋭すぎる……。

　顔を真っ赤にしたまま口籠る私に、新庄さんは目をキラキラさせてググッと乗り出してくる。

「ええっ！　聞きたい！　実は意外と奥手なのかなって思ったりしたんだけど。〝彼女〟がその反応ってことは、もしかしてやっぱり、そういうとこは……」

「黙秘権発動します！」

「えええ～っ！　気になる～!!」

　それっきりこの話題には貝になる私に、新庄さんはとてもとても不満げで、あらゆる手を尽くして聞き出そうとしてきた。

　それを必死にかいくぐりながら、私はせっせと食事を進める。

　私たちはまだ付き合って二週間ほど。当然結婚なんて考えてない。だけど、そう遠くない未来に航平がアメリカに行ってしまうことは、一般社員の間でも周知の事実。それなら、このタイミングで彼女になった私の立場は……？　もしかして、本当に〝結婚相手〟とか？

　連想ゲームのように浮かび上がった言葉に浮き足立ちそうになりながらも、心の奥底で私は冷静になる。

　浮かれ続けちゃいけない。だって私は業務命令を受けて潜入しているスパイなんだから。

　目を背けていたかった事実が、こんなときだからこそ存在感を示すように私の心に広がっていく。

　私がここにいる意味――最初の出会いから、航平を騙してるんだということを忘れたわけじゃない。




　新庄さんも山田さんも相変わらずテンションが高いまま、オフィスビルまでの地下通路をのんびりと歩いている。

　いつも明るいふたりと過ごすのは楽しい。でも今の私の心の中には、どんよりとした罪悪感が沸々と音を立てて燻っていた。

　このまま契約満了を迎えて本来の仕事に戻っても、付き合い続けるのは難しいことじゃない。だけど、いろんな嘘を重ねることになる。今でさえこんなに胸が痛むのに、どう平気な顔しろというんだろう。

　それ以上に、もし私が現れた理由を知ったら航平はどう思うんだろうと考えたら、どんどん気持ちは重くなっていく。

　ふたりの会話をぼんやり聞きながら、前方に見えてきた総合エントランスを意識して、私はバッグからＩＤカードを取り出した。

　自動改札に向かって一歩足を進めたとき、私が向かうまさにその方向から、航平が歩いてくるのが見えた。

　周りにいるのは白髪交じりの立派な身なりのオジサマやロマンスグレーの外国人で、ウェイカーズ証券の重鎮たちだというのは私でもひと目でわかる。そんな中、ひと際若くて堂々とした航平の姿は若きエグゼクティブの貫録十分で、私は思わず立ち止まった。

　航平も私に気づいて、「あ」と口を丸くした。周りの紳士たちにひと声かけてから、大股で私に近づいてくる。

「希望、よかった。デスクにメモを残してきたんだけど……」

　そう言いながら私の前で立ち止まると、航平は口をつぐんで私の少し後方に目を向けた。そして咄嗟に口元を手で隠しながら、「……葛城さん」と呼び直す。

　ハッとして振り返ると、数歩後ろで新庄さんと山田さんがニヤニヤしながら私たちの様子を見守っていた。

「が、外出ですか？」

　慌てて取り繕いながら訊ねると、「うん」と返事が返ってくる。

「急遽予定が入って、一時間ほど留守にする。次の予定には支障はないはずだけど、もし戻れなければ対応を頼む」

「わかりました。行ってらっしゃい」

　軽く頭を下げると、航平はわずかにはにかんだ。私の横を大股で通り過ぎて、先を進む重鎮たちに追いついていく。

　その一部始終を遠巻きに眺めていたふたりが、少し間を置いて私に駆け寄ってきた。

「……『希望』だって」

「言い直すあたりが、ちょっと秘密っぽいよね」

　やっぱり聞かれてた。

　意地悪に覗き込むふたりの視線から逃げるように、私は一歩先に進んだ。

「ほら、仕事！　仕事！」

　半分自分に言い聞かせるようにＩＤカードをかざして改札を抜ける。

　小走りに追ってきたふたりは、まだからかい足りないのか、私の前に軽く回り込んできた。

「な、なに？」

　進行方向を遮られて、少し怯みながら立ち止まる。

　そんな私に、ふたりはニコッと笑った。

「高遠さん、思わず素で呼んじゃったって感じだったよね」

「あ～、うらやましい！　超ラブラブじゃないっ」

　ふたりは大げさに溜め息をつくと、立ちつくす私を置いてさっさとエレベーターホールに向かっていく。

　慌ててその後を小走りで追いかけると、上向きの三角ボタンを押した新庄さんが私を振り返った。

「心配しなくても、もうひとつの選択肢、高遠さんは考えてるかもしれないね」

「えっ……」

　さっきまでの会話を思い出して、引っくり返った声が口を突いた。

　クスクス笑いながら、山田さんが一番先にエレベーターに乗り込んだ。

「そうなったら海外ウェディングかなあ。そりゃそうか、高遠さんのご家族って海外だもんね」

　開ボタンを押して私たちを待ってくれながら、山田さんはほおっと息を吐いた。

「ちょっ……。飛躍しすぎ！」

　先走るふたりの妄想が嬉しかったけど、私は俯きながら言い返した。

「え～」と焦れたような声を発する新庄さんが最後に乗り込んで、山田さんは閉ボタンを押す。

「そうでもないと思うよ。だって、私たち今まで高遠さんのいろんな噂を聞いたけど、結局それって、あくまでも噂でしかなかったし……」

　狭い空間の中で三人だけになって、山田さんが軽く私を振り返って話を続ける。

「ときどき社内で見かけるときも、あんな柔らかい表情をしてるの見たことなかった。この間も思ったけど、さっきの高遠さん見たら、もう絶対。葛城さん、本当に愛されてるよ」

　ストレートな言葉に息をのんで、私はカアッと赤くなった。

「山田さんっ！」

　咄嗟に声を上げると、新庄さんも私の隣で頷いていた。

「大丈夫！　自信持って愛されなさいよ。山田さんだけじゃなく私から見ても、葛城さんは高遠さんにとって一番の女だからっ」

　言いながらＶサインを向ける新庄さんに、私はドキッとして口をつぐんだ。

　俯く私が照れていると思ったのか、ふたりは意味深にフフッと笑いながらそれ以上は言わずに黙った。

　その間、私は新庄さんに言われたことが心に大きく引っかかっていた。

『自信持って愛されなさいよ』

　できることなら、私だってそうしたい。航平のまっすぐな心に、私だって胸を張って応えたい。愛されることに自信を持ちたい。

　俯いたまま、身体の脇に垂らした手を無意識にギュッと握りしめていた。




　その日の午後、相変わらずアポなしで突然フラッと加瀬君が現れた。

　だけど私には好都合だった。

　受付から電話をもらって、私は執務室を飛び出した。そして加瀬君との面会の場になっている受付隅のソファに向かっていく。私に気づいた加瀬君が立ち上がるのを見つけて駆け寄った。

『よっ』といつも通り軽く笑いかけられると思っていたのに、加瀬君はなぜだか難しい顔をして私から目を逸らした。

「……どうしたの？」

　普段と全然違う様子に、私の勢いも削がれてしまう。探るように声を低めると、加瀬君は辺りを憚るようにサッと目を走らせてから、フウッと息をついてソファに座った。

　私も黙ってその隣に腰を下ろす。

「加瀬君？」

　なんだか胸騒ぎがして、私は加瀬君に呼びかけた後、促すように言葉を切った。

　辺りには誰もいないのに、まだ加瀬君は話すのを躊躇している。

　その様子に、続けて声をかけるのをためらった。

　私が緊張していることに気づいたのか、加瀬君はぎこちない笑みを浮かべた。

「ごめん。……あのさ。明日、休み取ってスタッフパワーに来れないか？」

「え？」

　突然のお願いに、目を瞬かせた。

「ちょっとここじゃ、話しづらくて……」

　そんな緊張する話じゃないから、と声だけは明るく取り繕って、加瀬君は私を見つめた。

「な、なに……？」

　ここで話せない上、仕事を休んで社に来いだなんて、きっとよほどの内容だと思う。

「なにかあったの？」

　問いかけながら、ドキドキと心臓が騒ぎ出すのを感じる。

　ごまかすつもりもないのか、加瀬君は焦って言い訳することもなく、組み合わせた自分の両手を見つめながら軽く身を屈めた。

「……ちょっと、雲行きが怪しくなってきた」

「え？」

「このまま葛城を潜入させるのは、危険かもしれない」

「……なに言ってるの？」

　付き合いは長いけど、こんな真剣な表情をする加瀬君は珍しい。それだけに言いようもない不安が胸に湧き上がってきて、私は思わず加瀬君の腕を掴んだ。

「どうして？　なにかあったの？」

　不安を隠せずに聞き募る私に軽く視線を向けてから、加瀬君はグッと顔を上げた。そのまま目線を少し横に向けて、キュッと口元を引きしめる。

　その様子が気になって私も同じ方向に目を向けた。すると……。

「あ……！」

　ドキッとした瞬間、無意識で立ち上がった。

「こう……高遠さん！」

「え？」

　私が発した声に目を丸くして、加瀬君も慌てて立ち上がった。

　私と加瀬君がまっすぐ見つめる先で、航平が涼やかな目をして立っている。

「あ、あのっ……！」

　私の隣で一瞬ゴクッと唾を飲み込んでから、加瀬君は航平に向かって大股で歩み寄っていく。航平の前で足を止めると、上着の胸ポケットから名刺を取り出した。

「私、スタッフパワーの営業をしております加瀬と申します。こんな形で初めてのご挨拶、申し訳ありません」

　背中を見るだけで、加瀬君が相当緊張しているのがわかる。

　それとは真逆に、航平は素っ気ない。

「ああ」と呟いて名刺を受け取ると、航平も加瀬君に名刺を差し出した。

「ウェイカーズの高遠です。初めまして。……葛城さんには、いつも助けられています」

「え。アイツが？」

　深窓のエグゼクティブを相手に緊張しているのか、加瀬君が目を丸くしてポロッと口を滑らせた。

　その声に慌てて、私はふたりに駆け寄った。

　加瀬君の上着の裾を軽く引っぱると、彼もハッとしたように口を閉じる。

「高遠さん、留守番中だったのに出てきちゃってすみません！　加瀬さんの用件は済んだので、私もすぐに戻りますね！」

　この前、加瀬君とふたりでいるところを見られたときに航平がすごく不機嫌になったのを思い出して、私は一歩前に踏み出した。

　あのとき、航平は加瀬君に嫉妬したと言った。航平の誤解を招いた相手と一緒にいるところを見られるのは、私のほうが落ち着かない。

「いや、いい」

「え？」

　横を通り過ぎて先に執務室に戻ろうとした私の腕をグッと掴んで、航平が私の歩を止めた。

　驚いて振り返ると、航平はスッと私から手を離す。

「彼は仕事で葛城さんに会いに来てるんだろう？　だったら思う存分仕事させてやれ。私は次の予定があるから先に戻る」

　素っ気ない言い方と表情は、エグゼクティブとしての表向きの航平。プライベートの彼の甘さを知ってしまっても、こんな表情を見れば、自然と背筋が伸びる。

「は、はい！　ありがとうございます！」

　思わず姿勢を正して、背を向ける航平に頭を下げた。

　そんな私の隣に並んで、「高遠さん！」と加瀬君が航平を呼び止めた。

　ガラス張りの自動ドアの前に立った航平が、ゆっくりと威厳を感じさせる仕草で振り返る。

　その姿を見慣れている私でも、ドキッとしてしまう。

「あのっ……。後日ゆっくりお話しさせてください。都合のいい日時をお教えいただければ、私のほうはいくらでも予定を調整しますから」

　隣の加瀬君を見上げると、その顔は見慣れないくらい真剣で、〝担当〟としての責務を一身に背負っているのが伝わってくる。

　加瀬君が今までどんなにがんばっても、航平と面会する約束を取れずにいたことを思い出す。

　同業者だからこそ、私は加瀬君の苦労がわかる。

　だから、加瀬君にちゃんと返事をしてほしい。

　そんな思いがよぎって、私も加瀬君と同じ目線で航平を見つめた。

　航平は軽く上体を振り返らせた姿勢のまま、ポケットに手を突っ込んで肩をすくめた。

「……予定の管理なら、彼女に任せてます。立て込んでないときなら、アポイント取ってもらえればいつでも構いませんよ。……じゃ」

　相変わらずスマートに呟いて、航平は小さく会釈して廊下に出ていった。

　その背中を見送った後、足の力が抜け切って、その場にしゃがみ込んでしまった。

「あ、おい!?」

　いきなりへたり込む私に驚いて、加瀬君が腕を貸してくれる。

「き、緊張した……」

　思わず呟いてホッと息をつくと、「なんで葛城が緊張するんだよ」と加瀬君が苦笑した。

　私はお礼を言いながら、その腕に掴まって立ち上がり、大きく深呼吸した。

「俺のほうがもっと緊張したっての。……ていうか、あれが高遠さんか。何歳だっけ？」

「三十二歳」

「俺たちの五つ上か。……なあ、葛城。俺も、五年も経てばあんなゴージャスな男になれるんだろうか」

「無理でしょ。ベースからして違いすぎる」

　遠慮なしに即答すると、加瀬君は一瞬私を睨んだ後、「だよな」と肩を落とした。

「あんな……男から見てもパーフェクトな男がいるとは思わなかった。あれじゃ、誰だって夢中になる。……スタッフが続かない理由だって、セクハラとは言わずとも、それ絡みのトラブルとしか思えないよな……」

「え？」

　聞き返した私に加瀬君はハッとしたように、手で口元を押さえた。そしていつもの明るい笑顔を作ると、私の肩をポンと叩いた。

「とにかく、明日。なんとか休暇を取ってこっち来てくれ」

「う、うん……」

「あ。お前のほうからは、なんか報告ある？」

　自分が抱えているなにかを隠すことで、いっぱいいっぱいになっている。加瀬君からは、どこか余裕のない様子が伝わってきた。

　私はグッと手を握りしめて、静かに首を横に振った。そうして、航平が去っていった廊下を見やる。

「ううん。……私も、明日ゆっくり話したい」

　意識したわけじゃないのに、妙に声が強ばっていることに気づいた。

　それが加瀬君にも感じ取れたのか……。

「……わかった」

　加瀬君は私から軽く目線を背けて、短い言葉を返した。





＊　＊　＊






　その翌日、午前十時。私は一カ月以上ぶりの自分のオフィスに出向いて、会議室で加瀬君と向かい合っていた。

「実は……。ウェイカーズの人事部長から、お前について人物照会が入ったんだ」

「え？」

　一瞬、身体を強ばらせる。

　私の反応を確認して、加瀬君は慌てたように顔の前で手を大きくかざして見せた。

「もちろん、それは個人情報保護法を元に回答できないと伝えた。ていうか、業務上必要な情報は身上書で提出してあるし、それ以上のことを派遣元が明かすわけがないのは、あっちだって知ってるはず。それでも敢えて調査するってことは……」

「わ、私、なんかしでかした!?」

　思わず頭を両手で抱え込んで声を上げると、加瀬君が苦笑した。

「いや、それならあんなにあっさり引き下がらない。明らかに、ウェイカーズ側の事情で調べているんだと思う」

　そう言われてホッとして、私は胸を撫で下ろした。

　だけど……今までの経験を踏まえても、クライアントからそんな調査が入った経験は私にもない。

「それなら、なんのために？」

　不可解な気分で首を傾げると、加瀬君も「ん」と口元を引きしめた。

「気になったから、部長にも相談した。そうしたら、過去に別のクライアント先で同じような人物照会が入ったことがあったらしくて。……結論から言うと、後日、そのクライアントは粉飾決算疑惑が持ち上がって、マスコミに取り沙汰されることになった」

「え？」

　私は思わず身を乗り出した。

　加瀬君は私の反応をしっかり確認してから、その後を続ける。

「内部告発が元だった。多分、報道される前に社内で懸案されて、〝容疑者〟をあらかじめ調査しようとしてたんだと思う」

　そういう場合、疑いを向けられるのは、日ごろから反骨心に溢れた危険分子。さらに、あくまで〝部外者〟の派遣社員だ。

　派遣元の社員として悔しいけど、実際それが現状だ。

　加瀬君の話を理解して頷きながら、今まさに自分が置かれた状況に気がついて、私は顔を上げた。

「ウェイカーズが不祥事沙汰を抱えてる……。そう言うつもり!?」

　その上、私はなんらかの疑いをかけられている!?

　私は動揺しながら立ち上がった。

　加瀬君は顔を上げて私に手をかざして、「落ち着け」と呟いた。

「こっちは捜査機関じゃないんだから、どういう趣旨の調査なのか言及するわけにもいかない。でも証券会社っていったら、割と身近でマスコミネタになりそうな話もあるだろ？　馴染みがあるところでは、インサイダー取引とか。組織ぐるみじゃなくても、末端社員が簡単に犯すことのできる犯罪」

　それなりに耳馴染みのある犯罪用語に、ドキッとした。

　派遣スタッフとしてウェイカーズ証券を訪れた初日、人事部長に書かされた誓約書がまさにそういう内容だったことを思い出した。

「まさか。……そんな」

　信じられない思いで呟くと、加瀬君も大きく息を吐いた。

「まさか、でいい。これはあくまでも俺たちの勝手な推論だから。だけど万が一そんな実態があるとしたら……葛城も俺もウチの会社も、巻き込まれることになる。上はそういう事態を回避するために、まず葛城を撤退させてから、正式にウェイカーズとの契約を見直す方針だ」

　そう言って一度言葉を切ってから、加瀬君は私を上目遣いで見つめた。

　巻き込まれる前に撤退しろと言う加瀬君の指令がやけにリアルに聞こえた。

　それは当たり前の指令だと思う。後ろ暗い背景があるとはいえ、潜入の目的はそんな犯罪じみたことではない。それが、本物の犯罪に巻き込まれてしまったら、会社として大打撃を受けることになる。

　スパイとして潜入した本来の目的を達成できないまま、私が社員として受けた〝撤退命令〟。それは会社を、そして私を守るためのもので、拒否できるものではない。

「……でも、まだ戻れない。戻りたくない」

　現状をすべて把握した上で私が意を決して放った言葉に、加瀬君が目を丸くした。

「なっ……、葛城!?」

「わ、私も相談しようと思ってたの。ねえ、加瀬君、……撤退する前に高遠さんだけには本当のこと話しちゃダメかな」

　一気に早口で言い切ると、加瀬君が戸惑った目を私に向けている。

「……なんで？　このまま黙って撤退するのが一番リスクが少ないと俺は思うけど」

　加瀬君の目が徐々に鋭くなっていくのがわかる。

　探るような視線を一身に受けて、身体が強ばるのを感じた。

「……そう、なんだけど」

　返した声が震えるのが自分でもわかる。

「私……これ以上、高遠さんに嘘つけない」

「葛城……？」

　不審そうに眉を寄せられて、心臓がドキドキと騒ぎ出すのを感じた。

　それでも言わなきゃ。

　私は一度唇を噛んでから、思いきって顔を上げた。

「今、本当のことを話して謝らないと、これから先も嘘を重ねていかなきゃいけない。たくさんの嘘でがんじがらめになる前に、本当のこと、全部伝えたいの」

「『これから先』って……まさか……。お前、高遠さんと……？」

　加瀬君が自分の言葉に半信半疑のような声を出した。

　向けられる視線がグサグサと突き刺さって、私は俯いて身を縮める。

　ごまかしはきかない。私がそう伝えた理由を加瀬君に理解してもらうためにも、今の私の気持ちを隠さず報告しなければいけない。

「ごめんなさい！　私……っ」

　勢いに任せて叫びながら、私は大きく頭を下げた。

　よほど驚いているのか、加瀬君はただ絶句している。そして私が頭を上げる前に、「マジかよ……」と溜め息と一緒に掠れた小さな声を漏らした。

　恐る恐る顔を上げる。それでも、目を合わせることができない。なにも言わない加瀬君の反応が怖い。

　私はためらいながら目線を少しだけ上向けて、加瀬君を窺い見た。

　加瀬君は大きく開いた手の平を片目に当てて目を閉じた。続けて「はあああっ」と深い息を吐いて、ソファのシートに沈み込む。

「……ごめん、なさい」

　加瀬君の反応に、謝罪の言葉しか頭に浮かんでこない。逃げるように顔を俯けて膝の上でギュッと手を握り、私は何度も「ごめんなさい」と繰り返した。

「……この間葛城と会ったとき……なんとなく嫌な予感はしたんだ。昨日高遠さんと実際に顔を合わせて、その予感はますます強まりもした。でも、そっか。……そうなっちゃったか」

「ごめん……。ごめんなさい」

　このままどこかに消えてしまいたいとすら思った。ギュウッと力を籠めて目を閉じると、目尻に涙が滲むのを感じた。

「……葛城、もういいから顔上げろ。ていうか、葛城を責められることじゃないし、人の気持ちばかりはどうしようもないよな。……まあ、そういう関係になる前に話してくれてたほうが対処のしようもあったし、もう少し待ってほしかったっていうのが本音ではあるけど」

「……ごめんなさい」

　そう言いながら、グッと涙を堪えて顔を上げた。

「だけど……こんなの、もう苦しいよ……」

　情けない泣き言だとわかっていながら、口から漏れるのを止められなかった。

　言い切ると鼻の奥のほうがツンとして、私はグッと唇を噛みしめる。

　加瀬君はそんな私をジッと見つめた後、膝に肘を乗せるとガックリとこうべを垂れた。

「……俺のほうこそごめん。お前にそこまで言わせるほど、辛い思いさせたってことだよな」

　そう言うと、加瀬君はひと際大きく声を張って「ごめん！」と私に謝った。

　私は必死に首を横に振る。

「それは……私も業務だと納得した上で引き受けたんだから。加瀬君こそ、謝らないで」

　唇を噛みしめたまま、一度鼻をすすった。人差し指の関節を曲げて目尻の涙を軽く拭ってから、私は背筋を伸ばしてまっすぐ加瀬君を見つめた。

　加瀬君も強ばった表情をわずかに緩めて、小さく何度か頷いた。それから大きくハアッと息を吐いてから、軽く身を屈めて私を斜めの角度から見つめ返した。

「他に方法がないか考えてみる。まずは、上に相談してみるよ。……もちろん、お前と高遠さんの関係は隠すつもりだけど、どうしても言わなきゃいけない状況になるかもしれない。そのときは、ごめん」

　私と自分自身に言い聞かせるように、加瀬君がゆっくり言った。

　それを聞いて、私は黙ったままで何度か首を縦に振った。

「だから……お前のほうも、もう少し待って。これ以上嘘つきたくない気持ちも、苦しいのもわかる。でも頼むから、俺が連絡するまでは勝手な行動は慎んでほしい」

「……うん」

　お互いに張りつめた表情のまま顔を向かい合わせる。そして……。

「ていうか……謎だよな」

　会議室の重たく沈んだ空気を払拭させるかのように、加瀬君は軽く首を傾げた。

「え？」

　加瀬君の言動につられて私も首を傾げると、加瀬君は大きくソファにもたれかかった。

「今までの歴代スタッフじゃなくてどうしてお前がいいのか、まったくわからん」

「……は？」

「自分自身が完璧だからこそ、女はちょっとくらい欠陥があったほうがいいのかな」

「ちょっと加瀬君、それ、どういうことよっ」

　あまりの言いように声を上げた私に、加瀬君はフッと笑った。

「その調子。多分……高遠さんはお前のそういうとこに惹かれたんだと思う」

「えっ」

　突然目を細めてそう言われて、私は思わず口籠った。

　頬が熱くなるのを感じてぎこちなく目を逸らすと、加瀬君はゆっくり立ち上がった。

「なんていうか……。バカみたいに前向きで明るいとこ？　きっと、そんな女、あの人の周りにはいなかっただろうから」

　決して褒められているわけじゃないとわかっている。だから私は頬を膨らませたまま、加瀬君を睨みつけた。

　加瀬君が肩をすくめる。

「とりあえずこっちは俺に任せて、お前はこれまで通り任務に就いて。ただし……」

　腰を上げかけた私に、加瀬君は言葉を切ってから改めてまっすぐ視線を向けた。

「くれぐれも、慎重に」

　目力を籠めて付け加えられた言葉に、私は大きく息を吸ってから静かに頷いた。
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　広いキッチンに佇んで、私はぼんやりと鍋の中を眺めていた。

　トマトのホール缶を投入したばかりだから、まだ水分が多い。小さな泡が沸々と小気味いい音を立てている。

　その音は確かに耳に届いているのに、私の意識は手元の鍋から遠のいていく。

　加瀬君から連絡のないまま週末を迎えた。

『もう少し待って』と言われた。だから気持ちを抑えて言われた通りに待った。だけど、こんな状況のまま迎える休日は生き地獄だと思った。

　航平と過ごすのが苦しい。一緒にいると言葉で表せられないくらいの幸せを感じるけれど、その分だけ本当のことを言えない辛さが増す。自分の卑怯さを思い知らされて、すぐにでも本当のことを言ってしまいたくなる。

　だから、今日の航平の誘いも本当は断るべきだった。少なくとも今週くらいは。加瀬君からなんらかの指示が入るまでは、航平と距離を置いたほうがいいことは自分でもわかっていたんだから。

　でも、できなかった。

　――今日、定時を終えて帰り支度をする私に、航平は柔らかく笑いかけた。

『今週も一緒に過ごせる？』

　予定を確認するというよりは、私の意志を探っているみたいだった。

『ごめんなさい』と言おうとして思いきって顔を上げた。それなのに、私のひと言でこの笑顔がたとえ一瞬でも曇ってしまうと思ったら、とても言葉にできなかった。

『うん』と消え入りそうな返事をして、私は身体の脇で右手をギュッと握りしめた。

　ひとりで過ごしたって、思いつめてしまうだけで状況が進展するわけじゃない。

　航平と一緒に過ごすことにそんな言い訳をしながら、手の平に載せられた航平の家の鍵を見て、キュンとしてしまう。

　私だって航平と過ごす週末を楽しみにしていたんだから、仕方ないじゃない。

『なるべく早く帰るから』

　そんな言葉に見送られて、私は航平の家に帰った。

　なにもすることがないとボーッとしてしまいそうで、途中のスーパーで手当たり次第カゴに入れた食材を使って料理を始めたのだった――。

　余計なことを考えたくない。せっかく航平とふたりきりの週末を過ごせるのに、こんな浮かない顔をしていたくない。

　そう思っているのに、少しでも気を抜くと、思考は加瀬君からの連絡に勝手に向きを変えていってしまう。

「お、なんかいい匂いがする」

　ドアが開く音と同時に声が聞こえて、ハッと我に返った。

　慌てて顔を上げると、かなりラフな格好をした航平が髪をタオルで拭きながらキッチンに入ってくる。

「ああ、サッパリした。希望もシャワー浴びてくれば？」

　タオルを肩にかけながら、航平が私に声をかける。

「うん」と頷きながら浮かべた笑顔が強ばるのを感じて、私は一度俯いた。そして鍋の中を確認するフリをして航平から顔を隠した。

「私はもうちょっと後でいい」

　買ってきたばかりのミネラルウォーターのペットボトルを冷蔵庫の中から取り出して、「そ？」と呟きながら、航平が私の後ろに立った。「なに作ってるの？」と、肩越しに私の手元を覗き込んでくる。

「えっと……カポナータ。航平、トマト好きでしょ？」

「うまそう。……ここで料理する人間を見たの何年ぶりだろ」

　航平が思い出しているのは、どのくらい前のことなのか。

　一瞬そんなことをモヤッと考え、唇を尖らせてしまう。

　そんな私の考えはお見通しなのか、航平は私から離れて、笑いながらペットボトルを傾けた。

「……二十年以上前の母親だったかな」

「嘘ばっかり！」

「本当だよ。二年前に日本に戻ってきてから……ていうか、ここ数年付き合った女はいないし」

　それを聞いて、初めての接待の席で会ったエリーさんの言葉を思い出した。

　彼女は、航平は中途半端なことをしたくないから大事な人を作らないと教えてくれた。

「……じゃあ、どうして私は？」

　思わず呟いたひと言に、航平が「え？」と軽く私を振り返る。

　その視線にハッとして、私は慌てて大きく首を振った。

「ご、ごめん！　なんでもない」

　相変わらず笑顔が強ばる。それをごまかそうとして鍋に蓋をして火加減を弱めると、まな板の上に放置していた生野菜でサラダを作ろうと包丁を握った。

「なんでもなくないだろ。なに？」

　航平はペットボトルを冷蔵庫に戻すと、フウッと息をしながら腕組みして私をジッと見つめる。

　視線を背中にひしひしと感じて、キュウリを切る手が一瞬止まった。

「……エリーさんから聞いたの」

　このまま続く沈黙のほうが苦しくなって、私は早口でそう言った。その勢いで再び包丁を動かし始める。

「エリー？　エリーからなにを？」

「……航平が大事な人を作らないのは、誠実だからって」

「……？」

「航平は仕事に精一杯で、それどころじゃないから、って」

「ああ」

　私の言葉に納得したように、航平は短くそう呟いた。それから「でも……」と言葉を続ける。

「ちょっとニュアンスが違う。仕事の割合を減らしてまで大事にしたいって思う女に出で逢あわなかっただけだ」

「っ……」

　サラリと言われた言葉を、つい深読みしてしまう。

　それって……。

　思わず顔を上げたとたん、手元でザクッと嫌な感触がした。たちまち痛みが脳に伝わってくる。

「いった……」

　反射的に左手を引っ込めた。痛みの根源を確認するように目の高さまで持ち上げる。

　人差し指の先から赤い血が流れていた。

「バカッ。見せてみろ」

　鋭い声が背後から聞こえる。

「あ、大丈夫。ちょっと切っただけ……」

　咄嗟にそう言って笑おうとした瞬間、航平が手首を握ってグッと持ち上げた。そして、なんのためらいも見せずに私の指をその薄い唇に咥くわえる。

　わずかに目を伏せた航平が軽く吸い上げる感覚が指先から伝わってくる。

　呆然と航平を見上げるだけの私の心臓が、ドクンと大きな音を立てた。

「……っ」

　ジッと見ていたら刺激が強くなりそうで、航平をまっすぐ見上げていられない。限界ギリギリで顔を大きく背けたとき、航平が私の指を唇から離した。

「思ったほど傷は深くないみたいだな。よかった……」

　かすかに血が滲む私の指先をクッと指で押さえてから、航平は私を見下ろして息をのんだ。

「……って、あのな。なんて顔してるんだよ」

「え？」

　思わず航平を見つめると、今度は航平のほうが私から目を逸らした。

「……そんな顔されたら、こっちのほうが照れくさくなる」

　ちょっと不機嫌そうな声。私の目に映る航平の耳は真っ赤に染まっている。

「ご、ごめんっ……。ありがとうっ」

　カッと頬が熱くなるのを感じながら、私は航平の手から自分の左手を勢いよく引っ込めた。そのまま航平にクルッと背中を向けて、右手でギュッと指を握りしめる。

　私の背後で、航平が無言でガシガシと髪を掻きむしっているのがわかる。

　気まずいというのとは違う。鼓動はドキドキと高鳴る一方で、私も航平も黙ったままお互いを探り合うような空気が妙に落ち着かない。

　航平を振り返れず背中を向けた状態で、私は右手で左手を握りしめたままで胸を押さえた。

　航平もなにも言わず、ただ私の後ろに立ちつくしている。

　そんな空気に焦れたのは、どっちが先だったんだろう。

「……航平」

　名前を呼んで大きく振り返ると同時に、航平の指がコンロに動いた。

　沸々と煮立っていた鍋の音が止む。

　それを横目で確認した私に、航平は「ごめん」と呟いた。

　小さな謝罪の意味を問いかける間もなく、航平が私に覆い被さるように顔を近づけてくる。そうして熱い唇が触れ合った瞬間……。

　私は、考えごとをしている余裕を失った。










ミッション―８ 降伏せよ！




　待ちに待った加瀬君からの連絡が来たのは、週明け月曜日のことだった。

　業務中でも、引出しの中で携帯がバイブした音はちゃんと聞こえた。

　画面に表示されたメールの差出人の名前を見て、開封せずに休憩時間まで我慢したのは、なんとなく……読んだ後に冷静でいられるかどうかわからないと思ったからだ。

　時計の針が正午を差すのを待って、航平にひと言断ってから、私はひとりでオフィスビルを出た。

　パン屋に併設したカフェスペースの隅っこの席に座ってコーヒーを飲みながら、ドキドキする胸を軽く押さえ、私は妙にゆっくりとメールを起動させた。

　その内容に、やっぱり、と思いながら失望する。

【この件については一切他言を禁ずる。葛城はウェイカーズ証券から撤退して、本業に復帰すること。タイムリミットは五月末。これは部長からの業務命令だ】

　少しも私の意志を汲くんでもらえない業務命令に納得いかなかった。

　すぐ加瀬君に【納得できない】とメールを送ったけど、外出中なのか返事はなかなか戻ってこない。

　休憩時間ギリギリまで待ってやっと届いたメールは、【話し合ってて思ったんだけどさ】と、なんだか憚るような一文から始まった。

　ドキドキしながらトレーを返却して、オフィスビルに戻る足を速めた。

【今回の調査って、本当は高遠さんが指示してるんじゃないか？】

　歩きながら確認したメールの直球の内容に、ドクンと胸が騒いだ。

【人事部長が独断でお前の情報を集める理由がわからない。高遠さんの命令で調査してると考えるのが一番納得いくんだけど】

　さらに鼓動は速くなる。

　加瀬君の言い分は筋が通っていると、私にもわかっている。人事部長にいい印象を持たれていないことは身に沁みているけど、ただそれだけの理由で身辺調査をするとは思えない。

　だから加瀬君に言われるまでもなく、私も心のどこかでその可能性を考えていた。

　どうして？と、疑問が後から後から湧いてくる。

　本当に航平が関与しているとしたら、こんなふうに裏から手を回して調査しなきゃいけないことってなに？　恋人なのに、私に直接聞けないこと？

　理性を保って冷静に考えようとすればするほど、心に暗雲が立ち込める。

【お前さ、それでも高遠さんに信頼されてるって胸張って言えるか？　まだ出会って二カ月足らずの人なのに、自信持てるのか？】

　そんな素っ気ない文章が、私の反論の芽を簡単に摘み取っていく。

　自信……。そんなの、どうやって持てと言うんだろう。だって私は、航平の信頼を一身に受けていい人間じゃない。

　それでも航平が好きだから、本当のことを航平にちゃんと告白したい。大事なことを隠して謝れないままじゃ、降り積もる罪悪感に押し潰されてしまう。

　それなのに、こんな業務命令はひどすぎる。秘書を辞める理由を航平になんて話せばいい？　転職すると報告したとして、その会社名と仕事内容をどう説明すればいい？

　携帯の画面を落として、そのままバッグに突っ込んだ。フッと顔を上げると、もうすぐ目の前にエントランスが見えていた。

　私はＩＤカードをかざして中に進み、エレベーターホールに向かう。ちょうど降りてきたエレベーターに乗り込んで、三十階のボタンを押した。

　ドアが閉まるのを眺めながら、私は壁にもたれかかって低い天井を見上げた。そして、ほとんど無意識で溜め息をついた。

　エレベーターが到着し、廊下に足を踏み出したとたん、私はギクッと立ちすくんだ。

　きっちりとスーツを着込んだ人事部長が、少し先のドアから出てくるのが見える。

　彼は小脇に白い封筒を挟んでいる。私に気づくと、「おや」と言いながら眉をひそめた。

「お、お疲れ様です」

　妙な緊張で顔が強ばるのがわかる。

　人事部長は軽く会釈を返しながら私の前で立ち止まった。

「ちょうどよかった。常務はご在室ですか？」

　口調だけは慇懃。向けられる視線が、心なしかいつもより刺々しく感じる。

「はい。一時から社長とランチに行かれますけど」

「そうですか。それではすぐに確認していただく時間はないですね」

　腕時計で時間を確認する人事部長。

　彼が抱える封筒になんだか胸騒ぎがして、私はそれから目を離せない。

「それ……」

　思わず呟いた私の視線に気づいて、人事部長は自分の小脇に意識を向けた。

「高遠さんのところに持っていくんですか」

　声が上擦らないように必死にトーンを抑えながら訊ねると、「ええ」と返ってきた。

「頼まれていた調査報告書ですよ」

　一度だけ、鼓動がひと際大きくリズムを狂わせた。

　思わずゴクッと息をのむと、人事部長はどこか冷ややかな目で私の反応を眺める。しかし、そんな表情をほんの一瞬で打ち消すと、今度はなぜか機嫌よさそうに笑った。

「常務からもだいぶ急かされてましたんでね。やっと報告書がまとまってよかったです」

　そう言って、私の前を通り過ぎる。

　私は立ちつくしたまま、身体中の至るところで血管が脈動してるような感覚に陥った。

　人事部長のあの言い方は間違いない。あの封筒の中身はきっと私に関する調査報告書で、今まさに航平の手に渡ろうとしている。

　ダメ、と咄嗟に思った。

　このまま航平の手に届けさせるわけにはいかない。なにが書かれているかなんてわからない。だけどどうせ知られてしまうのなら、自分の口から航平に話したい。驚きも怒りも悲しみも、予想できる彼の感情の全部を、私がまっすぐ受け止めたい。

「人事部長、待ってください！」

　思いきって呼び止めると、数歩先から人事部長が振り返った。突然の大声に驚いて、次の瞬間には眉間の皺を深める。

「なんですか。騒々しい人ですね」

「報告書は私がお預かりします。高遠さん宛の手紙や書類を開封して中を改めるのは、私の仕事ですから」

　緊張で、額に薄く汗が滲むのを感じた。心の動揺を必死に隠して人事部長の前に立つと、私は静かに手の平を上向けて差し出す。

「あいにく、これは私が常務から直々に依頼された調査です。親展扱いですので、あなたが開封できるものではない」

「それでも私がお預かりします」

　背筋を伸ばして虚勢を張りながら、有無を言わせない口調で繰り返した。

　人事部長は不快そうに目を細めて私を見やった後、苛立ち交じりの息を吐いてから、抱えていた封筒を乱暴に私に押しつけた。

「そこまで言うのなら、お渡ししましょう。必ず常務に直接手渡してください」

「お預かりします」

　私の手に渡った封筒は、それほど厚さも重みも感じられなかった。表面には、確かに赤字で【親展】と表記してある。

　人事部長は方向転換して、今来たばかりの廊下を戻っていく。

　私はその背中を見送った後、大きく深呼吸して気持ちを落ち着かせると、航平の執務室に急いだ。

　短くノックをして、勢いよくドアを開ける。

　大きく開けた視界の中央に、上着を腕にかけて立ち上がる航平の姿が飛び込んできた。

「お帰り。俺もこれから行ってくる」

　その言葉を聞きながら、私はまっすぐ航平のデスクに向かっていった。

　航平は私に目をやって、訝しそうに首を傾げている。

「どうかしたか？」

　人事部長から預かった封筒を手にしたまま、私は航平から目を逸らして俯いた。

「航平、話があるの」

　緊張で喉がカラカラに乾いていた。頭のてっぺんがズキズキと痛い。

「ごめん、俺、そろそろ出ないと」

　上着を羽織りながら腕時計で時間を確認して、航平は「あ、マズい」と呟いた。

「あと五分しかない。戻ったら聞くよ」

　航平はすれ違い際に軽く私の肩をポンと叩いた。そして、「行ってきます」と私の横を通り過ぎていく。

　今を逃したら、業務命令に背く覚悟が萎んでしまう。

　言わなきゃという気持ちだけが膨らんでいた。

「……報告書、預かったの！」

　封筒をギュッと胸に抱きしめて、私は肩を強ばらせながら必死に叫んだ。

　ドアに手をかけた航平が、「え？」と振り返るのがわかる。

「つい今、……人事部長から」

　私も振り返ると、航平が大きく見開いた目で私を見つめていた。

「調査って……私のこと、だよね？」

　ドキドキと鼓動が速まる。それでも航平の反応を見逃さないように、私は唇を噛みしめて彼をジッと見つめた。

　航平は無言のまま、ドアノブから手を引っ込めた。そして、ほんの数歩で私の前に戻ってくる。

「……中、見た？」

　頭上から問われて、私は首を振って否定した。

「そっか。じゃあ、佐藤さんからなにか言われた？」

　続く質問にも首を振る。

　恐る恐る顔を上げると、航平は困ったように視線を横に流して、口元を右手で押さえていた。

「……派遣元に、人事部長から人物照会があったって聞いたから」

　目を伏せながら呟くと、航平がゆっくり私に視線を向け直すのを感じた。

「それは、あの営業担当の男からの情報か」

「お願い、聞いて、航平！」

　小さく息を吐きながらボソッと呟く航平を、私はまっすぐ見上げた。

「……時間だから、行ってくる。話は後で聞くから」

　私を避けるように顔を背けてあっさり背を向けると、航平は再びドアに向かって大股で歩いていく。

「待って、航平っ……！」

　彼の背中を追いかけようとして、足がもつれた。

　よろけてバランスを崩す私に一瞬だけ視線を向けてから、航平はドアを開けた。

「なるべく早く切り上げてくるから」

　そんなひと言を残して、ペタンと床に膝をついた私の前で無情にもドアが閉められる。

　そこに航平の姿はないとわかっていながら、私はぼんやりと唇を開いた。

「もう、嘘つきたくないんだよ……」

　涙が零れてくる気配を感じて、私は大きく鼻をすすった。グッと天井に大きく顔を向けて、胸元から封筒を解放した。

　この激情にすべてを委ねたまま、航平に全部話してしまいたかった。なのにこうしてインターバルを設けられてしまったら、私はいやでも冷静になる。

　話してしまいたい気持ちと、黙っていなければと思う気持ち。ふたつの気持ちの間で揺れるジレンマは、すべて〝業務命令〟という言葉の効力のせい。それに逆らえないのは、私がただの雇われＯＬだからだ。

　自分のデスクに座って、私はぼんやりとパソコンを眺める。

　キーボードの上にでんと封筒を置いたのは、業務命令に縛られる自分に、今大切なことはなにか問いかけたかったからだ。

　私を調査させた報告書について、航平は否定しなかった。彼はなにを知りたかったんだろう。

　その答えが書かれている調査報告書を私の手元に残したまま、航平はいつもと変わらない落ち着いた様子で仕事に行ってしまった。

『この件については一切の他言を禁ずる』。そんな業務命令に背いてでも航平に自分で話したい。

　だけど私の昂たかぶった感情は、他ならぬ航平の手で止められた。そうして今、私は与えられた業務命令をもう一度自分の中で噛み砕く。

　今までのＯＬ生活の中で、理不尽だとか納得いかないと思う局面にはいくらでも遭遇した。それらに文句や愚痴を言うことはあっても、結局いつものみ込んできた。なぜなら、それが雇われてお給料をもらうということだから。

　出鼻をくじかれたようなこの冷却時間で、私は必死に冷静になろうとした。

　会社から下された業務命令に従って、私がここに潜入した理由は口外しない。きっと今までの私なら、それが私が選ぶべき唯一の答えだと諦めただろう。だけど……。

【お前さ、高遠さんに信頼されてるって胸張って言えるか？】

　加瀬君のメールの文章が、頭の中で明滅している。

「……私だって、自信、持ちたいっ！」

　自分に言い聞かせるように、強い声を出した。

　目の前の報告書を睨むように見つめてから、私はゆっくり立ち上がった。航平のデスクに近づいて、一瞬ためらった後、閉じられたノートパソコンの上に封筒を置いた。

　その上に、走り書きしたメモを残す。

【二、三日、休暇をください】

　今、私が大事にしたい想いは……。

　心から大事に思う人の前で、嘘偽りのない自分で在りたい。

　それが、私が自分に出した答えだった。

　デスクに格納していたバッグをしっかりと肩からかけて、大股で執務室を横切る。ドアに手をかけてから、一度だけ大きく振り返った。

　航平のデスクに置いた白い封筒が、やけに存在感を発しているように見える。その白さを目に焼きつけて、私は執務室を飛び出した。
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　渋りきった苦い表情を浮かべて黙る部長を、私は目力を緩めることなくジッと睨み続けていた。

　ひとりだけその場に立ったまま、加瀬君は妙におろおろと行ったり来たりしている。

　長い沈黙の後、なだめるように声を発したのは部長だった。

「葛城君。君もウチの社員ならわかるだろう。これ以上の潜入は、現状では危険だと判断した。社員の安全を図るための撤退命令だ。君はいったいなにが不満だと言うんだ」

　部長は眉間の皺を一層深く刻み込んで、背もたれに大きく背を預けた。

　そんな上司の姿を見つめたまま、私は膝の上でギュッと拳を握った。

　昨日、私はウェイカーズ証券を出たその足で、本来のオフィスに駆け込んだ。

　ほとんど殴り込みのような登場の仕方に、加瀬君も慌てて私をなだめにかかった。

　運悪くというか、よくというか、部長は一日中外出で、勢いのまま直訴することは叶かなわなかった。

　そして一夜明けた今、冷静になった思考で仕切り直した。

　朝から会議室に詰めて、もう一時間近く経つ。なのに会話はほとんど平行線で、歩み寄りも進展の兆しも見られない。

「部長、撤退の理由については、葛城もちゃんと理解しています。ただ……」

　この場の仲裁のつもりなのか、加瀬君が私の横顔を窺いながら言った。

「じゃあ、なんだ。わかっているくせに撤退できない理由はなんだ？」

「部長、ちゃんと戻ります。でも、このままじゃ戻れないって言ってるんです！」

　私は身を乗り出してテーブルをドンと拳で叩いた。

「ひと言……ウェイカーズの高遠さんに説明して謝りたい、それだけなんです」

　テーブルに置いた拳が、かすかに震えた。

　唇を噛んで俯く私に、部長はこれ見よがしな溜め息をついて、加瀬君をチラッと見上げた。

「加瀬君。君は葛城さんに業務命令を連絡しなかったのか？」

「……しました」

「彼女には、他言を禁ずるという意味がわからないようだな。一から説明してやれ」

『話にならん』とでも言いたげに、部長はふんぞり返って足を組んだ。

　そんな傲慢な態度に、心の奥のほうでなにかがピシッと音を立ててひび割れたような気がした。

「部長はっ……。人を騙し続けることがどれだけ辛いのか、考えたこともないんですかっ……」

　思わず声を上げて、拳に力を籠めた。

「葛城、落ち着け」

　勢いで腰を浮かせかけていた私を、加瀬君が窘める。

「部長とは俺が話す。だからもう少し辛抱してくれ」

「これ以上、どう辛抱しろって言うのよっ……！」

　さらにドンと音を立ててテーブルを叩くと、加瀬君も言葉を失った。

　それを見て、私はキッと部長を再び睨みつける。

　部長は忌々しそうに私から目を逸らした。

「……我社の非をわざわざ暴露することになんの意味がある。少しの間一緒に働いただけで情でも移ったか？　……ああ」

　胸の前で腕組みして、そっぽを向いていた部長が、自分の言葉に導かれるようにニヤッと口元を歪ませた。

「聞いたところによると、相当な色男らしいな。葛城さんも惑わされた張本人だとか」

　蔑むようにいやらしく笑う部長の言葉に、私は思わず目を見開いた。

　加瀬君が気まずそうに目を逸らすのがわかる。

「大体の想像はできたんだが……なるほど、これまでスタッフが定着しなかった理由は高遠常務取締役のセクハラか？」

　デスク越しに立ち上がった部長が軽く身を乗り出してきて、私は反射的に身を引いた。

　それでも部長は攻撃の手を緩めまいとするように、テーブルに手を突いて私をねめつけた。そしてニヤニヤ笑ったまま、妙に低めた声でゆっくりと私に告げた。

「葛城さん。君が頷けばそれでいいことじゃないのか？　……実際に〝関係〟のあったスタッフの証言があれば、ウェイカーズも反論できないだろうからな」

　そんなことを平気で言う部長の口元を、私はただ呆然と見つめた。

「部長！　それはっ……」

　部長の失言に、さすがに加瀬君も反旗を上げる。

　ふたりの様子を現実感を伴わない視界で眺めながら、私はギュッと拳を握りしめた。

「最低……」

　無意識に、そんな言葉が口を突く。

　聞き止めた加瀬君がハッとしたように私を振り返った。

　それでも私は目線をぼんやりと宙にさまよわせながら、同じ言葉を繰り返した。

「なんなの……最低」

　上司だと思って敬意を向けたはずの人が、こんな屑くずみたいな人間だなんて。

　少し前まではこの人の命令は絶対だと思っていた。この人からの業務命令に従ってウェイカーズ証券に潜入して、航平を騙した。そして今もなお、私は航平を陥れるための道具にされる。

「……私、なんで……こんな人の部下なんだろう」

「葛城っ！」

　独り言と聞き流すには大きな声を漏らす私を、加瀬君が険しい顔をして止める。

　ハッと顔を上げると、青い顔をした加瀬君の向こうで、部長が加瀬君よりもっともっと険しい顔をして私を見ていた。

　一瞬だけ唇を噛んだ。だけど、心には迷う気持ちすら湧いてこなかった。

　今、私が一番大事に思うものはなにか。昨日私が出した答えは揺らがない。今ここでなにが起きても、怖くなんかない。

「これ以上、業務命令は聞けません」

　大きく息を吸ってから、吐き出すように言い放った。

「葛城っ!?」

　目を剥いた部長より先に、加瀬君が反応した。

　私がなにを言い出そうとしているのか、わかり切っている顔を横目にしながら、私は立ち上がった。

「私、本日限りで――」

　まっすぐ部長を睨みつけて口を開いたとき、会議室のドアが勢いよく開いた。

　私も部長も加瀬君も、ほとんど同時にその音の根源に目を向ける。そして……。

「あっ……」

　そこに、思いも寄らない人の姿を見た。

　誰よりも先に私が反応して、言葉をのみ込んだ。

「誰だ、君はっ」

　突然の乱入者に、部長がこめかみに青筋を立てながら叫んだ。

「突然すみません。私、ウェイカーズ証券の高遠と申します」

　私たちの視線の先には、この場の誰よりも場にそぐわないのに、誰よりも貫録のある姿があった。

　部長は呆気に取られた表情のまま、航平が差し出した名刺を惰性で受け取って、一気に顔色を失うと目を白黒させた。

「ウェ……ウェイカーズのっ……!?」

「平素よりお世話になっております。葛城さんに至急の用があったのですが、連絡がつかず……。担当の加瀬さんにも取り次いでもらえなかったので、直接出向いてきました」

　さっきまでの緊迫感が一気に薄れていくのを感じる。

　私はただバカみたいにポカンと口を開けて、部長に飄々と挨拶する航平を見つめてしまう。

　加瀬君は目を丸くして、部長だけが動揺を隠せずワタワタと落ち着かずにいる。

　そんな空気も意に介さず、航平は軽く腕組みして肩を揺らしてクッと笑った。

「あんまり大声で話してるんで、聞こえてしまいました。……こんなとこで噂されるほど、私は有名人じゃないはずなんですけどね」

　どこまでも涼しい表情で、航平はただまっすぐ部長を見下ろす。

　笑顔だからこそ、とても怖い。横から見上げたその瞳は、部長に対して強い嫌悪を滲ませている。

　当然部長も感じているはずだ。より一層、顔を蒼白にさせて、わなわなと唇を震わせている。それでもなにも言えずにいるのは、今この瞬間、自分の立場が相当マズいとわかっているからだろう。

「そちらにはそちらの事情もおありかと存じますが、彼女との契約期間はまだ有効なはずです。葛城さんがいないと、仕事がまったく片づかなくて困るので、本日のところは一旦連れ帰らせていただきます」

　どこまでも丁寧に柔らかい物腰で、航平は私にチラッと視線を向けた。そして、私の腕をグッと掴む。

「痛っ……！」

　強引な力に思わず声を上げた。

　航平が本当はものすごく怒っていることが感じられる。

　私の叫び声を聞いて、部長が我に返ったように大きな音を立ててテーブルを叩いた。威厳を取り戻すように、意味もなくネクタイを直しながら航平の背中に吠ほえかかる。

「ま、待ちたまえ！　す、スタッフに暴行とは……やはりあなたの行動が原因で……」

　こんな状況でも自分がかわいい部長に、言いようもなく嫌悪感が湧き上がった。

「違います！　高遠さんはっ――」

　思わず反論した私を、航平の腕が軽く止める。

「いい。なんて思われても」

　冷静な低い声に、私は言葉を失う。

　航平は姿勢を正して部長を振り返った。

　なにげない仕草なのに部長がビクッと身体を強ばらすのは、航平のオーラのせいとしか思えない。

「……ですが、私もこの耳ではっきり聞きましたよ。葛城さんに対するあなたの失言を。……な？　加瀬君」

　美しすぎる冷酷な笑みを浮かべて、航平はさっきからずっと黙っている加瀬君に声をかけた。

　え？と思う間もなく、「はい」と加瀬君が硬い声で返事をする。

「……部長、申し訳ありません。ここでの会話はすべて録音しておりました」

「なにっ……!?」

　部長がハゲ頭を汗で光らせながら目を剥いたとき、加瀬君が胸ポケットから携帯電話を取り出した。

　そこから聞こえてくるのは、さまざまなノイズで鮮明とは言えないけれど、確かにさっき部長が私に吐いた言葉だった。

《君が頷けばそれでいいことじゃないのか？　……実際に〝関係〟のあったスタッフの証言があれば、ウェイカーズも反論できないだろうからな》

　部長は口をパクパクさせて、力が抜けたようにドスンと椅子に座り込んだ。

　それを見て、加瀬君は俯いて携帯をポケットに戻した。

「後は加瀬君に任せていいかな。……希望、行くぞ」

　航平は私にそう呟くと、腕を掴む手に再度力を籠めて、会議室を大股で横切る。

　私は航平に腕を引かれながら、戸惑いを隠せずに一度大きく加瀬君を振り返った。

　そんな私の視線に気づいて、加瀬君も顔を上げる。そして、部長に隠れて小さく腰のあたりでＶサインを作ると、口元だけで笑った。




　会議室を出ると、航平は無言で私の手を引いたままズンズンと先に進んでいく。コンパスの差をまったく配慮してくれなくて、私はほぼ小走り状態で必死に後をついていくだけ。

　さっきから一度も振り返ってくれない背中に、寂しさを感じる。声をかけたかったけど、そこに確かに航平の怒りがあるのを知っていたから、軽く息が上がっても私は航平の背中を無言で見つめ続けた。

　航平に腕を引かれたまま、オフィスビルから出る。ビル内では気にならない車の騒音を強く感じながらも、私はただ航平に引っぱられて足を回転させる。

　どうしてここに来てくれたんだろう。それに、さっきの会話は加瀬君との連携プレーが絶妙すぎて、なにが起きたのかしっかり理解できていない。あの場に突然航平が現れることも、どんな会話が交わされるかも、加瀬君は完全に読み切っていたみたい。航平の登場も計ったようにタイミングよかったし……。

　訳がわからなくなってきて、混乱しかけていた。いろんな疑問が浮かび上がって、頭の中が飽和している。

「航平」

　どうしようもなくなって、思わず背中に呼びかけてしまった。さっきからずっと小走りだったから、呼びかけるだけでも息苦しい。

　それでも私の声を聞き止めて、航平はようやく立ち止まってくれた。その瞳がゆっくりと私に向けられる。

　思っていたよりずっと穏やかな光をたたえていて、それだけで一瞬気持ちが緩んだ。

「航平、私っ……」

「希望、ごめん」

　謝らなきゃと気持ちが急いていたのは私のほうだったはず。それなのに、私が謝罪の言葉を口にする前に、航平が私の目の前で深々と頭を下げた。

　突然の航平の行動に戸惑って、言うべき言葉をすぐに見つけ出せない。

　真っ昼間のオフィス街。スーツの群れが行き交う広い通りで、ただでさえ目立つ航平が私に頭を下げている。

　それだけで十分好奇の視線が向けられる。

「こ、航平、止めて。顔上げて」

　冷やかしに似た視線にこれ以上航平を晒したくなくて、私は航平を車道側のガードレールに押し、自分の身体で通りの人の群れから隠した。

「……ごめん。こんなつもりじゃなかったんだ」

　それでも、航平はさらに腰を曲げる。直角を通り越して、まるで膝頭に額がくっつきそうなくらい身体を折り曲げて、苦痛に満ちた声を振り絞る。

「航平ったらっ！　なんで航平が謝るの!?」

　こんなふうに頭を下げられる理由がない。

　私のほうがもっともっとひどいことをした。どんなに言葉を重ねても、もしかしたら伝わらないんじゃないかと思うくらい、ひどいことを。

　航平の腕を引いて、半分強引に姿勢を正させた。俯く航平をたまらない気持ちで覗き込むと、彼は私の視線を避けるように目を伏せた。

「……昨日希望がいなくなった後、加瀬君に連絡した。……大体の事情は加瀬君から聞いた」

　ためらうように告げられた言葉に、一瞬ビクッと身体が震えた。

「……希望が派遣会社の社員だっていうのも、俺を探るために秘書として派遣されたってことも」

　淡々と告げられる言葉を聞いて、目の前が真っ暗になった気がした。

　自分の口で伝えないと、と思っていた。だから業務命令を撤回させたくて、無謀だとわかっていても部長に立て突いた。それなのに、こんな形で……。

「ごめん、なさい」

　世界がグルッと回るような悪寒がした。一瞬、フラッと身体のバランスが崩れるのを感じた。

　そんな私を、航平の腕が力強く支えてくれる。

「……希望、加瀬君を責めるなよ」

　航平の声がわずかに上方から降ってきた。

「俺がかなり本気を出して食い下がるまで、口を割ろうとしなかった。どんなにカマかけて誘導尋問しても、ふた言目には『葛城は絶対自分で話したいって思ってるから』って」

「っ……」

　優しく諭すように言われて、航平の腕にしがみついた手に力が籠った。

「そんな希望の気持ちを聞いておきながら、加瀬君に強引に言わせた。……なんとなく、こうなる予感がしたから、止めたくて」

　航平の言葉をぼんやり聞きながら、その意味がよくわからなくなってくる。話の先を促すように目の焦点を合わせると、航平はキュッと唇を噛みしめた。

「希望が、業務命令を撤回させようと行動するのは想定内だった。俺も、加瀬君も。だけどきっと希望の要求は通らない。加瀬君はそう言った。そうなったら、希望がどういう行動に出るか……。俺は事態が予想通りに進むのを止めるつもりだった」

「え……？」

「希望が自分から退職願を出す事態だけは止めたかった」

　少し掠れた航平の声に、ドクンと鼓動が高鳴った。

　航平の言う通りだった。航平と加瀬君がなにをどれだけ話したのかわからないけど、私は確かにふたりの予想通りの展開を繰り広げて、部長の言動に大きな失望を抱いた。

　あのとき航平がドアを破って入ってこなければ、確実にあの場で口にしていたと思う。『本日限りで、退職させていただきます』と。

　そうすれば、もう業務命令に振り回されずに済む。あんな屑同然の部長の部下として理不尽な思いを募らせずに済む。なにより……航平の前で、これ以上嘘をつかずに済む。

「どうして？　私、あのとき、本当にこんな会社辞めてやるって思ってたのに……」

「勢いで上申したら、希望の今までの努力はどうなるんだ」

　私の言葉を簡単に遮った航平を、私は瞬きしながら見つめた。

「業務命令だから、俺のところに潜入した。正直なところ、とんでもない行動だと思うけど、それだって業務だと思ってたからできたことだろう？」

「……航平？」

「大学を出てから五年間勤め上げた会社。希望はこれまで自分に胸を張って、仕事に誇りを持って取り組んでいたはずだ」

　航平は、私に言い聞かせるようにゆっくりと言った。

　その言葉に、ギュッと胸が締めつけられる。

「航平、私……」

「少なくとも、こんな嫌な思いをして勢いで辞める事態なんか、考えたこともなかったはずだ」

　航平の言葉は怖いくらい的を得ていて、心に突き刺さってくる。鼻の奥がツンとした。

「だから、止めたかったんだ。このまま流されるように、希望が『辞める』と口にすることを。もちろん俺は食い止めたつもりだった。でも……」

　航平はそう言い募った後、グッと唇を噛みしめて、私の肩を掴んだ。

　軽く痛みを感じるくらい強い力に、思わず顔をしかめる。

　それでも航平は私の表情を気遣う余裕もなく、その額を私の肩に預けてきた。

「俺は、仕事に全力を尽くす希望が好きだよ。だからこそ……希望をあんなふうに蔑む上司の元に、このまま返したくない」

　確かな意志をたたえて航平が耳元で囁く声に、思わずドキッとしてしまう。頭の中はこれでもかってくらい混乱していたけれど、航平の声と力強さだけがスーッと身体に沁み込んでくる。

「……希望、これからも俺のそばにいろ。これ以上、理不尽な業務命令で苦しめたりしないから」

　すべての迷いを断ち切ったような凛とした航平の言葉に、大きく心が揺さぶられる。私の目尻から涙が零れた。

「……私……航平を騙してたんだよ？」

　鼻をすすり上げながら呟いた言葉に、航平は小さく頷く。

「それでも……こんなとんでもないことでもなければ、希望と出逢えなかった。むしろ俺は感謝してるよ」

　そう言って、航平は私の身体を抱き寄せた。

「……それに……俺を好きだって言ってくれた希望の気持ちに嘘はないって、信じてるから」

　さっきから冷やかしの視線が強まるのを肌で感じた。それでも今はそんなことはどうでもよくて、私は何度も頷きながら航平の胸に顔を埋めた。

「ごめん……。ごめんなさい、航平っ……」

　その胸にしがみついて声を上げると、「ん」と短い声が降ってくる。

　航平の声と体温があまりに温かくて、私の心はあっさりと簡単に溶かされていってしまう。

「……信じてくれて、ありがとう」

　振り絞るように言った言葉に、耳元に聞こえる航平の鼓動が、トクンと音を立てて答えてくれた気がした。





＊　＊　＊






　加瀬君と営業部門統括の取締役専務が、菓子折りを持ってウェイカーズ証券を訪れたのは、それから三日後のことだった。

　今回の騒動の謝罪と、部長の降格人事の決定を伝えた後、専務は人事部長に見送られて航平の執務室を出ていった。

　その背中を見送って、私たちは改めて視線を交わす。

　いつもと変わらず、仕事中の航平はクールな姿そのものだけど……。

「……一応聞いておきますけど、高遠さん、葛城に例の件を話しましたか？」

　平然とした声で聞く加瀬君に、一瞬航平の肩がビクッと震えた。

　その反応に、私は首を傾げて航平を見上げる。

「なに？　例の件って……」

　航平に問いかけるけど、呆気なく目を逸らされた。

　私は航平から答えを引き出すのを早々に諦めて、向かい側に座っている加瀬君に軽く身を乗り出す。

「希望は知らなくていい」

　腰を上げたとたん、腕で制されて、私は座り直すしかできない。腑に落ちないまま首を傾げると、加瀬君がクックッと肩を揺らして笑った。

「……高遠さん。俺、これでも高遠さんよりも葛城との付き合い長いんですよ。断言します。後でほじくり返されるより、絶対に今言っておいたほうがいいですよ」

　なにやら意味深な加瀬君の言葉に、私の隣で航平が深い溜め息をついた。

　チラッと目線を移してみるけれど、航平は加瀬君の進言に従うつもりはないらしい。

　そんな航平を見やって、加瀬君は相変わらず楽しそうに笑いながら、ソファから立ち上がった。

「それじゃ、この辺でお暇いとまします。あ、今後の件に関しては、社内協議にかけて逐一報告しますんで」

　そう言って頭を下げる加瀬君に、私もつられて立ち上がる。

「……よろしくお願いします」

　深く頭を下げた私に、加瀬君はニコッと笑った。

　あの日から、加瀬君は私のために動いてくれていた。おかげで、私は派遣契約満了の六月末まで〝派遣〟としてここに残り、同日付でスタッフパワーの退職が決まっていた。

　その後は……噂通り、航平のアメリカ本社への栄転の辞令が下りて年末に渡米するまで、秘書として直接雇用の話が進められている。

　加瀬君が執務室から出ていくと、いつもと変わらず私と航平のふたりきりになった。

　そのとたんに航平はソファから立ち上がって、自分のデスクに向かっていく。

「……航平」

「希望、次の予定、何時からだっけ？」

　明らかに話題を変えようとしているその態度が白々しい。

「私を調査していた理由は話してもらったけど、どうやらまだなにかありそうですね」

　航平のデスクの前に立って、腕組みして首を傾げてみせる。

　航平はキーボードに手を伸ばしたまま、一瞬固まった。

「……もしかして、それ以上に恥ずかしいことなんですか？」

　それならさすがにこれ以上問いただすのもどうかと思うんだけど……。

　既に航平は、スタッフパワーを訪れた後、私を調査していた理由を顔を真っ赤にして話してくれていた。

『――希望がこんな辛い想いをする羽目になったのも、元はと言えば俺のせいだ』

　そう言って、自分を恥じるように顔を背けて『嫉妬したんだよ』と呟いた。

『これまでも加瀬君が希望の担当になったことがあるのか、とか。実はけっこう長い付き合いなのか、とか。……特別な関係があるのか、とか。それが知りたくて、希望の調査をさせていたんだ』

　さすがにあ然としたけど、私と加瀬君が同僚だと知らなかったのだから、その仲を勘繰ったのは責められない。ただ、航平の目にそう映ったことに戸惑いはした。

　航平はさらに言葉を続けた。

『もちろん希望と付き合う前の段階の指示だった。今はもちろん希望を信じてるし、疑ったりしてない』

　そう言って、あの白い封筒を未開封のまま私の目の前でシュレッダーにかけて抹消した――。

　そんな航平の態度が、私はとても嬉しかった。

　だからこれ以上、航平からなにを聞き出せと加瀬君は言うんだろう？

　思わず首を傾げたとき、クッと笑いながら人事部長が執務室に戻ってきた。

「あなたはどこまでもおめでたい人ですね。わからないんですか。そもそも、自分がスパイとして潜入することになった本来の目的が解明されてないというのに。……葛城さん、あなたは確か、おたくのスタッフが定着しない理由を探りに来たのでは？」

「え？」

「佐藤さん！」

　声を上げて阻止しようとする航平をおもしろそうに見やる人事部長は、見たこともないくらい航平に対して意地悪で、私はただキョトンとした。

　いつになく焦った航平の反応を聞きながら、言われてみれば、と思い出す。

「その理由ってなんですか？って聞いたら、教えてくれるんですか？」

　いつになく私に協力的な人事部長へ問いかけると、航平がガタンと音を立てて立ち上がった。

　それを見て、人事部長はフフッと肩をすくめて笑う。

「私の口からは申しません。常務の口からはっきりお聞きください」

　なんだか含みを持たせる言い方が妙に気になる。

「ええっ……!?　ちょっと……」

　一方的に話を終えて執務室を出ていこうとする背中を思わず呼び止めると、人事部長はわずかに振り返って口角を上げた。

「……年内には、常務の栄転の辞令も出ます。そうなったとき、あなたが日本に残るか意地でもアメリカについていくか、判断する材料になると思いますよ」

「えっ……！　あのっ……！」

　思いがけない言葉に、一瞬聞き返すべき言葉を失った。

「ちょっ……、佐藤さん!!」

　航平が慌てたようにその背中に呼びかける。

　それでも人事部長は丁寧に頭を下げて執務室から出ていった。私と航平の間に、微妙な地雷を落として。

「……航平」

　思いきって声をかけると、航平はドスッと音を立てて椅子に座った。

「仕事続けよっか」

　明らかにごまかそうとしているのが見え見えの姿に、私は黙ってジットリと目を向ける。

　そんな私の視線を居心地悪そうに、航平は椅子をクルッと回転させた。

「気になる。航平、教えて。人事部長は、私になにを教えようとしてたの？　航平はなんで止めたの？」

　デスクを回り込んで、航平の真っ正面に立ちはだかった。

　航平はものすごく不本意な表情を浮かべている。

「別に、今となってはそんなこと知らなくてもいいだろう？　少なくとも、そっちが狙った通り、六月末でウチとの派遣契約は切れるんだから」

「でも、私個人としては気になります！　そもそも私はそれを掴むためにこんな業務命令に従ったわけで……」

　そう言いながら、一歩航平に踏み込む。

　航平は軽く背を仰け反らせた。

「航平をひとりでアメリカに赴任させても大丈夫なのか……。人事部長が言ったのは、そういうことですよね？」

　畳みかけるように訊ねると、航平は両手で顔を覆って大きく肩で息をした。

「……情けないから、言いたくないんだけど」

「えっ、これ以上？」

「これ以上って言うな」

　私の反応に眉間に皺を寄せて反論してから、航平はわずかに私から目を逸らした。

「……俺、歴代の派遣秘書に襲われたんだよ」

「……え？」

　なにを言われたのかわからなくて、私は大きく目を見開いた。

　私の反応に、航平は不機嫌に顔を背けた。

「ある意味、希望んとこの部長が言った『セクハラ』も間違ってないんだよな。こっちの言い分としては完全に逆だけど」

「ちょっ……、それ、本当!?」

「嘘で言えるか」と、航平はふて腐れてそっぽを向いた。

「『これ以上焦らさないでください！』って、意味がわからないこと叫びながら抱きつかれたり、押し倒されたり……まあ、いろいろ。こっちは被害者だし、派遣会社からの照会にも正直に言えばよかったんだろうけど。俺個人としても情けないし、これまでのスタッフにとっても汚点になるだろうから、黙ってた」

「って……」

「なにをどこまで、って勘繰ってる？」

　衝撃の告白に思考がついていかない私を、航平が軽く腕で引き寄せた。そして、私の耳元で囁く。

「俺をひとりにしておくのが心配？　……なら、次の異動で一緒にアメリカに来る？」

「えっ……」

「……一応、プロポーズも含ませてるんだけど」

　そう言ったとたん、航平は私から手を離す。そのまま立ち上がると、窓際に歩み寄った。そして外の風景を眺めるような仕草をして、私から顔を背ける。

　隠せない耳は真っ赤だし、なによりも航平が冗談でこんなことを言えない人だということは、私自身がよく知っている。だからこそ、胸がキュンと疼いた。

　思い返してみれば、この年度始めから、予想外のことばかりが続いた。

　業務命令で他社に派遣として潜入することになって、たった一カ月で私は航平と恋に落ちた。そして、六月末にはこれまで勤め上げた会社を退職する。航平がアメリカ本社に異動する年末までは彼の秘書としてウェイカーズ証券に勤めることになっているけど……その後は空白だ。

　どうしようと思っていた。どうなるんだろうと不安だった。

　だけど航平は今、そんな私に絶対的な道標を与えてくれた。

　どう答えようとか、そんなことを考える前に……。

「私、やっぱり英語を勉強しないと」

　思わずそんな言葉を吐いていた。

　航平がゆっくり私を見つめる。

　その視線を一身に感じながら、私は航平から目を逸らした。

「……アメリカの女性は、多分日本人以上に積極的だろうし」

　俯いて言った私を、航平がギュッと抱きしめた。

　その胸に顔を埋めながら、私は言いようのない幸せに浸ってしまう。

「俺、信用ないんだ？」

　からかうような言葉に、「そうじゃないけど」と私は言い返す。

「四六時中そばにいていいなら、そのほうが安心」

「……はっ」

　私の返事に、航平は短く息を吐いて笑った。私を抱く腕にギュウッと力を籠める。

「それなら、もう逃がしてやらない」

　低く消え入っていく声。

　それを耳に木こ霊だまさせながら、私は航平のぬくもりに堕ちていった。そして、思う。

　航平に好きだと告げた瞬間、私は恋に落ちてしまったと思った。だけど本当はもっとずっと前から航平に惹かれていて、それを認められずにいただけだ。

　出逢ったときは、これが私の任務だからと、航平を騙すことを割り切ろうとしていた。それでも……航平を騙すのが辛いと思うようになったときには、私はとっくに……このとびきり甘い野獣に落ちていたんだ。

　こんなつもりじゃなかったのにな。

　ちょっと悔しい気分になった。

　なのに、航平の腕はとても力強くて温かくて、恋が理性では抑えられないものだということを自覚せざるを得ない。この腕に抗えず幸せを感じてしまう今、もうどんな言葉もただの言い訳にしかならない。

　私は航平の胸に顔を埋めて、そのぬくもりに溶け込んでいきながら……。

「……好き」

　航平に聞こえないように、そっと小声で呟いた。

　そのひと言が、私の降伏宣言だった。
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ラストミッション 求婚せよ!!　～航平サイド～




　深夜に及んだ電話会議を終えてタクシーで家に帰ると、俺はベッドに倒れ込んで眠ってしまった。おかげで、目を覚ましたとき、せっかくの土曜日はもう半分終わってしまっていた。

　寝癖のついた髪に指を通して、欠伸をしながらリビングに足を踏み入れ、閑散とした室内を見渡す。

　アメリカ本社勤務の辞令が下りたのは一カ月前のこと。師走の忙しさも重なったせいで、仕事の引き継ぎと引っ越し作業で息をつく間もなかった。

　渡米は来週の週末だ。一応〝エグゼクティブ〟という階級に就く俺にとって、国をまたぐ異動は恐らくこれが最後だろう。

　この家に帰ってくることもないんだろうな。

　そう思えば、少しばかりセンチメンタルな気分になる。希望のお気に入りの暖炉を眺めながら、俺はガリッと頭を掻いた。

　最後に希望とゆっくりデートしたのは、いつだったろう。

　いつも仕事で一緒にいるから『寂しい』と思わずに済んでいたが、日本での残務もほぼ片づいて、俺はフッと思い出す。

　俺の秘書として働く希望は、俺が分刻みで仕事に追われる姿を誰よりもそばで見知っている。だから今まで、ときどき寂しそうな表情を浮かべはしても、ひと言も俺に不満を言わなかった。

　そんな希望の心の広さと温かさに感謝しながらも、『一緒にいたい』という恋人なら当たり前のワガママすら我慢させてしまった自分に、自己嫌悪に陥っていた。

　希望は俺の最愛の人だ。希望のためならなんだってできる。彼女が願うなら、どんな願いでも叶えてやる。その気持ちはずっと変わらない。

　それなのに、やっとひと息つける今、世間はもうクリスマスを目前にしている。

　希望と迎える初めてのクリスマスだから、特別な日にしたいと思っていたが、忙しさに埋もれてなんの準備もできなかった。今からじゃ、最高にロマンチックなクリスマスを演出することはできないだろう……。

　肩を揺らして大きな溜め息をつきながら、俺は自分の寝室に戻った。ベッドの横に無造作に放ってあったカバンを見やる。

　中にはジムとエリーに焚きつけられて衝動で買った指輪の小箱が、二カ月も前から眠っていた。




　――二カ月前。

　ある友人のホームパーティーに招待されて、共通の知人であるジムとエリーに会った。

　初めて希望を接待に連れ出したあの夜以来、かなり久しぶりの対面だった。

　昔から変わらない挨拶をふたりと交わして開口一番、ジムに「ノゾミは元気か？　ちゃんと仲よくやってるのか？」と聞かれて、素で驚いた。

　俺と希望の関係を知っているはずがないのに、なぜ見透かされている!?

　静かに焦る俺に、ジムとエリーは意地悪にニヤニヤと笑った。

「だって航平はわかりやすいもの。秘書として紹介する気なんかなかったくせに、あの場に連れてきたのは、もっと違う意味があったんでしょう？」

　そう鋭く指摘するエリーの視線がとても居心地悪い。俺は苦笑するしかなかった。

　あのとき――接待に連れ出す前に、希望が他の男と約束しているのを見た。行かせたくないと思う自分に戸惑いながら、あんな子供っぽい邪魔をした。

　俺自身、まだ希望への気持ちを自覚していなかったのに、このふたりはお見通しだったということか。

「航平のその表情を見れば、仲よくやってるのは聞くまでもないようだな」

　ジムが優しく目を細めて、傍らのエリーに同意を求めるように視線を向けた。

「そうね。……でも航平。仕事に熱心なのもいいけど、あまり放っておくと愛想尽かされるわよ」

　エリーが軽く諫めるその言葉に、一瞬笑えなくなった。

「大事な子なんでしょう？　逃がしちゃダメよ、航平。ノゾミはとてもいい子だわ」

　ふたりの言葉は、俺の心に素直に沁み入った。ぼんやりとしか意識していなかった〝結婚〟の輪郭が、はっきりと浮かび上がる。

　希望を好きになって付き合うようになってから、想いはどんどん大きくなっていく。限界を知らず膨らみ続けて、苦しいと思うくらいだ。

　もっとずっと一緒にいたい。言われなくても手放すつもりなどないし、もちろん絶対に逃がしたりしない。

　その気持ちが揺らぐことはないが、希望のほうから愛想を尽かされる恐れがまったくないとは言い切れない。

　俺は恋人らしい姿をちゃんと希望に見せていただろうか……？

　煽られるような衝動に駆られて、婚約指輪を買った。

　きっと希望によく似合うと選んだのは、ジュエリーショップの店員によると『パヴェ』というデザインのリングだそうだ。アームに小さなダイヤが散りばめられていて、中央にはそれより大ぶりな石が埋め込まれている。

　いつも俺を支えてくれる希望のこれからの人生を、俺が全力で支えて輝かせたい。そんな想いを届けたくて、テンションが上がったままずいぶん高い買い物をして、俺はようやくそこで我に返った。

　いくらなんでも付き合ってまだ半年経ってないんだぞ。希望は割とのんびりしているから、指輪を渡して『結婚してくれ』なんて言ったら、まだ早いと思うかもしれない。いや、でも俺のアメリカ赴任の話は希望も知っているし、プロポーズの予告は済ましている。だけど……。

　まだ時間はあると自分を制御して、言い出すタイミングを模索しているうちに、辞令のほうが先に下りてしまったのだ――。




　それから一カ月。引き継ぎを終えて、やっと真剣に向き合えると思ったら、もう渡米は目の前に迫っていた。

　さすがにのんびりしすぎた、と焦った。今からじゃ、俺と同じタイミングで連れていくのは無理だろう。どう急いでも一月、二月……。

　仕事ではずっと一緒にいたけれど、その間恋人らしい触れ合いは皆無だった。ただでさえ欲求不満だというのに、ここからまたさらに一カ月も二カ月も……と考えたら、気が遠くなりそうだ。

　いや、クラッとしてる場合じゃない。とにかく今は一刻も早く伝えないと。『俺と一緒にアメリカに来てほしい』と。

　自ら植えつけた焦りを増大させながら、ニットに腕を通して頭から被り、携帯を手に取った。電話を起動させて、そのまま希望に発信しようとしたとき……。

「……うわっ」

　いきなり着信音を鳴らし始めた携帯を落としそうになった。軽くお手玉しながらなんとか持ち直して、それから画面を確認する。

　今まさに電話をしようと思っていた希望からだった。

「もしもし」

《あ、航平、起きてた？》

　耳に響く希望の元気な声に、どうしようもなく心が弾む。

「もう昼じゃないか、起きてたよ」

　苦笑しながら返事をすると、《フフッ》と小さな笑い声が耳をくすぐった。

《あのね、航平……》

　希望がなにか言いかけるのを、俺は軽く遮った。

「希望、逢いたいんだ。今日、時間あるか？」

　気持ちが逸るのを抑えて訊ねると、希望の明るい声が返ってきた。

《あ、昨夜の会議、無事に終わった？　疲れてない？》

「ああ、おかげ様で。だから……」

《よかった！　それじゃ、航平。午後六時にオフィスビルの前に来てくれる？》

「え？　オフィスビル……？」

《遅れないでね。待ってるから！》

　また後でね！と弾む声の余韻を残して切れた携帯を、俺はただ瞬きしながら見つめた。




　指定の時間ぴったりに、オフィスビルのエントランスに辿り着いた。俺より先に到着していた希望は、俺に気づくとパアッと顔をほころばせて、大きく腕を振って合図してきた。

「こっちこっち！」と呼びかけられて、軽く走って希望の前で立ち止まる。

「ごめん。待たせたか？」

　そう謝ると、希望は小さく首を横に振って俺の腕を強く引っぱった。

「航平、こっち！　早く！」

「え？　ちょっ、希望？　いったいどこに……」

「それは、着いてからのお楽しみ！」

　妙にウキウキと声を弾ませる希望に、電話を切った後から感じていた違和感が込み上げてくる。

　なんだかやけにドレッシーな装いだ。そんな希望と並んで歩くには、俺の格好はカジュアルすぎる。それに、希望のこの様子はいったい……？

　希望に腕を引っぱられるままに歩いて辿り着いたのは、通りに面したカフェレストランだった。ドアには【本日貸切】とプレートがかかっていて、俺はますますわからなくなる。

「さ、ここ、ここ」

　貸切の文字に怯むこともなく、希望はそのドアを開けて中に入っていった。

　これは……誰かの結婚式の二次会とか？

　戸惑いながらも足を踏み入れたその瞬間……。

「メリークリスマス!!」

　パンパンという破裂音と同時に、そんな声がかけられた。

　咄嗟にビクッと目を閉じると、かすかな硝煙の匂いが漂ってくる。恐る恐る目を開けた俺の瞳に飛び込んできたのは……。

　クリスマスらしい明るい装飾が施されたこじんまりした店内。奥の壁に沿ったテーブルには、彩りのいいクリスマスオードブルが大皿に盛られて並んでいる。それから、いくつものグラスと、ビール瓶に赤・白のワインボトル、ソフトドリンク。

　さらに、大きく空いた店の中央のスペースで、クラッカーを片手に俺に笑顔を向けていた男が、拍手をし出した。

「高遠さん、ご栄転おめでとうございます！」

　そんな声を上げながら、彼の後ろから登場するのは、よく見知った面々だ。

「なっ……!?　みんな……？」

　クラッカーを持った希望の元同僚の加瀬君に、ジムとエリー。それから、ウェイカーズ証券の国際部に勤務する女性社員ふたり……。そんな面々に隠れるように、人事部長の佐藤さんの姿まであった。

　あまりの驚きにポカンと口を開けて、なにも言えない俺の隣で、希望が満足そうに笑っている。そして、ゆっくり俺を見上げた。

「せっかくクリスマスだし……航平の壮行会も兼ねて、みんなでパーティーしたいなと思って、こっそり準備してたの」

「え……？」

　戸惑いながら希望を見下ろす俺に、加瀬君が一歩近づいてくる。

「はい、どうぞ！　高遠さんが今日の主役ですから」

　そんな言葉と同時に、空のグラスを押しつけられた。

「せっかく少し話せるようになったのに、ちょっと寂しいんですけど……。でも、応援してます！　がんばってください！」

　そう言ってグラスに赤ワインを注いでくるのは、希望が親しくしている新庄さんだ。

「常務。これまで本当にありがとうございました。本社でのより一層のご活躍を楽しみにしております」

　丁寧に堅苦しく挨拶する佐藤さんに、山田さんが肩をすくめた。

「人事部長さん、硬いです、硬い～！　今日はクリスマスパーティーも兼ねてるんですよっ」

　そう言われてあたふたする佐藤さんを見やりながら、エリーが楽しそうに俺に微笑みかける。

「航平はみんなに慕われてるのね」

「うむ。こんなに仕事ばかりで、周りとうまくやってるのかと心配になったこともあったがな……」

　苦笑するジムに、みんながどっと笑い転げる。それにつられて俺も「はは……」と笑いながら、隣にいる希望を見つめた。

　視線に気づいたのか、希望はニッコリ笑って顔を上げる。

「最後くらい、大勢でワイワイするのもいいでしょう？」

「……そうだな」

　希望の言葉に、思わず頬の筋肉が緩む。

　こんなに騒がしいクリスマスを過ごすのは初めてだった。

　俺が仕事に忙殺されている間に、俺のためにこんなパーティーを準備してくれていたなんて……。

　今この場で希望を思いっきり抱きしめたい衝動に駆られる。その一方で……。

『最後くらい』

　その言葉がチクッと胸に刺さる。

　最後って。希望はどういうつもりでそう言ったんだ？




　明るく温かいパーティーが散会すると、俺は希望とふたりで駅に向かって歩いた。寒さをしのぐようにふんわりしたマフラーに顔を埋めて、希望も無言のまま歩を進めている。

　こうして仕事は関係なくふたりで並んで歩くのは久しぶりだ。さっきまでのパーティーが賑やかで楽しかった分、この静けさにかすかな不安がよぎる。

　隣に希望の体温を感じながら、俺はコートのポケットに忍ばせた小箱に触れて、再び緊張を呼び起こしていた。

　希望が口にした『最後』という言葉が、妙に現実味を増して俺の心に浸透していく。

　俺は来週には日本を発つのだから、ここでちゃんと希望に伝えて『イエス』と言わせなければ、これが最後になる可能性もあるのだ。

「希望」

　ポケットの中で小箱をグッと握りしめる。足を止めて、まっすぐ希望を見つめた。

　一歩先に踏み出した希望が、つられて立ち止まって俺を振り返る。

「これから希望の部屋に行きたい。話がしたいんだ」

　俺の言葉に、希望が小さく息をのんだ。そして、なぜだか戸惑った様子でわずかに俺から視線を逸らす。

「そ、それなら私、航平の部屋に行きたい」

「俺の部屋、もう荷物運び出しちゃってるし」

「あ……でも、私の部屋、散らかってるから……」

「別にそんなの気にしない」

　ねばって言葉を重ねると、希望は困ったように口をつぐんだ。そして、「あ～」とか「う～」とかよくわからない声を漏らす。

「……俺が行ったら困ることでもあるのか」

　煮え切らない態度に、不安は大きく胸に広がっていく。そして、『最後』という言葉がはっきりと輪郭を現し始める。

　……まさか……希望……。

「……っ」

　募る不安が焦りに変わる。俺は希望の腕を掴んで、勢いに任せて強引に引き寄せた。

「そんなに嫌なら、希望の部屋じゃなくてもいい。どこでもいいから、ふたりになれるところに行こう」

「えっ……。でも、どこに!?　……この時期じゃ、ホテルとかも無理だよ」

『ホテル』という言葉を意識的に小さくして呟く希望に、俺はただ肩をすくめる。

　クリスマスシーズンのこの時期、都心の高級ホテルは予約でほぼ満室だろうが……。

「大丈夫。俺のセカンドハウスのようなものだから」

　そのひと言で、希望も反論しなくなった。




　希望の腕を掴んだまま、ダブルベッドルームに足を踏み入れた。戸惑ってはいたが、希望は特に抵抗する様子もなく俺の後から部屋に入ってくる。

「あの……航平？」

　おずおずと俺を呼ぶ希望に、俺は大きく振り返って正面から向かい合った。そして、ポケットの中で握りしめていた小箱を、勢いよく希望に突き出す。

「えっ……」

　希望は絶句して目を丸くした。

　そんな反応を気にする余裕もなく、俺は希望の手を取って、その手の平の上に小箱を押しつけるように載せた。

「結婚しよう」

　逸る気持ちを抑えながら言った俺に、希望が見開いた瞳をまっすぐぶつけてくる。

「希望、結婚しよう」

　同じ言葉を繰り返しても変わらない希望の反応に焦りながら、俺は小箱を開くと中からキラッと光る指輪を指で摘み上げた。そして、呆然としている希望の左手を取って、薬指に指輪を滑らせる。

「俺と一緒に、アメリカに来てくれ」

　一生に一度のつもりのプロポーズだから、もっと気の利いた言葉で伝えたかった。しかし、不安と焦りに苛まれた俺の口からは、シンプルかつおもしろ味のない言葉しか出てこない。告げたことで、俺の緊張はＭＡＸに達していた。

　希望は指にはめられた指輪を見つめるだけで、俺になんの返事もしてくれない。

　そんな希望に、焦れた感情が昂った。衝動的に肩を抱き寄せて、呆けている希望の唇を強引に奪う。

「っ……！」

　合わさった唇からかすかな声が漏れる。その声に欲情しながら、本能に任せて希望の唇を貪った。

　希望の身体から抵抗を感じなくなってから、俺は唇を離した。ハッと小さな吐息を漏らして、希望をギュッと抱きしめた。

「これからは絶対に寂しい思いなんかさせない。四六時中でも一緒にいる。だからっ」

　不安に駆られて、自分でもよくわからなくなっていた。我に返ったのは、俺の腕の中でもがきながら、苦しそうに希望が声を上げたからだ。

「わかったっ……、わかったから、お願い、離して！　本気で苦しいっ……」

「え？」

　消え入っていく声に慌てながら、腕の力を緩める。

　とたんに希望は糸が切れたようにその場にペタンとしゃがみ込んだ。肩で大きく息をしながら、「バカ」と小さく呟く。

「……航平がなにも言ってくれなかったから、私だって不安だったんだよ」

　希望は拗ねたように、小さくもごもごと呟く。

「……ごめん」

　謝りながら、希望の前にしゃがみ込んで、床に片膝をついた。俺のほうが消え入りたい気分になった。

　それを、希望の声が留まらせる。

「だから……私は、航平がなにも言ってくれなくても、ついていくつもりでいた」

「……は？」

　言われた意味がわからず、ただ目を丸くして希望を見つめた。

　希望は頬を赤らめて、俺からわずかに視線を逸らす。

「えっと、ね……。今日航平を私の部屋に呼べなかったのは……。私、既に部屋を引き払ってて、今実家に居候してるからで」

「……え？」

「お正月明けくらいに、内緒でアメリカまで押しかけようって計画してて……。なんの連絡もしないで、突然航平の部屋をノックするの。『来ちゃった～』って。きっとすごくびっくりするだろうなあ……って、反応を想像して楽しんでた」

「なっ……！　そりゃ驚くだろうがっ！　つーか、想像して楽しむって、悪趣味だろ」

　ペロッと舌を出して肩をすくめる希望に、俺は肩で息をしながら額に手を当てて落ち着こうとした。

　そんな俺に、希望はフッと目を伏せる。

「……だって、いつまで経っても航平の心は私だけでいっぱいになってくれないから」

　わずかにトーンを下げた声に、俺はゆっくり目を上げた。

「本気で驚いたときくらい、航平の意識、全部私に向けられるでしょ？」

　目の前で震える睫毛に、心臓を鷲わし掴づかみにされた気分だった。

　俺はどれだけ寂しい想いをさせていたんだろう。どれだけ我慢させてきたんだろう。

「……ごめん」

　掠れそうな声で呟いて、希望の身体を抱き寄せた。

　俺の腕の中で、希望は静かに息を潜めている。

「……でも、ちょっと心外」

　早口でそう呟くと、俺は希望の身体をひょいと抱き上げた。そのまま、ひと際存在感のあるダブルベッドの中央に、希望の身体を横たわらせる。

「俺の意識は……驚いたときだけじゃなくて、いつも希望でいっぱいだよ」

「航平……」

　ためらいながら向けられた視線を交わして、俺は希望の唇にキスを落とす。何度か音を立てて吸い上げた後、ゆっくり離して静かに見つめ合った。

「……俺と、結婚してください」

　大きく息を吸って、今度は落ち着いてその言葉を希望にぶつけた。

　俺が見守る中、希望が穏やかな笑みを俺に向ける。

「……はい」

　簡潔で単純な返事を聞いた後、俺と希望は一瞬視線を交わして、吹き出すように笑った。そして、どちらからともなく再び唇を合わせて……。

　徐々にキスを深めながら、服を脱がせ合った。

　希望の腕が背中に回って、軽く引き寄せられる。その力に身を任せながら、そっと肌を重ねた。

　久しぶりに感じる希望の肌は温かく柔らかく、俺はすぐ夢中にさせられる。そして、昂る熱に理性を保てなくなる前に……。

　交わしたばかりの誓いを胸に刻み込むように、希望の左手の薬指に、そっとキスをした。





ＥＮＤ












あとがき




　このたびは、私のベリーズ文庫デビュー作『常務サマ。この恋、業務違反です』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　この作品は、「オフィス物の王道を書こう！」「その中でいかに私らしく、そして楽しく書ける設定にするか」……と考えながら書きました。自分自身に対する挑戦状のようだったと思います。だからこそ、書籍化の連絡をいただけた時は、清々しい気持ちになれました。

　内容は、いわゆる『上司と秘書』もの。そこを私なりに捻って、『一流外資系企業のエグゼクティブと派遣会社のスパイ』という、意外にあるかもしれない設定になりました。オフィス環境も……割と、私がよく知る『リアル』です。ヒロインの希望に言わせた『自分に自信を持ちたい』という言葉、そのまま私の願いだな、と思います。

　ところで……。サイトの方では他の作品も含めて『続編』『ヒーロー目線』『番外編』のご希望たくさんいただくのですが、ご要望に沿えずすみません。

　今回ページ数的に余裕がある、と言われ、改稿作業をしている段階で、私自身が「航平にもっといろいろ言わせてみたいな」と思ったので、気まぐれに番外編を書き下ろしさせていただきました。

　文字数を気にして、入れたかった『甘々』を抑えたのですが、編集さんからも「ちょうどいい」と言っていただけたので、私としては気に入っていて、満足しています。

　最後になりますが、いつもサイトで更新を追いかけて下さる読者様。書く上で励みになっています。本当にありがとうございます。願わくば、これからも応援よろしくお願いします。

　そして、たくさんの励ましと助言を下さった担当編集の倉持さん。切れ味鋭い編集をしてくださった依田さん。表紙でかわいい希望と航平の色っぽい背中を描いて下さったモリシタアイミさん。こうしてベリーズ文庫として出版出来たのは、皆さまのお力のお陰です。この場を借りて、最上級の感謝を申し上げます。

　この本を読んでくださったすべての皆さまへ。本当にありがとうございました。

　また会える日が来ることを願って、今後も頑張ります。





水みず守もり恵え蓮れん
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